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１ 設置の目的
北海道には貴重な埋蔵文化財が数多く発見され

ており、これらの埋蔵文化財の保護、保存・活用

を図るため、調査研究を行うとともに、出土文化

財等の収蔵保管、展示公開並びに文化財保護思想

の普及啓発を図る総合的な機能を有する道立の埋

蔵文化財センターを設置する。

２ 沿 革
平成７年

３月 北海道立埋蔵文化財センター（仮称）基

本構想策定

平成８年

９月 本館基本設計完了

平成９年

３月 本館実施設計完了

１０月 本館建設工事着手

１２月 別館（整理作業所）基本設計完了

平成１０年

３月 別館（整理作業所）実施設計完了

９月 別館（整理作業所）建設工事着工

平成１１年

３月 本館建設工事竣工

４月 北海道立埋蔵文化財センター開設

８月 別館（整理作業所）建設工事竣工

１１月 一般公開

３ 施設の概要
� 工 期
［本館工事］ 平成９年１０月３１日着工

平成１１年３月１８日竣工

［別館工事］ 平成１０年９月１０日着工

平成１１年８月１８日竣工

［外構工事］ 平成１１年７月２８日着工

平成１１年１２月１０日竣工

� 面 積
［敷地面積］ １８，５９９．５０㎡

［延床面積］

本 館：５，０６３．０２㎡（鉄筋コンクリート造・２階建）

別 館：２，０８１．８０㎡（鉄筋造・３階建；整理作業

所）（渡り廊下含む）

［部屋別面積］

本館１階

調査研究室（２５３㎡）

保存科学室（１６７㎡）

観測・計測・修復室（４７㎡）

金属製品処理室（３１㎡）

分析室（４８㎡）

実験室（５３㎡）

撮影室・暗室（１０５㎡）

図書室（１７７㎡）

一般収蔵庫（３９９㎡）

展示収蔵庫（３２１㎡）

展示室（３１０㎡）

本館２階

所長室（４７㎡）

事務室（２４１㎡）

特別収蔵庫（２２７㎡）

研修室（１９６㎡）

一般収蔵庫（３１９㎡）

別館１階：整理作業室（５２０㎡）

別館２階：整理作業室（５４０㎡）

別館３階：整理作業室（２２０㎡）
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４ 調査研究事業の概要

� 重要遺跡確認調査
１ 重要遺跡確認調査について

北海道教育委員会では、北海道史をたどる上で

重要と考えられる５０遺跡を選定している。

北海道立埋蔵文化財センターでは、これらの遺

跡を対象にした重要遺跡確認調査を実施してき

た。これまでに平成１２年度に小樽市・余市町所在

の西崎山ストーンサークル、平成１３・１４年度に奥

尻町青苗砂丘遺跡、平成１５・１６年度に恵山町（現

函館市）恵山貝塚、平成１７～２１年度には幌延町・

豊富町に所在する音類竪穴群で実施した。

今年度は北海道立埋蔵文化財センター指定管理

業務２期目の初年度に当たり、北海道教育庁生涯

学習推進局文化・スポーツ課文化財担当課長から

「重要遺跡確認調査について（通知）」（平成２２年

８月９日付教文ス第１３６２号）が送付された。

その別紙「平成２２～２５年度重要遺跡確認調査実

施要領」により、平成２２・２３年度は斜里町朱円周

堤墓群（道指定史跡：指定名称「斜里朱円周堤墓

及び出土遺物」）、平成２４・２５年度は芦別市野花南

職 名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名
所 長 坂本 均 総務部長 中田 仁 第１調査部長 千葉 英一
副 所 長 松本 昭一 総務課長 葛西 宏昭 普及活用課長 鎌田 望
副 所 長 畑 宏明 総務課主査 小杉 充 普及活用課主査 藤本 昌子

総務課参与 北浦 満 普及活用課主査 倉橋 直孝
総務課参与 前田 克己 普及活用課主査 藤井 浩
会計課長 �田 千秋 第１調査課長 田口 尚
会計課主任 中村 貴志 第１調査課主査 花岡 正光

第１調査課主任 吉田裕吏洋

� 組織図

� 職員名簿

総務課�

総務部長�

会計課�

所長� 副所長� 副所長�

普及活用課�

第１調査部長�

第１調査課�
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斜里朱円周堤墓の位置 ※この図は国土地理院五万分の一地形図「斜里」から作成した。

３



斜里朱円周堤墓（平成２２年度地形測量による）

４



周堤墓群（道指定史跡：指定名称「野花南周堤墓

群」）が重要遺跡確認調査対象遺跡として示され

た。

２ 斜里朱円周堤墓の調査

今年度及び次年度にかけて、斜里町斜里朱円周

堤墓の調査を行うこととなった。

【遺跡の位置】

所在地は斜里郡斜里町字朱円西７６番地。オホー

ツク海に流入するオクシベツ川左岸、旧アッカン

ベツ川右岸の標高約１５ｍの台地（栗沢台地）上に

立地する。

【調査歴と北海道指定史跡】

昭和２３年１０月、昭和２４年７月および１０月に河野

広道氏により行われた調査が最初である。遺跡は

２基の周堤墓と、周堤墓内の配石が主体であるが、

調査によって配石下の墓坑が明らかになった。

昭和３２年１月２９日に北海道指定史跡に指定され

た。当時の指定名称は「史跡斜里朱円環状土籬及

び出土遺物」で、平成１３年に「史跡斜里朱円周堤

墓及び出土遺物」に変更され現在に至っている。

指定範囲の面積は１４８５０㎡を測る。

なお、北海道教育委員会に登載されている名称

は斜里朱円周堤墓である（登載番号Ｉ�０８�３８）。
【調査の方針：遺跡と遺物の分離】

８月２４日（火）、北海道教育庁生涯学習推進局

文化・スポーツ課において打ち合わせを行った。

ここでは平成２２・２３年度の重要遺跡確認調査が、

「斜里朱円周堤墓及び出土遺物」を史跡と有形文

化財に分けるための資料を作成することが目的

で、その目的のために①測量調査、②写真撮影、

③出土品の資料化、④発掘調査を行うよう指示が

あった。さらに昭和２３・２４年の河野広道氏による

発掘調査の状況について、当時の調査参加者から

聞き取り調査を行うよう指示があった。

また、９月９・１０日（木・金）、斜里町朱円周

堤墓と斜里町立知床博物館において知床博物館学

芸主幹松田功氏による指導、案内の下、現地確認

を行った。遺跡の現況及び出土遺物の保存状況を

確認し、今後の調査計画に関する諸条件について

打ち合わせを行った。

３ 遺跡の測量調査

【調査期間】

平成２２年１１月１０日（水）～１１月１９日（金）

【現状変更の許可】

遺跡は道指定史跡にあたるため、測量調査の実

施にあたっては現状変更許可申請が必要とされ

た。平成２２年１１月９日付け教文ス第２２０６号指令に

より、地形測量と遺物調査についての現状変更が

許可された。

【測量調査】

１１月１０日～１９日には現地での測量調査を実施し

た。実施要領に則り、史跡範囲内の基準点測量、

史跡現状地形測量調査、遺構現況地形測量調査、

配石平面図測量調査を行った。

【基準点測量】

測量の基準として有限会社藤原工産に委託し

て、基準点測量を行った。指定範囲内に６箇所６

㎝角のプラスチック杭を基準杭として設置した。

杭間は４０ｍとし、各基準杭については４級水準測

量を行った。

【史跡現況測量調査】

史跡範囲の平面図及び地形の測量を行い、縮尺

１／２００で図化した（周堤墓平面図）。等高線は５０㎝

間隔とした。

【遺構現況地形測量調査】

周堤墓ＡとＢについては、レーザー計測を用い

て、平面図及び地形の測量を行い、縮尺１／５０で図

化した。また、各周堤墓内の配石についても、平

面図の測量を行い、縮尺１／１０で図化した。レーザー

計測で得られた３次元データを基に３Ｄシミュ

レーションを作成した。

なお、周堤墓外の配石の可能性のある礫につい

ても「独立配石」として実測を行った。

【その他作成図面】

その他、縮尺１／１０００で地形地籍合成図を作成し

た。全ての図面についてはデジタルマッピング

データを作成し保管している。

４ 出土遺物の資料化

【調査期間】

平成２２年１１月１０日～平成２３年９月（予定・現状

５



変更申請期間）

【知床博物館所蔵の出土遺物】

史跡に指定されている朱円周堤墓出土の遺物は

昭和２３・２４年に河野広道氏による発掘調査の際に

出土したもので、現在はすべて斜里町知床博物館

に展示、保管されている。

１１月１０日に所在を確認した遺物は、土器（復元

個体・ミニチュア土器を含む）１１点、石器２点、

土製品１点、石製品（玉、石棒など）１２点、繊維

製品１点、漆製品３点、サメの歯３点、人骨片２

件、人歯３件、赤色顔料４件、炭化材１件、炭化

物塊１点、炭化種子１件である。

これらについては遺構同様に現状変更の許可を

受けた後、１１月１９日（金）に資料化作業のため、

すべて北海道立埋蔵文化財センターに移動し、保

管している。

また、知床博物館所蔵の朱円周堤墓についての

写真資料（河野氏調査時及び１９７０年撮影時の写

真）を借用複製した。さらに佐藤隆広氏作成の遺

物実測図を参考関連資料として保管し、報告書の

掲載を予定している（昭和２４年調査時撮影 斜里

朱円周堤墓）。

【土器・石器・製品等の資料化作業について】

土器１１点については保存状況を観察し、再接合、

再復元についての計画を作成している。全てにつ

いて現状の写真撮影を行い、実測図を作成してい

る。その内４点については文様展開図と接合破片

の展開図を作成している。

石器・土製品・石製品については土器同様に保

存状況を確認した後、現状写真の撮影と新たに実

測図の作成を行っている。

その他、繊維製品、歯、骨などの自然遺物につ

いては現状写真撮影を行い、保存状態に応じて実

測図を作成する予定である。

【分析・鑑定等について】

分析・鑑定については、人骨、歯、漆製品、赤

色顔料、繊維製品、黒曜石製遺物（原産地同定）、

石器石材、炭化種子について行う予定である。

今年度は、人骨・歯と黒曜石製遺物、石器石材

についての分析鑑定を行った。

人骨・歯については札幌医科大学の松村博文准

教授に鑑定をしていただき、黒曜石製遺物と石器

石材の一部については明治大学文化財研究施設、

杉原重夫教授に分析を依頼した。

【関連資料調査 旭川市博物館】

平成２３年２月２３日（水）、今年度は朱円周堤墓

調査に携わった河野広道氏に関わる河野コレクシ

ョンを所蔵する旭川市博物館にて、周堤墓に係る

資料の所在、特に「河野広道ノート」に掲載され

ている遺物の確認を行った。

その結果、旭川資料には「朱円」「朱円栗沢台

地」などの注記が見られるものの、「河野広道ノー

ト」に記載がなく、注記以外の情報もないため、

朱円周堤墓との直接的な関連を証明するには困難

であると思われた。参考関連資料として報告書に

掲載することを検討したい。

５ 平成２３年度の調査

平成２３年度は遺物の資料化作業と並行して、空

撮による現地の写真撮影、発掘調査、聞き取り調

査を行い、報告書を刊行する予定となっている。

【発掘調査】

発掘調査は、過去の調査状況の確認、竪穴、周

堤の構築状況の確認、配石、墓坑の確認を行うこ

とが目的である。Ａ号、Ｂ号の各周堤、配石を対

象にトレンチによる調査を行う予定である。

［文献］

河野広道 １９５０ 「朱円ストーンサークル」

『北海道郷土研究会会報』第１号

河野広道 １９５５「２５ 朱円西区栗沢台地 栗沢喜

重郎所有畑地」『斜里町史』

河野広道 １９６０『斜里朱円環状土籬および出土遺

物』（北海道文化財シリーズ２）

河野広道 １９６１『道指定有形文化財斜里朱円環状

土籬出土遺物』（北海道文化財シリーズ３）

宇田川洋編 １９８１『河野広道ノート 考古篇１�
北海道東北部の考古学的調査－』
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周堤墓平面図（平成２２年度地形測量による １グリットは５ｍ四方、図の上が北を示す。）
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昭和２４年調査時撮影 斜里朱円周堤墓 配石墓

Ａ号周堤墓９号墓

Ａ号周堤墓１、２、３号墓

史跡全景 Ｂ号周堤墓１号墓

Ａ号周堤墓１０号墓

Ａ号周堤墓８号墓

Ａ号周堤墓５号墓

Ａ号周堤墓６号墓

８



� 研修・情報収集
ａ 平成２２年度全国公立埋蔵文化財センター連絡

協議会総会

期 日：５月２７日（木）～５月２８日（金）

会 場：山口県山口市湯田温泉町３丁目

セントコア山口

参加者：総務部長 中田 仁、会計課長 �田千秋
内 容：

議事１ 新規会員の加入について

宮崎市生目の杜遊古館から、平成２２年６月１８日

付で入会申請があり、役員会で了承し、総会で承

認された。

議事２ 会員の退会について

総社市埋蔵文化財学習の館、栗東市出土文化財

センターから、平成２１年度末をもって退会したい

との届出があり、役員会で了承、総会で承認された。

議事３ 平成２１年度事業報告について

平成２１年度総会の開催等について事務局から報

告があり、承認された。

ア．総会の開催

５月２１日（木）～５月２２日（金）、福岡県北九州市

３０機関、４０名出席

イ．研修会の開催

１１月１９日（木）～１１月２０日（金）、鳥取県鳥取市

３１機関、３９名出席

テーマ「弥生建築研究の現在」

ウ．役員会の開催

第１回：５月２１日（木）、福岡県北九州市

第２回：１１月６日（木）、東京都

エ．機関誌の発行

「公立埋文協会報」第４３・４４号を発行

議事４ 平成２１年度収支決算について

平成２１年度収支決算について、事務局から報告

があり、承認された。

議事５ 監査報告

平成２２年度第１回役員会に先立ち、平成２１年度

収支決算を監事による監査が行われ、適正に執行

していることが報告された。

議事６ 平成２２年度事業計画について

平成２２年度事業計画について、事務局から提案

があり、原案の通り承認された。

議事７ 平成２２年度収支予算（案）について

平成２２年度収支予算（案）について、事務局か

ら提案があり、原案の通り承認された。

議事８ 新規加盟組織の勧誘について

全国３６の未加入機関及び所管する教育委員会に

対し、勧誘案内を送付しているとの報告があった。

議事９ 平成２３年度総会・役員会及び研修会開催

地について

総会及び第１回役員会は、長野市埋蔵文化財セ

ンターが、第２回役員会は、近畿ブロック会長職

機関（会場東京都）が開催機関となることについ

て、承認された。

議事１０ 発掘された日本列島２０１０展について

準備関係者として参加している山梨県埋蔵文化

財センター小野正文所長から、これまでの協議内

容と、今年度から当協議会も全国埋蔵文化財法人

連絡協議会、全国史跡整備市町村協議会と連携し

て、活動内容等を紹介するパネル展示を行うこと

となった旨の報告があった。

記念講演

文化庁文化財部記念物課主任文化財調査官 禰

宜田佳男氏から、「埋蔵文化財行政の現状と課題」

と題しての記念講演があった。

１点目は、今年３月に刊行した集落遺跡に関す

る「発掘調査の手引き」について、積極的に活用

してほしいこと、今後は、墳墓、寺院、城郭、生

産遺構などを予定している旨の話しがあった。

２点目は、会計検査院が、国土交通省の道路関

係の発掘調査に関し、原因者負担の範囲がどこま

でか、詳細に実態も把握しているようであり、今

後の動向によっては、埋蔵文化財保護行政に影響

することも懸念されるとのことであった。

３点目は、都道府県の専門職員が減ってきており、

都道府県が主体となって実施する発掘調査をどう

していくのか、議論を深めてほしいとの話しがあった。

視察見学

総会の翌日、国指定史跡「大内氏館跡」、国重

要文化財「龍福寺本堂」、国指定史跡「長登銅山

跡」、「美祢市長登銅山文化交流館」の視察を行った。

ｂ 文化財保存修復学会第３２回大会

期 日：６月１１日（金）～６月１３日（日）

会 場 岐阜県岐阜市長良福光２６９５－２
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長良川国際会議場

参加者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

内 容：口頭発表は内容ごとにセッションⅠ～Ⅶ

に区分され、２５件の発表があった。ポスターセッ

ションは１１７件掲示され、解説時間が設けられた。

いずれも積極的な質疑、意見交換が行われた。

大会関連事業

今回は大会に先だち、関連行事として、「ミュー

ジアムと保存 ―身近なことから、ところから

―」と題して研究会が開催された。これは岐阜県

博物館協会、愛知県博物館協会、三重県博物館協

会の共催事業である。東海三県の３３０館以上の博

物館、資料館、美術館はそれぞれの県の博物館協

会に加盟している。全国的に予算削減など活動の

諸条件が厳しくなっている現在、互いの状況を理

解し合い、相互協力し、努力するための情報交換

が急務とのことで企画された。その中で学芸員が

直面している諸問題、問題解決にどのような知恵

やアイディアで対応をしているかを各施設の事例

をもとに議論された。

①「ミュージアムと保存 ―身近なことから、と

ころから― 明治村の取り組み」西尾雅敏（博

物館 明治村）

②「アンケート集計結果報告」（事前に３県の博

物館協会を通じて、アンケート調査を実施）可

児光生（美濃加茂市民ミュージアム）

③『事例報告』

ア．お金がない！「身近なものが博物館保存に」

田村 哲（愛知県陶磁資料館）

イ．専門知識がない！人手が足りない！「ＮＰＯ

法人やボランティア活動等、館外の協力者」長

屋菜津子（愛知県美術館）

ウ．海外ではどうしているの？「アメリカの大き

な美術館・小さな美術館」井口智子（名古屋ボ

ストン美術館）

以上の発表や討論で、先ず感じたのは、①は関

東、東海、関西地域では、保存科学機関が周辺に

存在し、協力が得られやすいことである。現在、

北海道では対応できる機関が無く、残念ながら当

センターの保存処理施設や分析機器は、市町村依

頼の埋蔵文化財関連の対応しか許されていない。

②は常時点灯している非常灯を利用した害虫捕虫

駆除箱である。早速、同様のものを製作し、カメ

ムシ駆除等に効果が得られた。③は古典的手法で

製作されたものは、新素材の保存材料との相性が

悪い場合も多く、新素材は劣化をしないため通常

の経年劣化や色調変化と風合いが一体とならな

い。安価な素材で早急な修復は、後で大きな損失

となることである。④はアンケート集計結果での

議論である。保存業務が十分ではないとの回答が

９２％あり、全体として機会や時間があれば保存業

務について学習したいとの回答は７１％もあった。

しかし、保存業務については、若手・中堅学芸員

の多くが、担当として保存業務に関わりをもつこ

とに拒否反応が見られ、外部の専門家の仕事とし

てとらえているようである。逆にベテラン世代で

は、資料や施設に関わることは、すべて学芸員の

職務一部としてとらえ、積極的に実践し、情報収

集を行っているとの結果であった。この状況は埋

蔵文化財調査においても同様かもしれない。⑤は

学会や文化庁が製作した『文化財ウイール』の認

知渡の低さであり、知らないが７３％もあった。道

内では、旧南茅部発掘調査事務所の火災事件もあ

り、道埋文担当者会議の参加者に配布していたと

記憶しているがご存じであろうか。

以下、業務との関連で参考となる発表を列挙する。

口頭発表

①小規模収蔵スペースや展示ケースの利用形態を

考慮した環境改善装置の開発２～特別展示など

による来館者の急増が展示ケース内の環境に与

える影響とその改善［松井敏也（筑波大学）他］

②阿修羅立像梱包箱の防振効果［和田 浩（東京

国立博物館）他］

③保存施設稼働時の高松塚古墳石室内の温湿度変

動の解析～吸放熱パネルへの送水温度および入

室が石室内温湿度変気象条件の影響［小椋大介

（京都大学）他］

④分子生物学的手法による歴史的木造建築物の生

物劣化調査［杉山智昭（北海道開拓記念館）他］

などがある。

ポスターセッション

Ｐ０７９：脆弱な出土金属製品を取上げる際の保護

処理の一手法―有機溶剤に対する溶解性が異なる
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アクリル樹脂の利用―［今西寿光（株 京都科学）他］

Ｐ０８１：江戸時代製鎧の骨牌札に使われた鋼板の

金属組織［釘屋奈都子（東京芸術大学）他］

Ｐ１０７：金属製遺物に付随する乾燥木材の樹種同

定―刀剣類の柄と鞘の用材選択―［西尾太加二（静

岡県埋蔵文化財調査研究所）］

ｃ 第１回文化財写真技術研究会

期 日：７月２日（金）～７月４日（日）

会 場：奈良県奈良市佐紀町

奈良文化財研究所平城宮跡資料館講堂

参加者：第１調査部第１調査課主任 吉田裕吏洋

内 容：

７月２日（金）

議案１号 平成２１年度事業報告

編集委員会・普及委員会・白黒部会・デジタル

部会の各部会から平成２１年度活動報告と今後の活

動予定についての説明があった。

議案２号 平成２１年度会計報告

事務局より平成２１年度決算報告と、監事からの

会計検査結果報告がなされた。

議案３号 会則変更について

研究会名称変更に伴う会則変更についての提案

がなされ承認された。

議案４号 役員改選について

役員改選について事務局提案があり、承認され

た。

議案５号 平成２２年度予算案

事務局より平成２２年度予算案についての提案が

あり承認された。

議案６号 平成２２年度新入会員紹介

個人会員・会友各１名、賛助会員１社の紹介が

あった。

研究会Ⅰ 文化財写真の実際

「埋蔵文化財と写真～『発掘調査のてびき』から～」

牛嶋 茂（文化財写真技術研究会顧問）

埋蔵文化財写真の経緯と『発掘調査のてびき』

編集時に留意した部分とその補足説明がなされた。

「写真と文化財～彫刻写真～」

金井杜道（文化財写真技術研究会顧問）

仏像写真の歴史から見る、撮影やライティング

の技術の変遷についての発表であった。

７月３日（土）

「記録写真にみる平城宮第一次大極殿復元工事」

杉本和樹・中村一郎（奈良文化財研究所）

大極殿復元工事の進行状況を撮影した写真を元

に、記録写真としての重要性や撮影時における留

意点などについての説明がなされた。

研究会Ⅱ 写真画像の入力から出力まで

「写真図版を取り巻く環境の変化」

玉内公一（ティーコア）

デジタル入稿時の注意点などについての発表が

中心となった。デジタル入稿が主流になり、原稿

製作の責任が発注者側へと移行している。入稿か

ら印刷まで円滑に行う為には、今まで以上にデジ

タルに対する正しい知識と技術の習得が大切であ

るとの話しがあった。

「モニターカラーマネージメントの重要性」

玉内公一（ティーコア）

デジタル画像を扱う上で重要となるカラーマ

ネージメントの重要性とカラーマネージメントモ

ニターの必要性についての発表となった。写真の

デジタル化のおいての重要な位置を占めるのはパ

ソコンのモニターである。事務処理用のモニター

とは異なり、階調表示能力、色再現範囲、表示面

積などが求められる。画像を扱う上ではキャリブ

レーション機器により調整可能なカラーマネージ

メントモニターが必要となる。

キャリブレーターにより色温度や白色点の調

整、モニターの経時変化に伴う劣化の補正などを

行い、常にモニターを一定の状態に保っておくこ

とが大切である。

「フィルムスキャンからプリント出力までの注意点」

岩本康平（セイコーエプソン株式会社）

カラーマネージメントを中心にスキャナー・ソ

フト・プリンターの詳細設定についての発表と

なった。

入力から出力までカラーマネージメントされた

システムで作業を行うことが必要であり、注意点

として以下のことがあげられた。

・出来るだけ同クラスの業務用機器を使う
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・カラーエンジンは１つだけ動かす

・モニター接続はデジタル接続する

・各機器やソフトのカラースペースやガンマ値の

設定を統一する

ｄ 平成２２年度全国公立埋蔵文化財センター連絡

協議会 北海道・東北ブロック会議

期 日：１０月２１日（木）～１０月２２日（金）

会 場：北海道札幌市中央区北２条西７丁目

かでる２・７ ５１０会議室ほか

参加者：北海道立埋蔵文化財センター：副所長

畑 宏明、総務部長 中田 仁、第１調査部長

千葉英一、第２調査部長 西田 茂、総務課長

葛西宏昭、総務課主査 小杉 充、普及活用課長

鎌田 望、普及活用課主査 倉橋直孝

内 容：１０月２１日（木）は札幌市中央区北２条西

７丁目かでる２・７ ５１０会議室において会議を

行った。１０月２２日（金）は８：４５から１２：００まで、

札幌市指定有形文化財 清華亭、北海道大学総合

博物館、北海道大学埋蔵文化財調査室の視察を

行った。

協議事項：

議事１ 北海道・東北ブロック会議開催地輪番制

について

前年度のブロック会議で、諸事情からブロック

会議を開催できない機関があるとのことから、当

時の議長機関であった秋田県が中心となって対応

を検討していたもので、提案について全会一致で

承認された。

秋田県が整理した案は、昨年度までのローテー

ションを活かすが、開催できない機関については、

そのローテーションに入れないこととし、北海道

で１年度、東北で２年度連続の開催という形はそ

のままで、開催不可能な機関が北海道であれば北

海道地区のほかの機関、東北地区であれば東北地

区のほかの機関が調整して開催する、というもの

である。

平成２３～３２年度までの開催機関は以下の通り。

平成２３年度 二戸市埋蔵文化財センター

平成２４年度 多賀城市埋蔵文化財調査センター

平成２５年度 釧路市埋蔵文化財調査センター

平成２６年度 北上市埋蔵文化財センター

平成２７年度 奥州市埋蔵文化財調査センター

平成２８年度 札幌市埋蔵文化財センター

平成２９年度 盛岡市遺跡の学び館

平成３０年度 青森県埋蔵文化財センター

平成３１年度 北海道立埋蔵文化財センター

平成３２年度 秋田県埋蔵文化財センター

今後、変更する要素が出てくれば、その都度検

討し対応することとした。

議事２ 平成２３・２４年度北海道・東北ブロック幹

事について

平成２３・２４年度のブロック幹事については、全

国会議で推薦することとなるが、過去の例から北

海道地区、東北地区からそれぞれ各１機関を推薦

することとしたいとの説明を北海道が行った。そ

れぞれの地区の現幹事から推薦された機関の意向

を確認してブロック幹事として推薦することとし

た。北海道地区の現幹事である札幌市から、次期

幹事として北海道を推薦する旨提案があり、北海

道も了解した。東北地区の現幹事である多賀城市

からは、「東北地区として現在推薦機関をまとめ

ているところであり、まとまり次第連絡すること

とする」旨の報告があり、北海道地区の推薦を含

め、全会一致で承認された。代表幹事については、

幹事に推薦された機関で話し合い、決定すること

とした。

照会事項：以下のア～オ事項について、照会機関

の趣旨説明のあと、出席機関から回答内容の補足

説明があった。

ア．発掘現場作業員及び整理作業員等の雇用方

法、選考基準、選考結果の取扱について

（照会機関：札幌市埋蔵文化財センター）

イ．雇用保険法改正に伴う雇用事務量の増加に

対する対応について

（照会機関：札幌市埋蔵文化財センター）

ウ．発掘調査に係る調査委託について

（照会機関：青森県埋蔵文化財センター）

エ．掘削作業を重機で行う場合の契約について

（照会機関：青森県埋蔵文化財センター）

オ．写真機材のリースについて

（照会機関：秋田県埋蔵文化財センター）

会議出席者は他機関８名、北海道立埋蔵文化財

センター８名の計１６名、視察参加者は他機関６名、

北海道立埋蔵文化財センター３名の計９名である。
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� 埋蔵文化財に関する調査研究
保管出土品を活用した研究

「保管遺物の材質、原産地等についての整理」

【調査研究計画】

指定管理者第１期においては保管遺物について

の基礎的、一次的なデータの整理作業を行った。

第２期においてはこのデータ整理を継続しつつ、

新たな属性項目を追加し、情報を付加していくこ

とを計画した。今期は特に、遺物の保管、保存に

ついて重要な課題である素材・原材に着目し、材

質分析及び原産地分析に関する情報収集、集成に

ついて行うことにした。

【情報収集・集成】

初年度は、保管遺物に関わる分析データを内容

毎に、集成し、整理することから開始した。特に、

石材や黒曜石に関する原産地分析のデータについ

ては優先して抜き出しを行った。

利用可能な分析データは３種類ある。�これま
でに財団センターまたは道立センターで行った分

析のデータ、�財団センターが調査時に依頼、委
託して行った分析のもの、�道立センターでの特
別利用や資料貸出の際に行われた分析のものであ

る。

��については刊行された報告書からデータを
抜き出す作業を行い、継続中である。�について
は公表されてはいるが、対象が限られている場合

もあり、情報提供いただいたものである。

【道立センター保管遺物利用の分析】

道立センターでの特別利用や資料貸出の際の分

析で、石材、原産地に関わるものは、これまでに

キウス５遺跡出土の玉類（北海道教育大学 菅原

いよ氏・岡村聡氏）、千歳市美々３遺跡出土の石

斧（斜里町知床博物館 合地信生氏）、千歳市美々

４遺跡、美々２遺跡、キウス４遺跡出土の黒曜石

製遺物（明治大学文化財研究施設 杉原重夫氏、

金成太郎氏）などの例がある。

【黒曜石原産地分析データの整理】

本年度報告では、上記の分析データの中から、

特に今年度貸出、分析依頼のあった明治大学文化

財研究施設より提供のあった調査結果を整理し、

データ活用の方向性を考える材料としたい。

なお、黒曜石製遺物の原産地推定は、明治大学

文化財研究施設に設置されている「黒曜石原産地

推定システム」で行った。推定結果については情

報提供というかたちで協力をいただいた。

【美々２遺跡 石器の原産地推定結果より】

今回測定したのは、北海道千歳市美々２遺跡（縄

文時代晩期末）から出土した黒曜石製遺物である。

遺物は縄文時代晩期末の竪穴住居跡及び第Ⅰ黒

色土層、第Ⅱ黒色土層から抜き出したもので、測

定した点数は５０４点であり、原産地が判別できた

遺物は４３７点であった。

原産地推定の結果は、白滝地区赤石山系が３０８

点（７０．５％）と７割以上を占めた。続いて十勝地

区上士幌・美蔓系Ａが７７点（１７．６％）であり、他

に置戸地区所山系が２１点、赤井川地区赤井川系が

１９点、白滝地区十勝石沢系が１０点、ケショマップ

地区ケショマップ系が２点認められた。

遺跡から直線距離で最短の赤井川系が少なく、

約２００㎞弱離れた白滝地区を始め、十勝地区や置

戸地区など遠距離の原産地が多用されていること

が明らかになった。これは同地域の黒曜石利用を

考える上で有益なデータとなろう。

【美々４遺跡の原産地推定結果より】

測定対象は北海道千歳市美々４遺跡（縄文時代

前期～晩期末）から出土した黒曜石製遺物である。

遺物は中期、後期の竪穴住居跡、及び遺物包含層

から抜き出したものである。測定した遺物は３７１

点であり、原産地が判別した遺物は３２３点であっ

た。

原産地推定の結果は、赤井川地区赤井川系が１１０

点（３４．１％）であり、十勝地区上士幌・美蔓系Ａ

が７３点（２２．６％）と続き、白滝地区赤石山系が６５

点（２０．１％）であり、置戸地区所山系が５６点

（１７．３％）であった。この他、白滝地区十勝石沢
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遺跡名 時 代
測定
点数

判別
点数

判別
不可

美々４遺跡
縄文時代前期

～
晩期末

３７１ ３２３ ４８

赤石
山系

十勝
石沢
系

置戸
山系

所山系
旭川系
Ｂ

上 士
幌・美
蔓系Ａ

赤井川
系

６５ １５ ３ ５６ １ ７３ １１０

遺 跡 名
測定
点数

判別
点数

判別
不可

美々２遺跡 ５０４ ４３７ ６７

赤石
山系

十勝
石沢
系

所山系
ケショ
マップ
系

上 士
幌・美
蔓系Ａ

赤井川
系

３０８ １０ ２１ ２ ７７ １９

明治大学文化財研究施設での分析状況

系が１５点、置戸地区置戸山系が３点、旭川地区旭

川系Ｂが１点認められた。

原産地構成では、白滝地区や十勝地区など１００

㎞以上離れた原産地の黒曜石を多用しており、遺

跡からの距離に比例していないことが認められ

る。今後の分析データの蓄積を待って検討する必

要がある。

【今後の計画・目標】

遺物の材質、素材に関する情報は保管方法など

に関して有用なだけではなく、特に産地分析など

においては、当時の人々の動きを知るうえで重要

である。分散しがちな情報を一元的に整理するこ

とで今後の遺跡調査における分析の方針や意義、

目的を考えるうえでのバックボーンとなるような

資料の作成を目指したい。各市町村における文化

財保護事業においても有用であると考えられる。
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� 分析・鑑定・保存処理等
ａ 分析・鑑定

今年度は保管遺物である赤色漆塗櫛、黒色漆塗

弓などの塗膜分析。依頼では恵庭市ユカンボシＥ

１１遺跡出土の矢柄（炭化材）の樹種同定。

ｂ 保存処理等

①重要文化財美々８遺跡出土品の修理

対 象：木製品４点、金属製品２点、計６点。

記録票番号２５４ 火鑽板（ニレ属）

記録票番号２５７ 火鑽板（ヒノキ？アスナロ？）

記録票番号５８３ 袋式鉄斧柄（ハシドイ属）

記録票番号７００ 車櫂受台部（モミ属）

記録票番号１０７０ 天禧通宝（青銅）

記録票番号１０７２ 内耳鉄鍋（鉄・鋳造）

期 間：平成２３年３月１日～３月２５日

場 所：財団法人北海道埋蔵文化財センター

保存科学室

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

修理方法の概略

記録票番号２５４・２５７

①資料劣化状況の肉眼観察および保存処理前の

写真撮影を行う。②Ｘ線透過撮影による内部劣化

状況（空隙部分・樹脂含浸状況など）を観察する。

③析出した結晶などをブラシやキムタオルを用い

て除去し、１００％エタノールで拭き取る。④エタ

ノールによる拭き取りによって失われたマンニ

トール＋ＰＥＧ４０００樹脂を表層部に塗布含浸し、

－４０℃以下に急速冷凍する。⑤真空凍結乾燥を行

い、表面に残った余分な樹脂を拭き取る。⑥色調

変化、収縮、変形を実測図などと比較観察し、経

過を記録する。⑦保存修復後の写真撮影を行う。

⑧薄葉紙に包み、中性紙の紙箱および木箱に収納

する。⑨温湿度管理された特別収蔵庫に保管する。

記録票番号５８３・７００

①資料劣化状況の肉眼観察および保存処理前の

写真撮影を行う。②Ｘ線透過撮影による内部劣化

状況（空隙部分・樹脂含浸状況など）を観察する。

③剥落した破片は実測図をもとにエポキシ樹脂＋

マイクロバルーンで接着し、捲れあがった隙間は

エポキシ樹脂＋マイクロバルーンを充填して接

着・強化する。④充填・接着によってはみ出し、

硬化したエポキシ樹脂は、彫刻電動加工機や手術

用メスによって違和感の無いように除去し、ク

リーニングする。⑤クリーニングしたエポキシ樹

脂表面はアクリル絵の具（アクリルガッシュ）に

より、修復を認識できる程度の古色付けをする。

⑥色調変化、収縮、変形を実測図などと比較観察

し、経過を記録する。⑦保存修復後の写真撮影を

行う。⑧薄葉紙に包み、中性紙の紙箱および木箱

に収納する。⑨温湿度管理された特別収蔵庫に保

管する。

記録票番号１０７０

①資料劣化状況の肉眼観察および実体顕微鏡観

察、保存処理前の写真撮影を行う。②Ｘ線透過撮

影によって亀裂の進行状況（空隙部分・樹脂含浸

状況など）を観察する。③高温高圧脱塩装置にて

脱塩し、充分に乾燥させる。④表面の樹脂を拭き

取り、更にトルエン、アセトン溶液に浸漬して、

アクリル樹脂パラロイドＢ７２、ベンゾトリアゾー

ル（ＢＴＡ）、トアインクララック樹脂などを除

去する。⑤１００％エタノール溶液中で超音波洗浄

し、充分に乾燥させたのち折損部を再度顕鏡する。

⑥ＢＴＡ＋トルエン＋アセトン＋Ｂ７２溶液を３回

減圧含浸し、折損部を接着する。⑦エタノールで

拭き取り、表面光沢を抑え、充分に乾燥させる。

⑧色調変化、収縮、変形を実測図などと比較観察

し、経過を記録する。⑨資料を脱酸素剤（ＲＰシ

ステム）で封入する。⑩温湿度管理された特別収

蔵庫に保管する。

記録票番号１０７２

①資料劣化状況の肉眼観察および実体顕微鏡観

察、保存処理前の写真撮影を行う。②Ｘ線透過撮

影によって亀裂の進行状況（空隙部分・樹脂含浸

状況など）を観察する。③接合部に析出した白色

物質を化学分析し、特定する。④析出した白色物

質をエタノール等で拭き取り除去し、更に充填し

たエポキシ樹脂上に塗彩されたアクリル絵の具を

リムーバー液で拭き取り、充分に乾燥させる。⑤

クリーニングした周辺は、パラロイドＮＡＤ１０を

塗布含浸し、色調や光沢を整える。⑥エポキシ樹

脂表面にはアクリル絵の具（アクリルガッシュ）
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により、修復を認識できる程度の古色付けをする。

⑦色調変化、収縮、変形を実測図などと比較観察

し、経過を記録する。⑧資料を脱酸素剤（ＲＰシ

ステム）で封入する。⑨温湿度管理された特別収

蔵庫に保管する。

保存処理等の指導・協力については次の�市町
村教育委員会支援で記述した。

� 市町村教育委員会支援
ａ 指導・協力等

①収集資料・標本の保存処理協力

依頼元：北海道開拓記念館

対 象：植物及び動物資料の標本作成

期 間：平成２２年７月１日（木）

～平成２３年３月３１日（木）

場 所：北海道開拓記念館および北海道立埋蔵文

化財センター保存科学室

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

②遺構の移築・造形保存の指導

依頼元：国立大学法人北海道大学埋蔵文化財運営

委員会

対 象：竪穴住居址付属カマド並びに煙道（擦文

文化前期、８世紀頃）

期 間：平成２２年６月～継続中

場 所：Ｋ３９遺跡（附属図書館増築地点）

札幌市北区北８条西６丁目（北大構内）

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

③樹種同定

依頼元：恵庭市郷土資料館

対 象：恵庭市ユカンボシＥ１１遺跡出土炭化材

（矢柄 縄文時代中期）

期 間：平成２２年１２月２４日～平成２３年２月２２日

場 所：北海道立埋蔵文化財センター保存科学室

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

④遺物の保存処理指導

依頼元：北海道大学埋蔵文化財調査室

対 象：札幌市Ｋ３９遺跡（附属図書館本館増築地

点）出土竪穴住居柱先端部、札幌市Ｋ４３５

遺跡（南新川外溝地点）出土板状木製品

期 間：平成２３年２月～継続中

場 所：北海道大学埋蔵文化財調査室

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

ｂ 委員会等出席依頼

①縄文の漆複製プロジェクト第２回検討委員会

依頼元：ＮＰＯ法人三内丸山縄文発信の会

日 時：平成２２年９月６日（月）

場 所：岩手県八幡平市立安代若者センター会議室

出席者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

②縄文の漆複製プロジェクト第３回検討委員会

依頼元：ＮＰＯ法人三内丸山縄文発信の会

日 時：平成２２年１１月１５日（月）

場 所：ＮＰＯ法人三内丸山縄文発信の会事務局

会議室

出席者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

ｃ 埋蔵文化財担当職員出前研修会

「中近世遺跡の遺構と遺物―松前町福山城調査と

福山城下町遺跡など―」

目 的：発掘調査に携わっている市町村職員を対

象に、中近世遺跡の発掘調査ならびに整理作業時

における遺構・遺物の取り扱いについて専門的な

研修を行い、今後の調査、普及啓発活動に寄与す

ることを目的とする。

講 師：

松前町教育委員会 学芸員 前田正憲 氏

財団法人北海道埋蔵文化財センター

第１調査部第３調査課長 鈴木 信 氏

日 時：平成２２年９月３０日（木）、１０月１日（金）

会 場：松前町福山城下町遺跡（財団法人北海道

埋蔵文化財センター調査遺跡）、松前町郷土資料

館、福山城石切場、大館、福山城

内 容：今回は、財団法人北海道埋蔵文化財セン

ターが調査中の松前町福山城下町遺跡で、発掘調

査現場での中近世遺構調査の実際と、木製品の取

り上げや養生、一次整理について研修を行った。

また、文献や松前屏風などに記された内容と史跡

整備の調査で得られた成果について検討を進めて

きた松前町の担当者に講義をしていただいた。

１６



［日 程］

第１日目：９月３０日（木）

１３：５０ 受付開始

１３：５５ 研修開始・オリエンテーション

１４：００ 研修１「福山城下町遺跡」

講師：鈴木 信 氏

１４：３０ 福山城下町遺跡出発（徒歩で移動）

１４：５０ 松前町郷土資料館着

１５：００ 研修２「講義 松前藩の歴史・松前町郷

土資料館」

講師：前田正憲 氏

１７：３０ 講義・研修第１日目終了

第２日目：１０月１日（金）

８：３０ 研修３「福山城石切場・大館（ゴローニ

ン幽閉先など）・福山城」

講師：前田正憲 氏

１０：３０ 研修終了・終了式

１０：４０ 解散

［参加者］ 市町村職員４名、センター職員８名

市町村出前研修参加者一覧（センター職員を除く）

氏 名 振興局 所 属
１ 野村 祐一 渡島 函館市教育委員会
２ 山田 央 渡島 七飯町歴史館
３ 斉藤 邦典 檜山 上ノ国町教育委員会
４ 天方 博章 胆振 厚真町教育委員会

ｄ 埋蔵文化財担当職員研修会

「陶磁器分類の実際」

［目 的］ 発掘調査に携わっている市町村職員

を対象に、現場ならびに整理作業時における陶磁

器の分類について、専門的な研修を行い、今後の

調査、普及啓発活動に寄与することを目的とする。

［講 師］

市立函館博物館 館長 田原良信 氏

函館市北方民族資料館 学芸員 松崎水穂 氏

財団法人北海道埋蔵文化財センター

第１調査部第３調査課長 鈴木 信 氏

［日 時］ 平成２３年２月４日（金）

［会 場］ ２階研修室

［内 容］ 陶磁器分類に関する基礎知識につい

て研修を行うとともに、北海道における陶磁器研

究の現状と課題について検討した。また、総合討

論・質疑応答では、松前町福山城下町遺跡出土の

陶磁器を実見しながら意見交換を行った。

［日 程］

１０：００ 受付開始

１０：３０ 研修開始・オリエンテーション

１０：４０ 研修１「函館市内遺跡と周辺遺跡出土の

陶磁器」「１９世紀の陶磁器」

講師：田原良信 氏

１２：１０ 昼食

１３：１０ 研修２「上ノ国町内遺跡および道南地域

出土の陶磁器」

講師：松崎水穂 氏

１４：４０ 休憩

１４：５０ 研修３「道央部・道東部出土の陶磁器」

講師：鈴木 信 氏

１６：００ 総合討論・質疑応答

１６：３０ 研修終了・解散

［参加者］ 市町村職員等２３名、センター職員２２名

氏 名 振興局 所 属 氏 名 振興局 所 属
１ 榊 田 朋 広 石狩 札幌市教育委員会 １３ 松 田 宏 介 胆振 室蘭市教育委員会
２ 石 橋 孝 夫 石狩 石狩市教育委員会 １４ 菅 野 修 広 胆振 登別市教育委員会
３ 石 神 敏 後志 小樽市教育委員会 １５ 宮 浦 優 作 胆振 安平町教育委員会
４ 小 川 康 和 後志 余市町町教育委員会 １６ 荻 野 幸 男 胆振 厚真町教育委員会
５ 野 村 祐 一 渡島 函館市教育委員会 １７ 山 田 和 史 胆振 厚真町教育委員会
６ 山 田 央 渡島 七飯町教育委員会 １８ 森 岡 健 治 日高 平取町教育委員会
７ 高 橋 毅 渡島 森町教育委員会 １９ 川内谷 修 日高 日高町教育委員会
８ 塚 田 直 哉 檜山 上ノ国町教育委員会 ２０ 小野寺 聡 日高 新ひだか町教育委員会
９ 宮 本 雅 通 檜山 今金町教育委員会 ２１ 大 橋 毅 十勝 芽室町教育委員会
１０ 石 井 淳 平 檜山 厚沢部町教育委員会 ２２ 坪 岡 始 釧路 標茶町教育委員会
１１ 高 畠 孝 宗 宗谷 枝幸町教育委員会 ２３ 中 田 裕 香 北海道教育委員会
１２ 八重柏 誠 網走 美幌町教育委員会

平成２２年度埋蔵文化財担当職員研修会参加者一覧（センター職員を除く）
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５ 収蔵保管事業の概要

� 収蔵資料目録
出土文化財を北海道出土文化財取扱要綱（平成１３年４月１１日付け教育庁・出納局長通知）等に則して

保管し、いつでも活用できるよう管理を行い、整理作業を進めている。今年度新たに収蔵した資料はな

い。

シリーズ名称 発 行 年 度 報 告 書 名 所在地 遺 跡 名
掲載遺物コ
ン テ ナ 数

その他コ
ンテナ数

復元土器
個 体 数

１ 道教委 １ 昭和５２ １９７７ 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々４ ５ １４０ １
２ 道教委 １ 昭和５２ １９７７ 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々５ １ １ ０
３ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々４ ３ １５２ １５
４ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々５ １１ ７４ ０
５ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々６ ２ １３ ０
６ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々７ ７ ４２ ０
７ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々４ ６ ３６５ １０８
８ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々５ ３ ５０ ５
９ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々６ ２ １６ ３
１０ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々７ １ ４ ３
１１ 北埋調報 ７ 昭和５６ １９８１ 美沢川流域の遺跡群Ⅴ 千歳市 美々８ １ ９１ １１７
１２ 北埋調報 ８ 昭和５７ １９８２ 美沢川流域の遺跡群Ⅵ 千歳市 美々８ １ ５ ９
１３ 北埋調報 ９ 昭和５７ １９８２ ママチ遺跡 千歳市 ママチ ９ １６１ ７３
１４ 北埋調報 １４ 昭和５８ １９８３ 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々４ ９ １６６ １４３
１５ 北埋調報 １４ 昭和５８ １９８３ 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々９ １ ２ ４
１６ 北埋調報 １７ 昭和５９ １９８４ 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々４ ３ ３３ ３２
１７ 北埋調報 １７ 昭和５９ １９８４ 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々５ １ ５ ０
１８ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々２ ９ ５３ ４
１９ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々４ ５ ５７ ０
２０ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々８ １ ７ ５
２１ 北埋調報 ３５ 昭和６１ １９８６ 美沢川流域の遺跡群Ⅹ 千歳市 美々３ ２ １３ ４
２２ 北埋調報 ３６ 昭和６１ １９８６ ママチ遺跡Ⅲ 千歳市 ママチ ８ ８４ ７５
２３ 北埋調報 ４４ 昭和６２ １９８７ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅠ 千歳市 美々８ ２ ４２ ２７
２４ 北埋調報 ６２ 平成１ １９８９ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々３ ２ ３９ ７
２５ 北埋調報 ６２ 平成１ １９８９ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々８ １ ４２ ７２
２６ 北埋調報 ６９ 平成２ １９９０ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々３ １４ １３４ ３４
２７ 北埋調報 ６９ 平成２ １９９０ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々８低湿部 ０ ０ ０
２８ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々３ ４ １０ ３１
２９ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々７ ３ １４ １２
３０ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々８ ３ ３７ １６
３１ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ ２
３２ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々７ ３ １１ ７
３３ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々８ ２ ５９ ７２
３４ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ １
３５ 北埋調報 ８６ 平成５ １９９３ ユカンボシＣ２遺跡 千歳市 ユカンボシＣ２ ４ ２４ １４
３６ 北埋調報 ８９ 平成５ １９９３ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅦ 千歳市 美々８ １ ０ ８４
３７ 北埋調報 ９０ 平成５ １９９３ オサツトー１・キウス７遺跡 千歳市 オサツトー１ １ ０ ０
３８ 北埋調報 ９０ 平成５ １９９３ オサツトー１・キウス７遺跡 千歳市 キウス７ ４ １４ １３
３９ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７�・ケネフチ８遺跡 千歳市 キウス５ ９ ３３ １２
４０ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７�・ケネフチ８遺跡 千歳市 キウス７ １ ５ ７
４１ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７�・ケネフチ８遺跡 千歳市 ケネフチ８ １ ５ ０
４２ 北埋調報 ９６ 平成６ １９９４ オサツ２・１４遺跡 千歳市 オサツ２ ４ ２０ １１７
４３ 北埋調報 ９６ 平成６ １９９４ オサツ２・１４遺跡 千歳市 オサツ１４ ７ ３１ １６
４４ 北埋調報 １００ 平成７ １９９５ ユカンボシＣ９遺跡 千歳市 ユカンボシＣ９ ３ ２５ ３３
４５ 北埋調報 １０２ 平成７ １９９５ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々８ ０ ０ １４
４６ 北埋調報 １０２ 平成７ １９９５ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々８低湿部 ２ １６８ １０
４７ 北埋調報 １０３ 平成７ １９９５ オサツ２遺跡� 千歳市 オサツ２ ５ ０ ３０
４８ 北埋調報 １０４ 平成７ １９９５ キウス５遺跡� 千歳市 キウス５ ９ ８９ １８
４９ 北埋調報 １０５ 平成７ １９９５ キウス７遺跡� 千歳市 キウス７ １５ ９７ １１０
５０ 北埋調報 １１３ 平成８ １９９６ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅨ 千歳市 美々４ １２ ３４３ ２２９
５１ 北埋調報 １１４ 平成８ １９９６ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅩ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ ０
５２ 北埋調報 １１５ 平成８ １９９６ キウス５遺跡� 千歳市 キウス５ １７ １１３ ２５４
５３ 北埋調報 １１６ 平成８ １９９６ キウス５遺跡�Ｂ・Ｃ地区 千歳市 キウス５ ９ ２４ １７
５４ 北埋調報 １１７ 平成８ １９９６ キウス７遺跡� 千歳市 キウス７ ８ ２９ ０
５５ 北埋調報 １１９ 平成８ １９９６ キウス４遺跡 千歳市 キウス４ ４ ３７ １
５６ 北埋調報 １２４ 平成９ １９９７ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ ２４ ３７７ １２１
５７ 北埋調報 １２５ 平成９ １９９７ キウス５遺跡�Ａ２地区 千歳市 キウス５ １１ １５１ １５９
５８ 北埋調報 １２６ 平成９ １９９７ キウス５遺跡�Ｂ・Ｃ地区 千歳市 キウス５ ４ ４６ １
５９ 北埋調報 １２７ 平成９ １９９７ キウス７遺跡� 千歳市 キウス７ ６ １６ ５
６０ 北埋調報 １２８ 平成９ １９９７ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ ３ ３６ ８１

１８



シリーズ名称 発 行 年 度 報 告 書 名 所在地 遺 跡 名
掲載遺物コ
ン テ ナ 数

その他コ
ンテナ数

復元土器
個 体 数

６１ 北埋調報 １３３ 平成１０ １９９８ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ １４ ２８３ ６３
６２ 北埋調報 １３４ 平成１０ １９９８ キウス４遺跡�ＡＨＫＩ地区 千歳市 キウス４ ４２ ３０２ ２３４
６３ 北埋調報 １３５ 平成１０ １９９８ キウス４遺跡�Ａ２地区 千歳市 キウス４ ５ ３９ １４
６４ 北埋調報 １３６ 平成１０ １９９８ キウス５� キウス７�遺跡 千歳市 キウス５ １ ０ ０
６５ 北埋調報 １３６ 平成１０ １９９８ キウス５� キウス７�遺跡 千歳市 キウス７ １ １ ０
６６ 北埋調報 １３８ 平成１１ １９９９ 柏台１遺跡 千歳市 柏台１ ２６ ２２ ０
６７ 北埋調報 １４４ 平成１１ １９９９ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ １１ ３３ ４０
６８ 北埋調報 １４６ 平成１１ １９９９ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ １ ４６ １４
６９ 北埋調報 １４７ 平成１１ １９９９ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ２ ４２ １４
７０ 北埋調報 １４８ 平成１１ １９９９ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ ７ １６ ２
７１ 北埋調報 １５２ 平成１２ ２０００ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ １８ １０９ ４５
７２ 北埋調報 １５７ 平成１２ ２０００ キウス４遺跡	 千歳市 キウス４ ４９ ５１９ ３８０
７３ 北埋調報 １５９ 平成１２ ２０００ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ １ １ ３
７４ 北埋調報 １６０ 平成１２ ２０００ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ５ ３２ ４１
７５ 北埋調報 １７３ 平成１３ ２００１ チプニー１・チプニー２遺跡 千歳市 チプニー１ ４ １４ ３３
７６ 北埋調報 １７３ 平成１３ ２００１ チプニー１・チプニー２遺跡 千歳市 チプニー２ １ ５ ０
７７ 北埋調報 １７４ 平成１３ ２００１ ケネフチ９遺跡 千歳市 ケネフチ９ ２ １０ １
７８ 北埋調報 １７６ 平成１３ ２００１ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ ０ ０ ０
７９ 北埋調報 １７７ 平成１３ ２００１ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ １ ６ ６９
８０ 北埋調報 １７８ 平成１４ ２００２ 西島松５遺跡 恵庭市 西島松５ ６８ ２１８ ９７
８１ 北埋調報 １８０ 平成１４ ２００２ キウス４遺跡（９） 千歳市 キウス４ ９０ １６２３ ６９６
８２ 北埋調報 １８７ 平成１４ ２００２ キウス４遺跡（１０） 千歳市 キウス４ ０ ０ ０
８３ 北埋調報 １８８ 平成１４ ２００２ オルイカ１遺跡 千歳市 オルイカ１ ２ ３２ ２
８４ 北埋調報 １８９ 平成１４ ２００２ オルイカ２遺跡 千歳市 オルイカ２ ５ １７ ４
８５ 北埋調報 １９２ 平成１４ ２００２ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ ０ ５９ ０
８６ 北埋調報 １９３ 平成１４ ２００２ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ４１ ８１ ３６
８７ 北埋調報 １９４ 平成１５ ２００３ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ ７ ２１ １９
８８ 北埋調報 ２０４ 平成１５ ２００３ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ３ ５ １１
８９ 北埋調報 ２０６ 平成１５ ２００３ オルイカ１遺跡� 千歳市 オルイカ１ １ ２ ２
９０ 北埋調報 ２０７ 平成１５ ２００３ チプニー２遺跡� 千歳市 チプニー２ ２ １２ １２
９１ 北埋調報 ２０９ 平成１６ ２００４ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ ５５ ４５５ ４６７
９２ 北埋調報 ２１５ 平成１６ ２００４ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ０ １ ０
９３ 北埋調報 ２２１ 平成１７ ２００５ オルイカ２遺跡� 千歳市 オルイカ２ ２３ ３４ １０
９４ 北埋調報 ２２４ 平成１８ ２００６ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ １０ ２７ ２２
９５ 北埋調報 ２２５ 平成１７ ２００５ チプニー２遺跡� 千歳市 チプニー２ ３１ ７ ２７
９６ 北埋調報 ２２６ 平成１７ ２００５ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ １６ ３８ ４１
９７ 北埋調報 ２３１ 平成１８ ２００６ 対雁２遺跡	 江別市 対雁２ ３３ ４９ ４２９
９８ 北埋調報 ２３８ 平成１８ ２００６ 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡 千歳市 梅川２ ３ ５ ６
９９ 北埋調報 ２３８ 平成１８ ２００６ 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡 千歳市 祝梅川上田 ５ ９ ４
１００ 北埋調報 ２４０ 平成１８ ２００６ 対雁２遺跡（９） 江別市 対雁２ １３ １４ ２２
１０１ 北埋調報 ２４８ 平成２０ ２００８ 西島松３・５遺跡� 恵庭市 西島松５ ３３ ４８６ １４０
１０２ 北埋調報 ２５１ 平成１９ ２００７ キウス５遺跡	 千歳市 キウス５ ３ １７ １０
１０３ 北埋調報 ２５２ 平成１９ ２００７ キウス９遺跡 千歳市 キウス９ １３ ４９ １８１
１０４ 北埋調報 ２５３ 平成２０ ２００８ 梅川４遺跡� 千歳市 梅川４ ８ ２０ ５１
１０５ 北埋調報 ２５５ 平成１９ ２００７ 対雁２遺跡（１０） 江別市 対雁２ １ ２ ４
１０６ 北埋調報 ２６０ 平成２１ ２００９ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ ３９ ５３ １１
１０７ 北埋調報 ２６５ 平成２１ ２００９ 西島松２遺跡 恵庭市 西島松２ ９３ ４３７ １６８
１０８ 北埋調報 ２６７ 平成２１ ２００９ オルイカ２遺跡� 千歳市 オルイカ２ ３ ６ ５３
１０９ 北埋調報 ２６８ 平成２１ ２００９ アンカリトー７・９遺跡 千歳市 アンカリトー７ ３ １０ ３
１１０ 北埋調報 ２６８ 平成２１ ２００９ アンカリトー７・９遺跡 千歳市 アンカリトー９ ８ １ ０
１１１ 北埋調報 ２６９ 平成２１ ２００９ 梅川４遺跡� 千歳市 梅川４ ８ ５７ ２０

（道教委・道埋文センター発掘調査分） 合 計 １１０３ ８９３２ ５７２９
１ 保第 ２ 平成７ １９９５ ポンオサツ・ケネフチ５ 千歳市 ポンオサツ ２ １ １８
２ 保第 ２ 平成７ １９９５ ポンオサツ・ケネフチ５ 千歳市 ケネフチ５ ５ ４２ ０
３ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１５ １ １４ １
４ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１６ ４ ４４ １４
５ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１８ １ １ ０
６ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ�・オサツ１８�・ケネフチ５� 千歳市 ポンオサツ １ １ ０
７ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ�・オサツ１８�・ケネフチ５� 千歳市 オサツ１８ １ １ ８
８ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ�・オサツ１８�・ケネフチ５� 千歳市 ケネフチ５ ５ １４ ２
９ 保第 ６ 平成８ １９９６ オサツ１５� 千歳市 オサツ１５ ５ ４７ ７
１０ 保第 ７ 平成８ １９９６ オサツ１６� 千歳市 オサツ１６ １３ ２８ ８
１１ 保第 ８ 平成９ １９９７ オサツ１５� 千歳市 オサツ１５ ６ ２６ ４
１２ 保第 ９ 平成９ １９９７ オサツ１６� 千歳市 オサツ１６ ２ １４ ０
１３ 保第 １０ 平成９ １９９７ ケネフチ５� 千歳市 ケネフチ５ １１ ６８ ２３

（保護協会発掘調査分） 合 計 ５７ ３０１ ８５

総 合 計 １１６０ ９２３３ ５８１４

１９



６ 普及・啓発事業の概要

� 展示活動
ａ 常設展示「掘り出された北の歴史」

展示にあたっては、国（文化庁）・函館市・北

斗市・今金町・木古内町・余市町・長沼町・遠軽

町・夕張市・七飯町の各教育委員会、市立函館博

物館、知内町郷土資料館、芦別市星のふる里百年

記念館に、展示品借用についての協力を得ている。

また、企画展示との関係から、展示室・ホール

との併用で展示を行っている。

［千歳市ママチ遺跡出土土面展示］

国指定重要文化財の「土面」（国保有、昭和６３

年６月６日指定）を常設展示している。「土面」

は千歳市ママチ遺跡から昭和６１年に出土、縄文時

代晩期終末のもので、土面としては最も北方から

出土したものである。

［遺跡調査と保護活用］

北海道内の遺跡分布、遺跡の調査・整理作業の

実際、遺物の分析・保存処理の方法などについて

の解説。また国指定重要文化財の複製品も展示し

ている。

［石の道具］

石は人類が最初に利用した素材の一つである。

旧石器時代の石の道具は、破片の接合から高度な

技術で製作されたことが明らかとなった。遠軽町

（旧白滝村）白滝遺跡群、千歳市柏台１遺跡、今

金町ピリカ遺跡（国指定史跡）、木古内町新道４

遺跡出土の石器、接合資料などを展示した。また、

縄文時代には用途に応じて、それに合う石材を利

用し、様々な形の石器が作られた。その使用方法

を図と復元模型でわかりやすく示している。

［木の道具］

木の道具は通常の遺跡では腐って残らないが、

実際の生活の中では各所に使われていた。そのた

め低湿性遺跡など腐食しにくい状況で出土した木

の道具は、昔の人々の生活の様子を大変良く伝え

てくれる。千歳市美々８遺跡低湿部のアイヌ文化

期の遺物のほか、ユカンボシＣ１５遺跡の丸木舟、

キウス４遺跡の縄文時代後期の脚付き容器などを

展示している。展示品は保存処理後の遺物である。

千歳市美々８遺跡低湿部出土品は、平成１７年６

月９日国指定重要文化財に指定され、その一部を

常設展示している。また、美々８遺跡の「美々村

（コタン）」復元模型を置いている。

［金属の道具］

金属の道具は人類が新しく手にしたものの一つ

である。刀・刀子・鍋等は交易品として北海道に

入ってきたものが多く、それら道具類を手に入れ

るための交易が、北海道社会を変容させる一つの

要因となった。

金属製品も腐食しやすい材質であり、展示品は

保存処理を行っている。

［土の道具：土と火の造形］

粘土を成形し火で焼き上げた土器は、人類が最

初に手に入れた火にかけられる容器である。土器

の使用により、食材の利用範囲が大きく拡大し、

縄文時代の安定がもたらされたと考えられてい

る。土器には自由な造形ができる粘土を使用して

いるため、時代とともに文様や形が様々に変化し

ており、時には機能を超越した、変わった形態や

美しさをかもし出すものがある。

［こころの道具］

「装いとこころ」：身を飾った装身具には、ヒ

スイ製、コハク製などの各種玉、�状耳飾、土製
の耳栓などがあり、当時の人々のおしゃれごころ

や精神生活の一端をみせてくれる。

「墓と副葬品」：墓の副葬品は、当時の生活用

具をセットでみせてくれるとともに、当時の人々

の「死」に対する恐れ、悲しみなど、「こころ」

の一面をのぞかせてくれる。

「動物とひと」：動物意匠の土器、動物形石製

品などは、人と動物とのふれあいを感じさせる。

表現される動物たちに、何を感じ、何を求めてい

たのか、当時の人々の自然と対峙する生活の一端

を考えさせられる。

［キウスの縄文ムラ］

千歳市キウス４遺跡の発掘調査から、周堤墓、

盛土遺構、住居跡などをジオラマに復元、合成樹

脂で剥ぎ取った盛土遺構土層断面を展示してい

る。盛土遺構の出土遺物には、祭祀に使われたと

考えられる赤彩の土器、特殊な形の土器・土製品、

２０



展 示 場 所 ・ コ ー ナ ー
遺物
点数

パネル・レプリカなど
合計
点数

ホール・展示回廊 ２ １０ １２

常設展示室

受付・導入部分 ３ １１ １４

「遺跡調査と保護活用」部分
遺跡調査 ５ ８８ ９３

遺物の保存と分析 １ １１０ １１１

「石の道具」部分
旧石器時代の石器 ８７ １０ ９７

縄文時代の石器 １８１ １５ １９６

「木の道具」部分
縄文時代の木製品 ６ １５ ２１

アイヌ文化期の木製品 ４４ ３８ ８２

「金属の道具」部分 １４ ３ １７

「骨の道具」部分 ３ ２ ５

「土の道具」部分 １４０ ２８ １６８

「こころの道具」部分

装いとこころ ８２１ ５ ８２６

墓と副葬品 １０５ ３ １０８

動物とひと １２ １０ ２２

「キウスの縄文ムラ」部分 ２８ ４ ３２

「新しい時代へ」 １７ ２ １９

展示ホール 収蔵遺物の展示「美 ４々 こころの道具」 ３９１ ２ ３９３

屋外
エントランスひろば ０ １ １

中庭 ０ １８２０ １８２０

合 計 １８６０ ２１７７ ４０３７

［常設展示点数一覧］

玉類、土偶などがある。

［ビデオコーナー］

遺跡についてわかりやすく解説した『ビビちゃ

んとフクロウ博士の遺跡ってなーに』『ビビちゃ

んとフクロウ博士の発掘体験』『ビビちゃんとフ

クロウ博士の縄文生活体験』などを常時上映して

いる。

［体験コーナー］

火おこし体験コーナー：きりもみ式、ひもぎり式、

弓ぎり式、まいぎり式による火おこし体験。

石器コーナー：石器を使ったドングリの皮むき、

石器の接合、石器の紙切り体験。石器の材料とな

る石材見本展示。

土器コーナー：土器拓本体験、煮炊きに使った復

元土器の展示。

ｂ 企画展示

①「わかる考古学５

－縄文生活体験ひろば－」展

会 期：平成２２年７月１０日（土）～１０月１１日（月）

展示のねらい：勾玉づくりや土器づくりなどの体

験学習や、拓本、写生による遺物の観察を通して、

縄文時代の生活を学ぶことで埋蔵文化財への関心

を高めることを目的とする。

［展示場所］：展示ホール、常設展示室、体験コー

ナー

［展示内容］

縄文時代の生活を具体的に紹介し、勾玉づくり

や土器づくり、石器使用などの体験を通して埋蔵

文化財をより身近なものとして体感できる場とす

る。

【縄文工房】（ホール）

実物を観察し、「カタログ」や「レシピ（つく

りかた手順）」を参考にして自分で素材や道具を

選び、縄文アクセサリーや土器・土製品をつくる

体験ができる。主に以下の内容で製作体験ができる

縄文ネックレスに挑戦：いろいろな種類の玉をつ

くり、組み合わせて腕輪やネックレスにする。

勾玉をつくる：滑石を磨いてミニチュア勾玉をつ

くる。

丸玉・管玉・臼玉・小玉をつくる：滑石を磨いて

いろいろな種類の玉をつくる。

縄文ペンダントをつくる：滑石を磨いてペンダン

ト（垂飾）をつくる。
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▲わかる考古学－縄文生活体験ひろば－展

土製の玉をつくる：木質粘土を使って、土製玉を

つくる。

耳飾りに挑戦：粘土や滑石を用いて耳飾り、スタ

ンプ形の飾りをつくる。

土製耳飾り・耳栓をつくる：木質粘土を使って、

土製の耳飾りをつくる。
けつ けつ

�状耳飾をつくる：滑石を磨いて�状耳飾をつく
る。

土面・土偶をつくる：土面や土偶を展示室の実物

を手本に粘土でつくる体験。

ミニチュア土器をつくる：ミニチュア土器を粘土

でつくる体験

布を編む：復元された縄文時代の方法で布を編む

体験。

【体感教室】（展示廊下から体験コーナー、常設

展示室）

土器や石器等、縄文時代の各時期の遺物を揃え、

触れて観察する場をつくる。また、レプリカを使っ

て道具の使用法を体験する。

じょうもんタッチ：土器や石器に直接触れて観察

する。

縄文模様図鑑をつくる：本物の縄文土器から模様

を写しとる「拓本」に挑戦する。

火おこし：きりもみ式、ひもぎり式、弓ぎり式、

まいぎり式による火おこし体験。

砂絵で土器を描こう：砂絵でいろいろな種類の土

器を描きます。

石器を使う：ナイフで紙や皮を切り、たたき石で

木の実をすりつぶすなどの体験

［展示企画］ 藤井 浩

②「北海道遺跡百選３

千歳市キウス４遺跡と国指定史跡キウス周堤墓

群―縄文大工事・盛土と周堤墓―」展

会 期： 平成２２年１０月３０日（土）

～平成２３年３月６日（日）

展示のねらい：北海道の代表的な遺跡を取り上

げ、わかりやすく紹介することで、遺跡や埋蔵文

化財への関心を高めることを目的とする。

「北海道遺跡百選」は、「遺跡との出会い」を

テーマに北海道の代表的な遺跡を紹介するもの

で、今回は道内全域の遺跡（埋蔵文化財包蔵地）

を対象にしたアンケートで選出された遺跡から、

千歳市のキウス４遺跡と国指定史跡キウス周堤墓

群を取り上げた。

これまでの発掘調査の成果を紹介するととも

に、北海道の縄文文化を特徴づけた周堤墓及び盛

土出土の遺物群を主に展示する。

キウス４遺跡の調査は北海道横断自動車道の建

設に伴い、平成７～１０年度に行われた。その間、

縄文時代の周堤墓、盛土遺構、住居跡や土壙など

が確認され、縄文時代後期の大規模な遺跡の様相

が明らかになった。これらの遺構に伴う遺物の数

も膨大で土器や石器を含めて約６００万点を数える。

今回の展示では、発掘調査の様子、周堤墓や盛

土遺構から出土した膨大な遺物群を中心に展示

し、縄文時代の人びとが成した作業のスケールの

大きさを体感していただくとともに、赤彩土器や

土偶、スタンプ形土製品やヒスイの玉類などの装

飾品がもつ魅力にも触れていただきたい。

▲縄文大工事・盛土と周堤墓展
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展示場所：展示ホール、常設展示室、体験コーナー

［展示内容］

� キウス４遺跡と国指定史跡キウス周堤墓群

発掘調査の歩みと遺構、遺物出土の様子を写真

パネルで紹介する。

� 盛土遺構

北側、南側各盛土遺構から出土した遺物を展示

する。

� 周堤墓

調査された周堤墓から出土した遺物を展示する。

� キウス４に触れる

キウス４遺跡出土土器の拓本コーナーを用意した。

� キウス４をつくる

キウス４遺跡出土「スタンプ形土製品」の作成

体験ができる。

（常設展示室体験コーナーにて実施）

［展示企画］ 藤井 浩

③財団法人北海道埋蔵文化財センター平成２１年度

発掘調査成果展

会 期：平成２２年３月２７日（土）～６月６日（日）

展示のねらい：財団法人北海道埋蔵文化財セン

ターが平成２１年度に実施した発掘調査成果につい

て、出土した遺物や写真、パネルなどにより紹介

した。

展示場所：常設展示室

［展示内容］

【遺物とパネルで紹介】

千歳市キウス５遺跡：擦文土器、縄文時代中期玉。

福島町館崎遺跡：縄文時代前期円筒土器下層式、

縄文時代中期円筒土器上層式、�状耳飾、石鏃・
石槍などの石器。

木古内町蛇内２遺跡：縄文前期～後期の土器、垂

飾、三角柱形石製品、三角形石製品。

木古内町大平遺跡：縄文時代前期円筒土器下層

式、石冠、軽石製品。

木古内町大平４遺跡：頁岩剥片接合資料

富良野市学田三区２・３遺跡：縄文土器（中期、

後期）、石器類

▲発掘調査成果展 展示遺跡の位置

▲発掘調査成果展
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▲世界遺産をめざす北の縄文展

下川町サンル４線、北町Ｊ遺跡：石器接合資料

北見市北上４遺跡：旧石器時代石器。

鶴居村下幌呂１遺跡：四脚付浅鉢土器、小型注口

土器、石器類。

釧路町天寧１遺跡：ヒラメ、シカ、イヌなど魚骨

層出土の動物遺存体、縄文時代晩期～続縄文時代

土器。

根室市トーサムポロ湖竪穴群：縄文時代前期押型

文土器、石鏃・石槍等の石器類。

【パネル・写真で紹介】

苫小牧市美沢１６遺跡、北斗市館野６遺跡、北斗

市矢不来１１遺跡

［展示企画］ 財団法人北海道埋蔵文化財セン

ター調査部

④世界遺産をめざす北の縄文展

会 期：通年

（平成２２年４月１日～平成２５年３月３１日）

展示のねらい：北海道は北東北３県と連携して

「北の縄文文化回廊づくり」や遺跡群の世界文化

遺産登録へ向けての取り組みを行っている。北海

道立埋蔵文化財センターはこれに連携して、世界

遺産登録をめざす北海道・北東北３県の縄文遺跡

群についての展示を行い、広く道民や道外からの

観光客に情報発信する。これにより、北海道の歴

史的風土の理解を図るとともに、世界文化遺産登

録推進の取り組みへの理解を深めていただく。

展示場所：アプローチ南側

［展示内容］

【常 設】

・「開催にあたって」「津軽海峡と縄文文化」「北

日本文化圏」「世界遺産登録をめざして」など。

【展示遺跡】

北海道：北黄金貝塚、入江・高砂貝塚、鷲ノ木遺

跡、大船遺跡

青森県：三内丸山遺跡、小牧野遺跡、是川石器時

代遺跡、長七谷地貝塚、亀ヶ岡石器時代遺跡、田

小屋野貝塚、二ツ森貝塚、大平山元Ⅰ遺跡

岩手県：御所野遺跡

秋田県：大湯環状列石、伊勢堂岱遺跡など

＊展示遺跡・展示物品は随時更新する。また、各

道県の動向の紹介、イベントなどの案内を行う。

［展示企画］ 倉橋直孝
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� 資料の特別利用等
ａ 特別利用一覧

ｂ 模写品等使用承認一覧

番号 利 用 者 使用目的 利 用 資 料 名 備 考

１ 関宿城博物館客員研究員
松井 哲洋 資料調査 千歳市ユカンボシＣ１５遺跡出土板綴舟舷側板片２点、千歳市美々８

遺跡出土板綴舟舷側板片２点
重要文化財指定物件を含む
ので注意を要する

２ 明治大学文学部
飯田 茂雄・大塚 宣明 資料調査 千歳市アンカリトー７・９遺跡出土石器

３ 福井県立博物館
水村 信行 資料調査 千歳市柏台１遺跡出土顔料関連遺物

４ 東北大学
深澤 百合子 資料調査 千歳市ユカンボシＣ１５遺跡出土鉄製品、千歳市オサツ２遺跡出土鉄

製品、恵庭市西島松５遺跡出土鉄製品

５ �元興寺文化財研究所
伊藤 健司 資料調査 千歳市美々８遺跡出土木製品・繊維製品等 重要文化財指定物件を含む

ので注意を要する

６
東京大学大学院
人文社会系研究科修士課程
役重 みゆき

資料調査 千歳市柏台１遺跡出土遺物（細石刃石器群）

７ 明治大学文化財研究施設
金成 太郎 資料調査 赤井川産黒曜石製石器

８ 明治大学
杉原 重夫 資料調査 赤井川産黒曜石製石器

９ 北海道大学
高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

１０
八戸市教育委員会
是川縄文館準備室
小久保 拓也

資料調査 ママチ遺跡出土土面

１１ 小川 忠博 資料調査 長沼町１２区Ｂ遺跡出土異形環状土器、千歳市梅川４遺跡出土岩偶

１２ 北海道大学
高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

１３
酪農学園大学生命環境学科
生物多様性保全研究室
飯田 康貴

資料調査 千歳市美 ４々遺跡出土資料

14 北海道大学 荒山 千恵 資料調査 千歳市美々８遺跡出土木製品、千歳市ユカンボシＣ１５遺跡出土木製品

１５ 札幌大学名誉教授
原子 修 資料調査 千歳市美々４遺跡出土土偶、千歳市ママチ遺跡出土土製仮面

１６ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

１７ 明治大学博物館 島田 和高 資料調査 千歳市柏台１遺跡出土資料

１８ 北海道教育委員会文化・スポー
ツ課 中田 裕香 資料調査 千歳市ユカンボシＣ１５遺跡出土土器

１９ 明治大学大学院生
大塚 宣明 資料調査 千歳市柏台１遺跡出土資料

２０ 首都大学東京 出穂 雅実 資料調査 千歳市柏台１遺跡出土資料、千歳市アンカリトー７遺跡
出土資料

２１ 厚真町教育委員会
奈良 智法 資料調査 千歳市美々８遺跡出土青磁碗 重要文化財指定物件・注意

を要する

番号 申 請 者 使 用 目 的 利 用 資 料 名 ・ 点 数 備 考

１ 新ひだか町静内郷土館
館長 阿部 晃二

新ひだか町静内郷土館企画展「発掘され
たアイヌ文化」で使用のため

千歳市ユカンボシＣ１５遺跡調査風景写真等 写真
デジタルデータ 計２６点

２ 江別市教育委員会
教育長 月田 健二

江別市郷土資料館開館２０周年記念事業特
別展「甦る縄文文化～かえってきた土偶
たち」広報用ポスターに使用

千歳市ママチ遺跡出土土面写真 写真デジタル
データ 計１点

３ 株式会社メディアアトリエ
代表 板野 哲也

ＮＨＫハイビジョン特集「日本列島人の
起源に迫る」（仮題）に使用

千歳市柏台１遺跡出土細石刃 ビデオ撮影 計１
点

４ 株式会社メディアアトリエ
代表 板野 哲也

ＮＨＫハイビジョン特集「日本列島人の
起源に迫る」（仮題）に使用

千歳市柏台１遺跡遠景ほか 写真デジタルデータ
計３点

５ 大阪府弥生文化博物館
館長 金関 恕

平成２２年度夏季特別展『ＭＡＳＫ―仮面
の考古学―』展示解説図録に使用

千歳市ママチ遺跡出土土面写真ほか 写真複写版
計２点

６ 株式会社メディアアトリエ
代表 板野 哲也

ＮＨＫハイビジョン特集「日本列島人の
起源に迫る」（仮題）に使用

千歳市柏台１遺跡出土細石刃核写真 写真デジタ
ルデータ 計３点

７ 江別市教育委員会
教育長 月田 健二

江別市郷土資料館開館２０周年記念事業特
別展「甦る縄文文化～かえってきた土偶
たち」展示パネルに使用

千歳市美々４遺跡出土土偶出土状況写真、千歳市美々
４遺跡出土動物型土製品出土状況写真、千歳市ママ
チ遺跡出土土面写真 写真デジタルデータ 計３点

８ 物流博物館
館長 濱中 昭一郎

全日本トラック協会広報誌『広報とらっ
く』２０１０年６月１日号に使用

遠軽町白滝遺跡群航空写真 写真デジタルデータ
１点

９ 伊達市噴火湾文化研究所
所長 大島 直行 朝日新聞「北の文化」欄に掲載 「史跡キウス周提墓群」 写真デジタルデータ

１点

１０ 株式会社クレオ・ムイナス
代表取締役 今村 樹憲

室蘭開発建設部出前講座資料『わたしたちの
川・鵡川』『わたしたちの川・沙流川』に使用

ポロモイチャシ跡写真、絵唐津大皿と内耳鉄鍋写
真、漁獲具写真 写真デジタルデータ 計３点

１１ 高木 章子 県立博物館１０周年記念友の会主催マイコ
レクション展に使用

千歳市ママチ遺跡出土土面写真、美々４遺跡出土
土偶写真、新道４遺跡出土土偶写真 写真デジタ
ルデータ 計３点

１２ 江別市教育委員会
教育長 月田 健二

江別市郷土資料館開館２０周年記念事業特
別展「甦る縄文文化～かえってきた土偶
たち」リーフレットに使用

千歳市美々４遺跡出土土偶写真、江別市対雁遺跡
出土熊形土製品写真、函館市著保内野遺跡出土土
偶（複製品）写真 写真撮影 計３点
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ｃ 資料貸出承認一覧

番号 申 請 者 使 用 目 的 利 用 資 料 名 ・ 点 数 備 考

１３ 標津町ポー川史跡自然公園
園長 椙田 光明

「ポー川史跡自然公園とヒグマ」展示パ
ネルに使用

根室市穂香竪穴群出土クマ意匠縄文土器写真 芦別市滝里
安井遺跡クマ石製品写真 写真デジタルデータ 計２点

１４ 北海道開拓記念館
館長 堀 達也

第６６回特別展「どんぐりコロコロ・どん
ぐりからつながる多くの命」に使用

キウス４遺跡ＳＰ�４１３６ドングリ出土状況状況写
真２点 写真デジタルデータ 計２点

１５
㈱小学館出版局歴史・美術
チーフプロデューサー
蔵 敏則

『Jr 日本の歴史』第１巻「国のなりた
ち」に使用

遠軽町上白滝２遺跡出土黒曜石接合資料写真ほか
写真デジタルデータ 計２点

１６ 御所野縄文博物館
館長 高田 和徳

平成２２年度企画展『描かれた縄文人―羽付
き縄文人とその仲間たち』図録などに使用

木古内町新道４遺跡出土足形付土製品写真ほか
写真デジタルデータ 計４点

１７
株式会社 パルスクリエイテ
ィブハウス
代表取締役 野中 嘉員

『考古学絵事典（仮）』ＰＨＰ研究所発
行予定に使用

今金町美利河１遺跡出土頁岩接合資料写真 写真
転載 計１点

１８ （㈱）新泉社
代表取締役 石垣 雅設

大谷敏三『キウス周堤墓群』シリーズ
遺跡を学ぶ№７４に使用のため

千歳市美々４遺跡出土動物形土製品写真ほか 写
真デジタルデータ 計４点

１９ 遠軽町教育委員会
教育長 河原 英男 白滝遺跡群出土品管理のため 遠軽町白滝遺跡群出土ナイフ形石器写真ほか 写

真複写 計６１点

２０ ㈱新泉社
代表取締役 石垣 雅設

大谷敏三『キウス周堤墓群』シリーズ
遺跡を学ぶ№７４に使用

小樽市忍路土場遺跡出土黒漆塗櫛写真ほか 写真
デジタルデータ 計５点

２１ ㈱新泉社
代表取締役 石垣 雅設

大谷敏三『キウス周堤墓群』シリーズ
遺跡を学ぶ№７４に使用

『美々・美沢』所収写真 写真デジタルデータ
計１２点

２２ 遠軽町教育委員会
教育長 河原 英男

遠軽町埋蔵文化財センター常設展示に使
用のため

遠軽町白滝遺跡群報告書口絵写真ほか 写真デジ
タルデータ 計９点

２３ 遠軽町教育委員会
教育長 河原 英男

遠軽町埋蔵文化財センター常設展示に使
用のため

千歳市柏台１遺跡報告書口絵写真ほか 写真デジ
タルデータ 計３点

２４ 高橋 稔 『根室市勢要覧』に使用 根室市穂香竪穴群出土クマ意匠縄文土器写真ほか
写真デジタルデータ 計１１点

２５ 函館市教育委員会
教育長 多賀谷 智

縄文文化交流センター展示ケース内引き
出し解説パネルに使用

千歳市キウス４遺跡出土垂飾・玉類写真ほか 写
真デジタルデータ 計２点

２６ 平取町教育委員会
教育長 斉藤 憲章 『沙流川歴史館年報』第１２号に使用 千歳市祝梅川上田遺跡チセ完掘写真ほか 写真デ

ジタルデータ 計６０点

２７ 日本旧石器学会広報委員会
広報委員長 堤 隆 日本旧石器学会Webサイトに使用 遠軽町白滝遺跡群写真ほか 写真デジタルデータ

計２点

２８ 遠軽町長 佐々木 修一 経済産業省ホームページ日本ジオパーク
紹介に使用

遠軽町白滝遺跡群写真ほか 写真デジタルデータ
計３点

２９ 西脇 対名夫 北海道考古学会研究大会における発表に
使用

北斗市矢不来７遺跡石器採集地点風景写真など
写真デジタルデータ 計７点

３０ 北海道開拓記念館
館長 堀 達也

「北の土偶―縄文の祈りと心」展の図録、
ポスター、広報に使用

千歳市美々４遺跡出土土偶写真など 写真デジタ
ルデータ 計６点 事業延期

３１ 八戸市教育委員会
教育長 松山 隆豊 是川縄文館常設展示に使用のため 忍路土場遺跡出土カゴ写真ほか 写真デジタル

データ 計３０点

３２ 千歳市埋蔵文化財センター
文化財調査係長 高橋 理

３・４年社会科副読本『わたしたちの千
歳』（１３訂版）に使用

千歳市キウス周堤墓群１号周堤墓写真 写真デジ
タルデータ １点

３３ 青森市総務部総務課
市史編さん室長 工藤 朝彦 『新青森市史』通史第１巻に掲載のため 北斗市茂別遺跡動物意匠土器集合写真 写真デジ

タルデータ １点

番号 申 請 者 使 用 目 的 貸 出 資 料 名 ・ 点 数 備 考

１ 新ひだか町静内郷土館
館長 阿部 晃二

シャクシャイン没後３４０年記念特別展Ⅱ
「発掘されたアイヌ文化」で展示のため

千歳市ユカンボシＣ１５遺跡出土資料７９点、千歳市
オサツ２遺跡出土資料３点、千歳市美々８遺跡出
土資料（複製）１点

２ 森町教育委員会
教育長 磯邊 吉隆

企画展「世界遺産をめざして」において、
展示するため 写真・解説パネル９枚

３ 江別市教育委員会
教育長 月田 健二

江別市郷土資料館開館２０周年記念事業特
別展「甦る縄文文化～かえってきた土偶
たち」にて展示のため

函館市著保内遺跡出土中空土器複製１点、千歳市
美々４遺跡出土土偶１点、江別市対雁２遺跡出土
クマ形土製品１点、計３点

４ 北海道開拓記念館
館長 堀 達也

北海道開拓記念館第６６回特別展「どんぐ
りコロコロ－どんぐりからつながる多く
の命－」にて展示のため

キウス４遺跡ＳＰ４１３６剥ぎ取り標本１点、キウス
４遺跡ＳＰ４１３３柱穴出土のどんぐり１点、計２点

５ 北海道渡島総合振興局
局長 寺山 朗 「北の縄文パネル展」にて展示のため 解説パネル「東アジアの先史文化」ほか１７点（Ｂ

１サイズ横）

６ 富良野市生涯学習センター
所長 杉浦 重信

富良野市博物館特別展「森の神シマフク
ロウ」にて展示のため

千歳市美々４遺跡出土フクロウ意匠のついた土器
１点

７ 福井県立歴史博物館
館長 仁科 章

平成２２年度特別展「赤の歴史」において
展示のため

千歳市柏台１遺跡出土顔料関係遺物５点、同 台
石５点、同 叩石１点、計１１点

８ 福島町教育委員会
教育長 丁子谷 雅男

館崎遺跡発掘調査報告講演会会場での特
別展示

写真パネル（北の縄文展）１７枚
（渡島総合振興局で開催の「北の縄文パネル展」
で使用分）

９ 明治大学博物館
館長 杉原 重夫

蛍光Ｘ線分析装置による黒曜石製石器の
原産地解明

千歳市美々２遺跡出土黒曜石製石器３５件（５４９点）、
千歳市美々４遺跡出土黒曜石製石器２７件（３５４点）、
計６２件（９０３点）

１０ 北の縄文文化を発信する会
代表 石森 秀三

北の縄文文化を発信する会講演会にて展
示のため

美々４遺跡出土土器ほか土器５点、出前講座セッ
ト土器一式、出前講座セット石器一式

１１ 明治大学博物館
館長 杉原 重夫

蛍光Ｘ線分析装置による黒曜石製石器の
原産地解明

千歳市キウス４遺跡出土黒曜石製石器８７７点、千
歳市キウス９遺跡出土黒曜石製石器２１１点、千歳
市チプニー１遺跡出土黒曜石製石器３６点、千歳市
チプニー２遺跡出土黒曜石製石器１７９点、計１３０３点

１２ 北海道開拓記念館
館長 堀 達也

北海道開拓記念館「北の土偶―縄文の祈
りと心」の展示資料としての利用

千歳市美々４遺跡出土土偶１点、木古内町新道４
遺跡出土土偶１点、重要文化財千歳市ママチ遺跡
出土土面１点、計３点

事業延期

２６



▲竪穴住居模型づくり

� 考古学教室
ａ 考古学入門講座―考古学情報探索（中級編）―

［日 時］平成２２年５月１５日（土）

１３：３０～１５：３０

［講 師］財団法人北海道埋蔵文化財センター

普及活用課主査 倉橋直孝

［参加者］３０名（うち道民カレッジ講座参加者１３名）

［内 容］入館者の方から受ける質問事項に①遺

跡があるのをどのように知るか、②考古学の用語

について調べたい、③遺跡の報告書を探したい、

がある。今回は文献やインターネットを利用して、

これらの調べ方について解説した。昨年度の続編

である。中学生～成人を対象とした。

ｂ ガラス玉づくり

［日 時］平成２２年６月１９日（土）

１３：３０～１５：３０

［講 師］装飾タイル制作家 宮�幸子
［参加者］１５名（うち道民カレッジ講座参加者５名）

［内 容］北海道の遺跡からは様々なガラス玉が

出土する。ガラス玉がどのように作られていったの

か、色の取り合わせがどのようになされるのかな

どを解明するためには、製作技法を理解すること

が重要である。ガラス玉の歴史を学ぶとともに、ガ

スバーナーと市販のガラス棒を使った方法で、実

際に丸い玉を作って、整形の難しさ、大きな玉を作

ることの難しさなどを体験した。成人を対象とした。

今年度のガラス玉作りは一般を対象にしたもの

と親子を対象にしたものに分けて、ほぼ同内容で

行った。いずれの講座においても、展示室及びバ

ックヤードツアーを行った。

ｃ 竪穴住居模型づくり

［日 時］平成２２年８月２１日（土）

１３：３０～１５：３０

［講 師］財団法人北海道埋蔵文化財センター

普及活用課主査 藤井 浩

［参加者］６名（うち道民カレッジ講座参加者２名）

［内 容］スライドを用いて竪穴住居の仕組みや

変遷、調査の方法などを学び、その理解の補助手

段として模型づくりを行った。今回は実験的に屋

根葺きの作業を加えた。成人を対象とした。

ｄ 石器づくり

［日 時］平成２２年１１月２７日（土）

１３：３０～１５：３０

［講 師］財団法人北海道埋蔵文化財センター

第１調査部第４調査課主任 直江康雄

［参加者］１３名（うち道民カレッジ講座参加者４名）

［内 容］石器がどのようにつくられ、どのよう

に使われてきたのかを実物を通して紹介し、実際

に黒曜石を素材にした石器づくりを行った。手持

▲ガラス玉づくり ▲石器づくり

２７



▲拓本講座

▲親子ガラス玉づくり

▲夏休み親子考古学教室

ちナイフを例として石器づくりの基本原理や刃部

の作り方などの石器づくりの概要を説明した後、

ナイフを作る実習と、両面調整による刃部の作出

の実習を行った。

ｅ 拓本講座

［日 時］平成２３年３月１２日（土）

１３：３０～１５：３０

［講 師］財団法人北海道埋蔵文化財センター

普及活用課主査 藤井 浩

［参加者］９名（うち道民カレッジ講座参加者４名）

［内 容］墨と画仙紙を使って土器の文様を写し

とる「拓本」の講座。乾拓と湿拓の違いを体験し

た後、拓本実習を行った。土器の破片から全体像

を想像できること、時期によって様々な形や模様

があることを知っていただくために復元土器の時

代並べのクイズを行った後、縄文時代早期から擦

文時代まで各時期の土器片の拓本に挑戦した。完

成した拓本はオリジナルアルバムに整理・保管で

きるようにした。

� こども考古学教室
ａ 親子ガラス玉づくり

［日 時］平成２２年６月２６日（土）

１３：３０～１５：３０

［講 師］装飾タイル制作家 宮�幸子
［参加者］２０名（７家族）

［内 容］昨年度までは一般向けのガラス玉づく

りを２回行っていたが、今年度はそのうちの１回

を親子対象にして行った。内容は一般向けのガラ

ス玉づくりとほぼ同内容である。展示室及びバッ

クヤードツアーを行った。

ｂ 夏休み親子考古学教室 第１回・第２回

［日 時］第１回 平成２２年７月２４日（土）

第２回 平成２２年７月３１日（土）

いずれも１３：３０から２時間程度

［参加者］第１回 ３９名（うち中学生以下２０名）

第２回 ４６名（うち中学生以下２５名）

［内 容］火おこし体験と勾玉づくりを中心にし

た、小中学生の親子向けの考古学入門講座。展示

収蔵庫見学・バックヤードツアー・展示室探検オ

リエンテーリング・勾玉づくり・火おこし体験な

どを行った。

［企 画］藤井 浩

ｃ 写生会「ビビちゃんと描く縄文の世界」

［期 日］平成２２年７月２４日（土）～８月２９日（日）

［目 的］埋蔵文化財センターにある遺物や展示

物などを写生することで、埋蔵文化財と深く触れ

あう機会を提供し、埋蔵文化財保護への理解を深

めてもらう。

２８



▲冬休み親子考古学教室

［参加者］２０名（２２作品）

［内 容］絵の道具（水彩絵の具・クレヨン・鉛

筆など）を持参してもらい、当方で用意した画用

紙に埋蔵文化財センターにある土器・石器等の遺

物、展示物を題材に写生会を実施した。作品は当

センターにて展示させていただいた。

［企 画］藤井 浩

ｄ 冬休み縄文生活体験ひろば

［期 日］平成２３年１月４日（火）～２月１３日（日）

［目 的］体験学習を中心にした考古学入門講座

を通して、埋蔵文化財への関心を高める。

［内 容］勾玉づくりやアクセサリーづくりな

ど、主に縄文時代の道具づくりを通して、当時の

生活を体感する。実際には「カタログ」「レシピ

（つくりかた手順）」を参考に、自分で選んだ素

材や道具を用いて道具をつくる。主に以下の製作

体験を準備した。「勾玉・丸玉・管玉・臼玉・小

玉をつくる」、「耳飾りに挑戦」、「土面や土偶をつ

くる」、「ミニチュア縄文土器づくりに挑戦」、「縄

文時代の布編みに挑戦」「拓本体験」「火おこしに

挑戦しよう」、「小さな小さな発掘体験」。

［企 画］藤井 浩

ｅ 冬休み親子写真撮影会

［期 日］平成２３年１月４日（土）～２月１３日（日）

［目 的］親子で埋蔵文化財センターにある遺物

や展示物などを写真に撮影することで、埋蔵文化

財と深く触れあう機会を提供し、埋蔵文化財保護

への理解を深めてもらうことを目的とした。作品

は当センターにて展示させていただいた。

［参加者］１３名（２０作品）

［企 画］藤井 浩

ｆ 冬休み親子考古学教室 第１回・第２回

［期 日］第１回 平成２３年１月８日（土）

第２回 平成２３年１月１５日（土）

［参加者］第１回 １１名（うち中学生以下６名）

第２回 ３３名（うち中学生以下１８名）

［内 容］火おこし体験と勾玉づくりを中心にし

た、小中学生の親子向けの考古学入門講座。展示

収蔵庫見学・バックヤードツアー・展示室探検オ

リエンテーリング・勾玉づくり・火おこし体験な

どを行った。

［企 画］藤井 浩

� 市町村出前講座
ａ 事業目的

完全学校週５日制に対応し、土曜日や日曜日の

休日に、市町村教育委員会との連携の下で、子供

たちにとってわかりやすく地域の歴史や文化を説

明するとともに、それらを大切にする心を養い、

体験学習を通じて豊かな人間性や多様な個性を育む。

これまで、道立センター内で行ってきた考古学

教室を、全道の市町村に出向いて地元教育委員会

と連携を図って実施することにより、市町村独自

事業実施の契機となるよう努める。

ｂ 事業内容

①地域の遺跡を学ぶ―実物にふれてみよう―

地元市町村出土の遺物や北海道立埋蔵文化財セ

ンター保管の土器・石器類に実際に触れてもらい

ながら、地元市町村の埋蔵文化財についての説明

を行う。あわせて、埋蔵文化財紹介のビデオ『遺

跡ってなーに』を鑑賞する。

②体験学習―勾玉つくり―

子供たちの歴史・文化に対する関心をより高め

るために、縄文時代等にアクセサリーとして使用

されていた「勾玉」を、滑石を材料に紙ヤスリな

どで実際に製作する。また、時間の許す限り、石

器（黒曜石破片）での紙切り、火おこしなどの体

験学習を行う。
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ｃ 実施市町村一覧

考古学教室出前講座（事業分）

考古学教室出前講座（依頼分）

市 町 村 実 施 場 所 実 施 日 参加人数 担 当 備 考

１ 福島町 福島町福祉センター 平成２２年８月６日（金） ３８名 倉橋 学童保育

２ 上ノ国町
上ノ国町総合福祉センター
（ジョイ・じょぐら）

平成２２年８月７日（土） ２０名 倉橋 児童・親子・一般

３ 本別町 本別町中央公民館 平成２２年８月７日（土） １４名 藤井 夏休みわくわく講座

４ 知内町 知内町郷土資料館 平成２２年８月８日（日） １８名 倉橋
知内町ミュージアム・パル
「楽しい考古学教室」

５ 根室市 根室市立北斗小学校 平成２２年１１月１９日（金） ７３名 藤井 学校授業（社会科）

６ 厚岸町 厚岸町立真龍小学校 平成２２年１１月２０日（土） ９名 藤井 考古学教室「まがたまづくり」

７ 標津町 標津町ポー川史跡自然公園旧小学校校舎 平成２２年１１月２１日（日） ４０名 藤井 考古学教室「まがたまづくり」

市 町 村 実 施 場 所 実 施 日 参加人数 担 当 備 考

１ 小樽市 小樽市立桂岡小学校 平成２２年５月１８日（火） ２７名 倉橋 ６年生授業

２ 江別市 江別市立対雁小学校 平成２２年７月８日（木） ７６名 鎌田・藤井 ３年２組学級レクリエーション

３ 北広島市 北広島市中央公民館 平成２２年７月１１日（日） １２０名 藤井 第１２回ワクワク公民館子どもまつり

４ 当別町 当別町立当別小学校 平成２２年１０月１６日（土） ２２名 藤井
当別町地域子ども教室わくわ
くキッズこども考古学講座

５ 江別市 江別市立対雁小学校 平成２２年１１月１２日（金） ７９名 藤井 ３年３組授業内親子レクリエーション

６ 北広島市 北広島市広葉中学校 平成２３年３月２日（水） ８名 藤井 授業「縄文文化に触れる」

▲福島町での出前講座 ▲上ノ国町での出前講座

▲根室市での出前講座 ▲標津町での出前講座
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� 講演会・報告会
ａ 財団法人北海道埋蔵文化財センター

平成２１年度発掘調査報告会

［日 時］平成２２年４月１０日（土）１３：３０～１６：３０

［会 場］２階研修室

［内 容］平成２１年度に財団法人北海道埋蔵文化

財センターが調査を行った遺跡のうち、次の①か

ら⑨の遺跡について、スライドを使用して発掘成

果の報告を行った。

また、３月２７日（土）から開催している特別展

示「�北海道埋蔵文化財センター平成２１年度発掘
調査成果展」の会場である展示室では、報告者に

よる展示解説を行った。

①千歳市キウス５遺跡 広田 良成

②木古内町大平・大平４遺跡 山中 文雄

③木古内町蛇内２遺跡 酒井 秀治

④北斗市館野６・矢不来１１遺跡 大泰司 統

⑤富良野市学田三区２・３遺跡、北見市北上４遺跡

熊谷 仁志

⑥下川町サンル４線・北町Ｊ遺跡 笠原 興

⑦鶴居村下幌呂１遺跡 阿部 明義

⑧釧路市天寧１遺跡 鈴木 宏行

⑨根室市トーサムポロ湖周辺竪穴群 愛場 和人

［参加者］９３名（うち道民カレッジ講座参加者２６名）

［企 画］�北海道埋蔵文化財センター調査部

ｂ 秋季講演会

「ぼくとわたしの考古学―麦わら帽子の記憶―」

［日 時］平成２２年１０月２日（土）１３：３０～１５：３０

［会 場］２階研修室

［講 師］兵庫県三田市まちづくり部生涯学習課

三田市立つつじが丘小学校学校博物館館長

菅本啓子 氏

［内 容］兵庫県三田市は「おかあさんの考古学」

の刊行など、独自の埋蔵文化財普及活動で知られ

ている。現在行われている「箱地図プロジェクト」

「学校博物館」や「ぼくとわたしの考古学」刊行など

の新たな取り組みについて紹介していただいた。

［参加者］６２名（うち道民カレッジ９名）

［企 画］藤井 浩

ｃ 冬季講演会

「北海道埋蔵文化財行政の黎明期―苫小牧市―」

［日 時］平成２３年２月５日（土）１３：３０～１５：３０

［会 場］２階研修室

［講 師］元苫小牧市埋蔵文化財調査センター

所長 佐藤一夫 氏

［内 容］北海道の埋蔵文化財の緊急調査を支え

た方々に、それぞれの担当した市町村での仕事を

ふりかえっていただくもの。今回は苫小牧市の緊

急発掘について解説していただいた。

［参加者］５０名（うち道民カレッジ８名）

［企 画］倉橋直孝

▲秋季講演会ポスター ▲冬季講演会ポスター
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� 教育連携講座
小・中学校、大学及び社会教育団体等を対象と

する体験型教育連携講座を１１回実施した。内訳は

小学校２回、中学校１回、大学４回、教育局１回、

教育委員会３回である。収蔵庫・展示収蔵庫や展

示室見学の後、勾玉づくり、土器の拓本制作、火

おこし体験、ミニチュア土偶作り、砂絵体験、遺

物分布地図作成など多岐にわたる体験講座を、２

階研修室で実施した。実施日、事業名、内容、担

当、参加人数については、下の「教育連携講座実

施一覧」に記載した。表中の内容の欄には主な体

験項目を記した。

� 共催・協力など
ａ 財団法人北海道生涯学習協会

「ほっかいどう学」かでる移動講座

移動講座全１０回のうち８回目と１０回目を、財団

法人北海道生涯学習協会との共催で実施した。

①「縄文文化に触れる １ ―土器に学ぶ― 」

日 時：平成２２年８月１８日（水）１３：３０～１５：３０

会 場：２階研修室

内 容：世界遺産登録をめざす北海道の縄文文化

について、土器の拓本制作をとおして学んだ。

講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

参加者：３９名

②「縄文文化に触れる ２ ―勾玉に学ぶ―」

日 時：平成２２年９月８日（水）１３：３０～１５：３０

会 場：２階研修室

内 容：世界遺産登録をめざす北海道の縄文文化

について、勾玉づくりをとおして学んだ。

講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

参加者：２８名

ｂ 北海道文化財保護協会

「子どもの文化財愛護推進事業」

北海道文化財保護協会の「子どもの文化財愛護

推進事業」に協力し、９月１８日（土）に長万部町、

１０月２３日（土）に蘭越町、１月２９日（土）に木古

内町で地元の遺跡・遺物の紹介と勾玉づくりを中

心とした出前講座を実施した。

①第２回長万部町わくわく体験塾

「勾玉づくりに挑戦」

日 時：平成２２年９月１８日（土）１３：００～１６：００

会 場：長万部町福祉センター

対 象：小学３～６年生

内 容：北海道文化財保護協会理事の矢吹俊男氏

の講演「文化財を大切にしよう！～北海道の自然

や歴史から学びましょう～」の後、北海道教育委

員会のホームページ「北の遺跡案内」を使って長

万部町内の遺跡を紹介し、勾玉づくりを通して縄

文文化について学んだ。その後、町民センターに

教育連携講座実施一覧

番号 実 施 日 事 業 名 内 容 担 当 参加人数

１ 平成２２年５月２８日（金） 石狩教育局初任者研修校外研修 勾玉 倉橋 ２８名

２

平成２２年６月２日（水） 札幌市立小野幌小学校６年２組体験学習 拓本・火おこし 藤井 ４２名

平成２２年６月３日（木） 札幌市立小野幌小学校６年１組体験学習 拓本・火おこし 藤井 ４２名

平成２２年６月４日（金） 札幌市立小野幌小学校６年３組体験学習 拓本・火おこし 藤井 ４２名

３ 平成２２年６月２６日（土） 長沼町教育委員会子どもチャレンジ教室体験学習 勾玉・拓本・火おこし 藤井 ２４名

４ 平成２２年７月６日（火） 江別市立上江別小学校体験学習 拓本・ミニチュア土偶 藤井 ７４名

５ 平成２２年７月１１日（日） 北翔大学短期大学部こども学科２年「社会科指導法」 勾玉 倉橋 ２４名

６ 平成２２年９月２日（木） 江別市聚楽学園「江別学」講座体験学習 勾玉 藤井 ４２名

７ 平成２２年１０月１４日（木） 江別市立江陽中学校体験学習 拓本 藤井 ３１名

８ 平成２２年１１月３日（水） 札幌大学スペシャルウィーク 勾玉 倉橋 ３６名

９ 平成２２年１１月６日（土） 江別市郷土資料館子ども学芸員カレッジ講座 砂絵 倉橋 ２０名

１０ 平成２２年１２月５日（日）
北翔大学生涯学習システム学部学習コーチング学科専門科目

「社会科指導法Ⅰ」
地図作成 倉橋 ４３名

１１ 平成２２年１２月１２日（日）
北翔大学生涯学習システム学部学習コーチング学科専門科目

「社会科指導法Ⅰ」
地図作成 倉橋 ２２名
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展示中の町内遺跡出土遺物を手にとって観察し、

埋蔵文化財に対する関心を高めた。

講 師：第１調査部普及活用課主査 倉橋直孝

参加者：３４名

②蘭越町土曜っ子チャレンジクラブ

日 時：平成２２年１０月２３日（土）９：００～１２：００

会 場：蘭越町町民センター

内 容：北海道文化財保護協会理事の矢吹俊男氏

が蘭越町の動・植物など、子どもたちにとって身

近な話から、過去から現在、埋蔵文化財への興味・

関心がひろがる話をした。その後、遺跡から実際

に出土した勾玉や管玉などの玉類の観察と説明を

行い、勾玉づくりを通して縄文文化について学ん

だ。

講 師：第１調査部普及活用課主査 倉橋直孝

参加者：６５名

③木古内町 無名塾「ウィンター・キャンプ」

日 時：平成２３年１月２９日（土）

会 場：木古内町中央公民館

対 象：小学４～６年生

内 容：北海道教育委員会のホームページ「北の

遺跡案内」による木古内町や道内の遺跡の調べ方

を紹介し、会場周辺の遺跡を示して埋蔵文化財へ

の興味・関心をもっていただけるよう話をした。

その後、勾玉づくりをとおして縄文文化について

学んだ。

講 師：第１調査部普及活用課主査 倉橋直孝

参加者：２２名

ｃ 講師派遣

①まちを好きになる市民大学

―「まるごときたひろ博物館員」養成課程―

専門科目 歴史遺産特講１

依頼元：北広島市教育委員会

日 時：平成２２年９月４日（土）１０：３０～１３：００

会 場：北広島市東記念館及び現地

対 象：市民大学受講生１期生

内 容：埋蔵文化財・遺跡についての概要を説明

した後、北広島市内の遺跡について、地形との関

連から説明した。バスにより市内に所在する遺跡

の巡検を行い、中の沢チャシ跡、旧島松駅逓所、

恵庭市島松チャシ跡、島松川左岸チャシ跡などを

訪れて現地で解説した。

講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

参加者：２５名

②まちを好きになる市民大学

―「まるごときたひろ博物館員」養成課程―

専門科目 歴史遺産特講２

依頼元：北広島市教育委員会

日 時：平成２２年９月１１日（土）１０：３０～１３：００

会 場：北広島市中央公民館

対 象：市民大学受講生１期生

内 容：９月４日に行った『まちを好きになる市

民大学―「まるごときたひろ博物館員」養成課程

―専門科目 歴史遺産特講１』での巡検のまとめ

の後、埋蔵文化財や遺跡についての概要を説明し

た。また、土器や石器についての概要説明を行い、

市内遺跡出土の遺物を観察して遺物に対する理解

を深めていただいた。その後、市内遺跡出土の土

器を見本にして、木質粘土を用いてミニチュア土

器の製作体験を行った。

講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

参加者：２３名

③まちを好きになる市民大学

―「まるごときたひろ博物館員」養成課程―

必修科目 エコミュージアム資料論

考古学資料論

依頼元：北広島市教育委員会

日 時：平成２２年１１月６日（土）１０：３０～１５：００

会 場：北広島市中央公民館、東記念館収蔵庫、

中の沢チャシ跡

対 象：市民大学受講生２期生

内 容：考古学及び遺跡発掘調査についての概要

説明の後、北広島市内の遺跡についての概要を説

明した。その後、東記念館収蔵庫で北の里１３遺跡

出土資料を実見し、中の沢チャシ跡を見学した。

講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

参加者：１８名
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④平成２２年度いきいき大学開校式（第５回学習

会）ならびに学校支援ボランティア養成研修会

依頼元：長万部町教育委員会

日 時：平成２２年１１月１７日（水）

会 場：長万部町学習文化センター

対 象：６０歳以上の町民及び、学校支援ボランテ

ィアに関心のある者

演 題：主題；「長万部の魅力再発見」

副題；「文化遺産を引き継ごう」

講 師：副所長 畑 宏明

⑤第４回北海道大学埋蔵文化財調査室調査成果報

告会

依頼元：北海道大学埋蔵文化財調査室

日 時：平成２３年２月１３日（日）１３：００～１５：３０

会 場：北海道大学学術交流会館

対 象：一般市民

内 容：札幌市Ｋ３９遺跡、Ｋ４３５で発掘された遺

構・遺物の保存処理方法

講 師：第１調査部第１調査課長 田口 尚

� 周辺施設との連携
江別市から札幌市北東部に所在する各文化施設

と、以下のａ～ｄの連携を行っている。各連携参

加状況および参加施設については、下の「周辺施

設との連携参加一覧」の通りである。

ａ 文京台地区道立教育３施設連携

江別市文京台地区に設置されている北海道立図

書館、北海道立教育研究所及び北海道立埋蔵文化

財センターの３施設が、今後さらに地域に根ざし、

開かれた「施設」を目指していくため、各施設の

持つ機能の連携に努めるとともに、職員の親睦交

流を通して相互理解と連帯意識を図ることを目的

として平成１５年から連携事業を行っている。

今年度も、「道立図書館、道立教育研究所及び

埋蔵文化財センター（文京台地区道立教育施設）

が連携して実施する地域開放事業のご案内につい

て」と題した、７月以降に実施する事業を紹介す

る３施設連携の事業リーフレットを合同で作成し

た。このリーフレットは７月７日（水）に、文京

台第１自治会（約２８０戸）、文京台第２自治会（約

９００戸）、文京台東町（約４９０戸）の計約１６７０戸に

１４１部回覧した。

ｂ あつまれ！森林公園クイズラリー２０１０

日 時：平成２２年５月１日（土）～５月５日（水）

場 所：北海道開拓記念館・北海道開拓の村・自

然ふれあい交流館・北海道立図書館・北海道立埋

蔵文化財センター

内 容：今年度は、各施設で１問ずつ出題される

クイズに答えてチェックスタンプをもらい、５施

設中の３施設を回ると記念品が貰え、５施設全て

周辺施設との連携参加一覧

名 称
集まれ！
森林公園

クイズラリー２０１０

文京台地区
道立教育３施設

野幌総合運動公園
運営連絡協議会

かるちゃるｎｅｔ
（文化施設連絡協

議会）
江別市郷土資料館 ○
江別市スポーツ振興財団 ○
野幌自治会 ○
北海道情報大学 ○
野幌中学校 ○
江別市セラミックアートセンター ○ ○
野幌総合運動公園事務所 ○
酪農学園大学 ○
北海道立図書館 ○ ○ ○
北海道立教育研究所 ○ ○
札幌学院大学 ○
北翔大学 ○
北海道立埋蔵文化財センター ○ ○ ○ ○
自然ふれあい交流館 ○ ○
道立自然公園野幌森林公園 ○
北海道開拓記念館 ○ ○
北海道開拓の村 ○ ○ ○
サンピアザ水族館 ○
札幌市青少年科学館 ○
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回ると完走グッズが貰えるというルールで実施し

た。全体の参加者は９６０名、センター来館者は７４５

名だった。

ｃ 野幌総合運動公園運営連絡協議会

①第４回野幌総合運動公園運営連絡協議会

日 時：平成２２年７月２１日（水）１４：００～１５：３０

会 場：江別市セラミックアートセンター会議室

内 容：財団法人江別市スポーツ振興財団、北海

道情報大学、野幌中学校、江別市セラミックアー

トセンター、野幌総合運動公園事務所、北翔大学、

北海道立埋蔵文化財センターが出席し、情報交換

を行った。その後、終戦６５年企画「代用品が生み

出された時」を観覧した。

②第５回野幌総合運動公園運営連絡協議会

日 時：平成２３年２月１７日（木）１４：００～１５：３０

会 場：道立野幌総合運動公園事務所 研修室Ａ

内 容：財団法人江別市スポーツ振興財団、北海

道情報大学、江別市セラミックアートセンター，

野幌総合運動公園事務所、酪農学園大学、札幌学

院大学、北翔大学、北海道立埋蔵文化財センター、

北海道開拓の村が出席し、情報交換と連携事業に

ついての意見交換を行った。

ｄ かるちゃるnet（文化施設連絡協議会）

新札幌から江別市南西には社会教育的文化施設

が集中し、地域に暮らす人たちにとって恵まれた

環境にある。各文化施設は地域文化の向上や知的

財産の継承など重要な役目を担っているが、財政

の悪化により運営・事業の見直しを迫られ、取り

巻く情勢は厳しさを増している。このような状況

を踏まえ、各施設が協力・連携を強化し、意見交

換・連携事業・広報事業などの実施を協議する場

として結成された。

平成２１年に北海道がイオン北海道㈱との包括的

連携協定を締結する際に北海道開拓記念館が企業

側に提案した「道の教育・文化施設の広報活動へ

の協力・協働事業」を基礎とする。

①かるちゃるnet紹介展

日 時：

第１回目；平成２２年４月１４日（水）～４月２０日（火）

第２回目；平成２２年７月２８日（水）～８月３日（火）

第３回目；平成２２年１０月６日（火）～１０月１２日（火）

会 場：

第１回目；イオン札幌苗穂ショッピングセンター

第２回目；ポスフール江別店

第３回目；イオン札幌発寒ショッピングセンター

対 象：一般

内 容：加盟各施設が実施する行事等をパネルで

紹介し、パンフレット・チラシ類を置いて施設の

ＰＲを行った。また、交代で人員を配置して解説

を行った。１０月９日（土）には北海道開拓記念館、

１０月１０日（日）には北海道開拓の村、１０月１１日（月）

北海道立埋蔵文化財センターが体験イベントを

行った。

②２０１０「イオン・子ども歴史文化教室」

楽しい考古学「勾玉づくりに挑戦！」

日 時：平成２２年５月１５日（土）１０：３０～１１：３０

会 場：イオン平岡店イオンホール

対 象：小学生・親子

内 容：縄文時代のアクセサリーである勾玉を紹

介し、実物を観察した後、滑石を使って勾玉づく

り体験を行った。平成２２年４月から平成２３年３月

まで、毎月１回土曜日に実施する「イオン子ども

歴史文化教室」の２回目で、かるちゃるnetに加

盟する各施設が分担して実施した。

講 師：第１調査部普及活用課長 鎌田 望

第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

参加者：２８名

③キラキラの砂で絵を描こう

日 時：平成２２年１０月１１日（日）

会 場：イオン札幌発寒ショッピングセンター

対 象：幼児・小学生・親子

内 容：北海道開拓記念館と北海道立図書館の協

力を得て、第３回かるちゃるnet紹介展会場で、

色砂を使って縄文土器の絵を描く体験イベントを

行った。

講 師：第１調査部普及活用課長 鎌田 望

参加者：７３名
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月 開館日数 大人（男性）大人（女性） 子供 合計

平成２２年４月 ２６ ４００ ２１５ １８４ ７９９

平成２２年５月 ２７ ６８９ ５０５ ５６１ １７５５

平成２２年６月 ２６ ５２４ ５３７ ５３６ １５９７

平成２２年７月 ２７ ３９６ ２６６ ４５５ １１１７

平成２２年８月 ２６ ３７３ ２６２ ３４７ ９８２

平成２２年９月 ２７ ３５２ ２６１ ３８２ ９９５

平成２２年１０月 ２７ ４４５ ３１０ ４５９ １２１４

平成２２年１１月 ２５ ３３６ ２９０ １６８ ７９４

平成２２年１２月 ２１ ２１１ １１７ ４２ ３７０

平成２３年１月 ２４ １４６ １２７ ７１ ３４４

平成２３年２月 ２３ １８４ ５８ ２６ ２６８

平成２３年３月 ２３ ２３０ ２１７ ６４ ５１１

合計 ３０２ ４２８６ ３１６５ ３２９５ １０７４６

月 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 合計

４月 ７５８ ６５６ ５４５ ５３８ ８３１ ５９５ ８３０ ６６９ ９０４ １１９２ ７９９ ８３１７

５月 ７０９ ４５３ ６５６ １０８１ ９６４ ７１６ １４４０ １２２８ １４０３ １９７８ １７５５ １２３８３

６月 ６５２ ６２１ ８０８ １２９９ １０５４ ８５８ ７６８ １０９９ １１５０ ９３４ １５９７ １０８４０

７月 ５２７ ３０３ ６３３ ９２２ ８２８ １１２４ １１３８ １４２５ １１２６ １５３７ １１１７ １０６８０

８月 ６７３ ３８８ ６６２ ７８９ ７４７ ８５１ １２３８ １５１７ １２６７ １３７０ ９８２ １０４８４

９月 ５４４ ３７４ ６３１ ７６２ １０２０ ７２７ ７９０ ９０７ ７６８ １１６９ ９９５ ８６８７

１０月 ６５０ ３０２ ６４９ ９９１ １０２７ ７７３ ９４５ ９３９ １２６７ １１２０ １２１４ ９８７７

１１月 １９８８ ４６７ ６５９ ４４５ ８３６ ６６９ ６１８ ６６９ ６２７ ６５３ ７４５ ７９４ ９１７０

１２月 ６８７ ２８６ ３２６ ６６９ ５０５ ３３０ ３１８ ２３２ ５３６ ４８８ ５７７ ３７０ ５３２４

１月 ５９３ ２１８ ４１１ ２８７ ２２９ １８９ ２４０ ４６２ ６３３ ４８８ ５１６ ３４４ ４６１０

２月 ３６６ １２９ ２４０ ２１２ ２７０ １８７ １８９ ２２６ ３２９ ４５０ ３７４ ２６８ ３２４０

３月 ４６９ ２２１ ３６２ ２９７ ３３１ ２９６ ３６６ ３２９ ５２８ ５４９ ４７２ ５１１ ４７３１

合計 ４１０３ ５８３４ ５０９５ ６４９４ ８５５３ ８１４２ ７３７５ ９０６７ １０４３７ １０５１３ １１９８４ １０７４６ ９８３４３

は最多（平成１１年度除く）

７ 利用状況など

今年度のセンター利用者は、前年度より一割ほど減少した。前年度よりも入館者が減少した月は４月、

５月、７～９月、１２～３月である。しかし、６月にはこれまでの６月の入館者数では最高の１５９７人を記

録した。また、１０月には１２１４人、１１月には７９４人と、いずれも前年度の同月入館者数を凌駕している。

ゴールデンウィーク期間中に周辺施設（北海道開拓記念館、北海道開拓の村、自然ふれあい交流館、

北海道立図書館）と連携して行った「集まれ！森林公園クイズラリー２０１０」期間中の来館者は７４５人で

ある。２０年度のクイズラリー期間中の入館者数は３２４人、同２１年度は７６８人である。昨年度よりも若干減

少している。

� 入館者数一覧
月別入館者数一覧

暦年入館者数一覧
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特別展示期間中の入館者

報告会・講演会参加者

考古学講座・こども考古学教室参加者

考古学教室出前講座

考古学教室出前講座（依頼分）

事 業 名 実 施 日 参加人数
�北海道埋蔵文化財センター平成２１年度発掘調査報告会 平成２２年４月１０日（土） ９３名
秋季講演会「ぼくとわたしの考古学―麦わら帽子の記憶―」 平成２２年１０月２日（土） ６２名
冬季講演会「北海道埋蔵文化財行政の黎明期―苫小牧市―」 平成２３年２月５日（土） ５０名

事 業 名 実 施 日 参加人数
考古学入門講座 平成２２年５月１５日（土） ３０名
ガラス玉作り 平成２２年６月１９日（土） １５名
竪穴住居模型づくり 平成２２年８月２１日（土） ６名
石器づくり 平成２２年１１月２７日（土） １３名
拓本講座 平成２３年３月１２日（土） ９名
こども考古学教室親子ガラス玉作り 平成２２年６月２６日（土） ２０名
こども考古学教室夏休み親子考古学教室第１回 平成２２年７月２４日（土） ３９名
こども考古学教室夏休み親子考古学教室第２回 平成２２年７月３１日（土） ４６名
こども考古学教室冬休み親子考古学教室第１回 平成２３年１月８日（土） １１名
こども考古学教室冬休み親子考古学教室第２回 平成２３年１月１５日（土） ３３名

事 業 名 実 施 日 参加人数
考古学教室出前講座１（福島町） 平成２２年８月６日（金） ３８名
考古学教室出前講座２（上ノ国町） 平成２２年８月７日（土） ２０名
考古学教室出前講座３（知内町） 平成２２年８月８日（日） １８名
考古学教室出前講座４（本別町） 平成２２年８月７日（土） １４名
考古学教室出前講座５（根室市） 平成２２年１１月１９日（金） ７３名
考古学教室出前講座６（厚岸町） 平成２２年１１月２０日（土） ９名
考古学教室出前講座７（標津町） 平成２２年１１月２１日（日） ４０名

依 頼 元 ・ 実 施 場 所 実 施 日 参加人数
小樽市立桂岡小学校 平成２２年５月１８日（火） ２７名
江別市立対雁小学校 平成２２年７月８日（木） ７６名
北広島市中央公民館 平成２２年７月１１日（日） １２０名
当別町立当別小学校 平成２２年１０月１６日（土） ２４名
江別市立対雁小学校 平成２２年１１月１２日（金） ７９名
北広島市立広葉中学校 平成２３年３月２日（水） ８名

展 示 タ イ ト ル 期 間 入館者数
�北海道埋蔵文化財センター平成２１年度発掘調査成果展 平成２２年３月２７日（土）～６月６日（日） ３３４５名
「わかる考古学 ５ ―縄文生活体験ひろば―」展 平成２２年７月１０日（土）～１０月１１日（月） ３１４０名
「北海道遺跡百選 ３ 千歳市キウス４遺跡と国指定史跡キウス周堤墓 ―縄文大工事・盛土と周堤墓―」展 平成２２年１０月３０日（土）～平成２３年３月６日（日） １９１８名

特別展示期間中の入館者数合計 ８４０３名
世界遺産をめざす北の縄文展 平成２２年４月１日（木）～平成２３年３月３１日（木） １０７４６名
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� 団体利用者対応
施設見学のほか、小・中学校や大学、教育機関等の団体、その他の団体を対象に、勾玉づくり等の体

験学習を２１回行った。また、大学の学外授業や講座を８回、行った。団体利用者数は１３９８名である。

［小学校］

［中学校］

［高校］

［大学］

年 月日 曜日 団体名・見学・体験等 人数
平成２２年 ５月１１日 （火） 江別市立大麻小学校施設見学 ７４名

５月１８日 （月） 石狩市立石狩小学校拓本体験学習 ２５名
６月１１日 （金） 岩見沢市立幌向小学校勾玉作り体験学習 ７０名
６月１６日 （水） 三笠市３校合同小学校修学旅行勾玉作り体験学習 ２７名
７月１４日 （水） 江別市立大麻小学校よつば学級施設見学 １１名
８月２７日 （金） 月形町立月形小学校勾玉づくり体験学習 ４１名
９月２４日 （金） 江別市立大麻小学校よつば学級勾玉づくり体験学習 １３名
９月２８日 （火） 札幌市立北陽小学校拓本体験学習 ６０名
１０月２１日 （火） 江別市立対雁小学校体験学習 １２１名
１１月９日 （火） 江別市立文京台小学校５年１組親子レク勾玉づくり体験 ６４名
１１月１９日 （金） 岩見沢市立幌向小学校教諭勾玉作り体験 １５名

年 月日 曜日 団体名・見学・体験等 人数
平成２２年 ５月１２日 （水） 積丹町立美国中学校勾玉作り体験学習 ３０名

６月１０日 （木） 札幌市立厚別北中学校勾玉作り体験学習 ４３名
９月７日 （火） 札幌市立平岸中学校分教室澄川相談指導学級体験学習 ６名

年 月日 曜日 団体名・見学・体験等 人数
平成２２年 ４月１７日 （土） 北海道札幌啓成高等学校剣道部施設見学 １４名

年 月日 曜日 団体名・見学・体験学習・学外授業等 人数
平成２２年 ５月１６日 （日） 北翔大学短期大学部菊地先生講義利用 ７名

５月１９日 （水） 札幌学院大学鶴丸先生講義利用 ６９名
６月１５日 （火） 北翔大学エクステンションセンター「人が集えば文殊の知恵袋講座」『第１回春の歴史探訪２０１０』 １９名
７月２日 （金） 韓国・全北大学校博物館施設見学 ２２名
７月１７日 （土） 札幌国際大学越田先生講義利用 ２４名
１０月２０日 （水） 北翔大学渡部先生講義利用１ ９名
１０月２７日 （水） 北翔大学渡部先生講義利用２ ８名
１２月４日 （土） 札幌国際大学畑先生講義利用（男性１４名、女性９名、計２３名） ２３名
１２月１８日 （土） 札幌大学博物館学ガラス玉作り実習 ２３名

平成２３年 １月２８日 （金） 札幌学院大学鶴丸先生引率韓国人留学生勾玉作り体験学習 ４６名
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［教育機関等の団体］

［その他の団体］

� 実習等
大学院生の展示実習を１件（１名）、大学の図書館実習を１件（１名）、生涯学習体験実習を１件（２

名）行った。

［実習等］

年 月日 曜日 団体名・見学・体験等 人数
平成２２年 ６月２３日 （水） 厚別教職員互助会勾玉づくり体験 １２名

７月７日 （水） 遠軽町教育委員会教育委員施設見学 ６名
７月８日 （木） 韓国伝統文化学校・鏡潭文化財研究所、�元興寺文化財研究所施設見学 ４名
８月５日 （木） いわみざわ市民大学施設見学 ３８名
９月３日 （金） 江別市郷土資料館博物館実習生施設見学 ４名
１１月２６日 （金） 北広島市市民大学施設見学 ２４名
１２月１０日 （金） 中国遼寧省文物考古研究所施設見学 ５名

年 月日 曜日 団体名・見学・体験等 人数
平成２２年 ４月２４日 （土） 日通旅行「アイヌ民族文化の旅」施設見学 １８名

５月１８日 （月） 絵手紙の会拓本体験 ９名
６月２７日 （日） 大麻沢町１６丁目自治会「歩こう会」施設見学 ３４名
７月１１日 （日） 手稲一万歩歩く会施設見学 ７７名
７月１４日 （水） 「雪嶺」俳句会施設見学 ５名
７月３０日 （金） こひつじ児童会勾玉づくり体験 ４７名
８月６日 （金） 勤医協デイサービスセンター「花さか荘」施設見学 ６名
８月１７日 （火） 北野少年消防クラブ勾玉づくり体験 １８名
８月２１日 （土） 尚志会北海道支部施設見学 ６名
８月２５日 （水） 厚別老人クラブ勾玉づくり体験 ５名
９月１５日 （水） 野幌ひまわり児童センター勾玉づくり体験 １１名
１０月１０日 （日） 北海道文化財保護協会「栗山の縄文世界」施設見学 ３０名
１０月２１日 （木） 江別ケアパークそよ風砂絵体験 １９名
１０月２１日 （木） 平成２２年度法制事務研究会施設見学 １４名
１１月１９日 （金） 江別ケアパークそよ風施設見学 １７名
１１月２０日 （土） 江別ケアパークそよ風施設見学 １５名
１１月２３日 （火） 江別ケアパークそよ風施設見学 １８名
１１月２４日 （水） 江別ケアパークそよ風施設見学 １５名
１１月２５日 （木） 江別ケアパークそよ風施設見学 １８名
１２月１８日 （土） 南北野健康こども会勾玉作り体験 １９名

平成２３年 １月６日 （木） 江別ケアパークそよ風施設見学 １８名
１月１４日 （金） ベストフレンズ勾玉づくり体験 ２６名

年 期間 大学名・実習種別 人数
平成２２年 ８月１０日（火）～８月２７日（金） 筑波大学大学院生展示等実習 １名

９月１日（水）～９月３日（金） 藤女子大学３年生図書館実習 １名
平成２３年 １月５日（水）～１月８日（土） 北翔大学３年生生涯学習体験実習 ２名
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８ 図書資料
� 購入図書一覧

� 受領刊行物一覧（＊所在地市町村コード順に掲載）

書 名 編 著 者 名 出 版 者

世界遺産縄文遺跡 小林達雄 同成社
図説帯広・十勝の歴史（北海道の歴史シリーズ） 後藤秀彦 郷土出版社
縄文の漆（ものが語る歴史２０） 岡村道雄 同成社
よくわかる考古学（やわらかアカデミズム・＜わかる＞シリーズ） 松藤和人・門田誠一 ミネルヴァ書房
郷土の好古家・考古学者たち 西日本編 斎藤 忠 雄山閣出版
「聖岳」事件 報道被害と考古学論争 「聖岳」名誉毀損訴訟弁護団 雄山閣
民族考古学と縄文の耳飾り（ものが語る歴史１９） 高山純 同成社
日本考古学文献ガイド（考古学調査ハンドブック３） 酒詰秀一 ニュー・サイエンス社
日本人とは何か 考古学がいま語れること 安斎正人 柏書房
北方世界の考古学 小松正夫 すいれん社
検証「前期旧石器遺跡発掘捏造事件」 松藤和人 雄山閣
倭の玉器 玉つくりと倭国の時代 河村好光 青木書店
海の底の考古学 水中に眠る財宝と文化遺産、そして過去からのメッセージ 井上たかひこ 舵社
Ｏ脚だったかもしれない縄文人 人骨は語る（歴史文化ライブラリー２９３） 谷畑美帆 吉川弘文館
旧石器時代の日本列島史 安蒜政雄 学生社
文化財アーカイブの現場 前夜と現在、そのゆくえ 福森大二郎 勉誠出版
文化財のまもり手を育てる（文化財の保護と修復１２） 文化財保存修復学会 クバプロ
土の文明史 ローマ帝国、マヤ文明を滅ぼし、米国、中国を衰退させる土の話 デイビッド・モントゴメリー 築地書館
海から見た日本人 海人で読む日本の歴史（講談社選書メチエ４６３） 後藤明 講談社
考古学がよくわかる事典 土にうもれた歴史をさぐる！発掘の方法から遺物の見方まで 國學院大學考古学研究室 ＰＨＰ研究所
ユーラシア古代都市・集落の歴史空間を読む 宇野隆夫 勉誠出版
日本辺境論（新潮新書３３６） 内田 樹 新潮社
日本中世都市遺跡の見方・歩き方「市」と「館」を手がかりに 鋤柄俊夫 昭和堂
東アジア内海文化圏の景観史と環境１ 水辺の多様性 内山純蔵、カティ・リンドストロム 昭和堂
日本列島の野生生物と人 池谷和信 世界思想社
頭骨コレクション 骨が語る動物の暮らし 福田史夫 築地書館
麦の自然史 人と自然が育んだムギ農耕 佐藤洋一郎・加藤 鎌司 北海道大学出版会
植物の生態図鑑 大自然のふしぎ 増補改訂 多田多恵子・田中肇 学研教育出版
日本古典博物事典 動物篇 小林祥次郎 勉誠出版
世界葬祭事典 改訂増補 松涛弘道 雄山閣
しごとば 続 鈴木のりたけ ブロンズ新社
学術研究者になるには 人文・社会科学系 改訂版 小川秀樹 ぺりかん社

［北海道］
浦幌町立博物館
浦幌町立博物館紀要 第１０号
浦幌町立博物館年報 第１０号

江別市郷土資料館
江別ガイドブックシリーズⅤ 江別の遺跡をめぐる
江別市郷土資料館年報 Vol．９

江別市セラミックアートセンター
Ceramic Art Center 年報 平成２１年度

恵庭市郷土資料館
恵庭市郷土資料館年報 １６

上士幌町ひがし大雪博物館
上士幌町ひがし大雪博物館研究報告 第３２号

釧路市埋蔵文化財調査センター
釧路市阿寒町地区埋蔵文化財分布調査報告書Ⅰ
釧路市音別町地区埋蔵文化財分布調査報告書Ⅰ
釧路市音別町地区埋蔵文化財分布調査報告書Ⅱ
釧路市東釧路貝塚調査報告書Ⅱ
釧路市幣舞２遺跡調査報告書Ⅱ

札幌国際大学
札幌国際大学紀要 第４１号

札幌大学文化学部
第５回 アイヌ文化研究の今 シンポジウム＆公開講座報告集 アイヌのモノと技の世界
伝承から探るアイヌの歴史

札幌市埋蔵文化財センター
札幌市文化財調査報告書９１ Ｎ５３３遺跡
札幌市文化財調査報告書９２ Ｔ７１遺跡第３次調査
市内遺跡発掘調査確認調査等報告書
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市立函館博物館
市立函館博物館 平成２２年度 特別展 縄文の至宝 世界遺産をめざす１５遺跡と土偶

道民カレッジ事務局
カレッジだより vol．１８

日高町教育委員会
日高町埋蔵文化財調査報告書第２輯 ポロペチリ遺跡

美幌博物館
美幌町文化財調査報告２４ みどり２遺跡
美幌町埋蔵文化財各種開発確認調査報告書

北海道開拓記念館
どんぐりコロコロ 第６６回 特別展

北海道大学大学院文学研究科・文学部
古河講堂「旧標本庫」人骨問題 報告書Ⅲ

北海道大学総合博物館
アラスカの恐竜 アジアをめざした生命
マキシモヴィッチ・長ノ助・宮部 北海道大学総合博物館企画展示「花の日露交流史 幕末の箱館山を見た
男 図鑑

北海道立文書館
赤れんが 北海道立文書館報 №４６

北海道立アイヌ民族文化研究センター
「北東日報」「釧路新聞」掲載アイヌ関係記事（１９０１～１９４２年）：目録と紹介 北海道立アイヌ民族文化研究
センター調査研究報告書 ６
アイヌ民族文化研究センターだより №３２
アイヌ民族文化研究センターだより №３３
北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要 第１６号
北海道立アイヌ民族文化研究センター年報２００９

特定非営利活動法人 函館市埋蔵文化財事業団
函館市 豊崎Ｂ・Ｐ遺跡 一般国道２７８号函館市尾札部道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書
函館市 八木Ａ遺跡 平成２１年度緊急雇用創出推進事業補助金交付要綱に基づく南芽部縄文遺跡群発掘調査
事業

北翔大学短期大学部 菊地達夫
知的観光資源の有する情報認識の実態（抜刷）
中学校社会科地理的分野における地図活用のあり方と方向性（抜刷）
地理歴史科地理Ａ・Ｂにおける内容と特色 ―平成２１年高等学校学習指導要領を手がかりとして― （抜刷）
ニセコスキー観光地域における外国資本の進出と計画内容の影響（抜刷）
幼稚園・保育所における散歩活動の実践例とその特色（抜刷）

［青森県］
縄文遺跡群跡世界遺産登録推進本部
「世界遺産登録を目指す北海道・北東北を中心とした縄文遺跡群」リーフレット
縄文

仙台市富沢遺跡保存館
地底の森ミュージアム・縄文の森広場 研究報告２００９

外ヶ浜町教育委員会 社会教育課
丑ヶ沢�遺跡 国道２８０号道路改築工事に伴う発掘調査報告書

［秋田県］
秋田県立博物館

秋田県立博物館 年報 平成２２年
秋田県立博物館ニュース Museum News

［福島県］
福島県教育委員会
福島県文化財調査報告書第４６５集 国営隈戸川農業水利事業遺跡調査報告Ⅱ
福島県文化財調査報告書第４６７集 常盤自動車道調査報告 ５９
福島県文化財調査報告書第４６７集 常盤自動車道調査報告 ５９ （再刊）

［茨城県］
小美玉市玉里史料館
小美玉市史料館報 Vol．４

［栃木県］
足利市教育委員会
常見古墳群 足利を治めた首長たちの墓
掘り出された足利の歴史 調査報告第５９集

［群馬県］
高崎市教育委員会
第２２１集 東国分薬師道南遺跡
第２２８集 下豊岡後原Ⅲ遺跡
第２３０集 下芝五反田遺跡・下芝萬行遺跡
第２３２集 上中居遺跡郡
第２３３集 菅谷石塚Ⅱ遺跡
第２３４集 倉賀野下新堀遺跡
第２３５集 平成２０年度市内遺跡発掘調査報告書
第２４１集 新後閑遺跡 ２
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第２３７集 新後閑遺跡
第２３８集 萩原沖中遺跡第３次調査
第２３９集 下佐野長者屋敷遺跡
第２４０集 金古・庚申遺跡Ⅴ
第２４２集 上里見新井遺跡
第２４３集 荻原沖中遺跡 ５
第２４４集 高関高根遺跡
第２４５集 生原・柊木遺跡
第２４６集 綿貫・台新田遺跡

［埼玉県］
桶川市教育委員会
平成２１年度桶川市内遺跡発掘調査報告書
宮ノ脇遺跡

所沢市教育委員会
所沢市埋蔵文化財調査報告書 第４８集 市内遺跡調査報告１６ 和田遺跡第３２次調査
所沢市埋蔵文化財調査報告書 第４９集 東の上遺跡 飛鳥・奈良・平安時代編 Ⅰ
所沢市埋蔵文化財調査報告書 第５０集 宮林遺跡 第３次調査
所沢市埋蔵文化財調査報告書 第５１集 本村遺跡 第６次調査

吉見町教育委員会 吉見町埋蔵文化財センター
吉見町埋蔵文化財調査報告書 第８集 町内遺跡４ 南間ノ田遺跡（第２地点）北間ノ田遺跡（第１地点）
原遺跡（第２地点）番場通遺跡
吉見町埋蔵文化財調査報告書 吉見町長谷 七ノ谷遺跡 工事建設に伴う発掘調査報告書
吉見町埋蔵文化財調査報告書 吉見町東野 七軒遺跡 集合住宅建設に伴う発掘調査報告書

［東京都］
共和開発株式会社
東京都渋谷区 鉢山町・猿楽町１７番遺跡第４地点

共和開発株式会社・白根記念渋谷区郷土博物館
東京都渋谷区 豊沢貝塚 第１１地点調査報告

渋谷区教育委員会 生涯学習課文化財係
東京都渋谷区 青山学院構内遺跡 第４地点

物流博物館
全日本トラック協会広報誌「広報とらっく」 ２０１０年６月１日号

文化環境研究所
Cultivate ３６号
文環研レポート 第３０号

港区教育委員会
港区埋蔵文化財調査年報 ７ 平成２０年度の調査他
港区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告書 ４３ 増上寺寺士域第２遺跡発掘調査報告書 ２００６
港区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告書 ４５ 上行寺跡・上行寺門前町屋跡遺跡発掘調査報告書 ２００６

港区立港郷土資料館
研究紀要１２
港郷土資料館館報

文部科学省 国立教育制作研究所 社会教育実践研究センター
平成２１年度 博物館に関する基礎資料

（株）メディアアトリエ
ＮＨＫハイビジョン「日本列島人の起原に迫る」ＣＤ－Ｒ

［神奈川県］
神奈川県教育委員会
神奈川県埋蔵文化財センター 年報２２ 平成２１年度
神奈川県埋蔵文化財調査報告５５ 平成２０年度神奈川県内埋蔵文化財発掘調査一覧

�かながわ考古学財団
かながわ考古学財団調査報告 ２６２ 川尻遺跡Ⅲ
かながわ考古学財団調査報告２５９ 下堀広坪遺跡 第Ⅰ地点 下堀塚田町遺跡 第Ⅰ地点・下堀道上町遺跡
第Ⅰ地点
かながわ考古学財団調査報告２６０ 下糟屋・丸山遺跡（第６地点） 伊勢原都市計画 成瀬第二特定土地区画
整理事業に伴う発掘調査
掘り進められた神奈川の遺跡 旧石器から近代まで

［新潟県］
新潟市埋蔵文化財センター
上浦Ａ遺跡 第１４次調査 市道結第６号市之瀬改良工事に伴う発掘調査報告書
駒首潟遺跡 第３・４次調査 大型小売店建設に伴う駒首潟遺跡第３・４次調査報告書
平成２０年度 国史跡古津八幡山遺跡講演会記録集
平成２１年度 新潟市遺跡発掘調査報告会（パンフレット）
結七島遺跡Ｖ 第１９次調査 市営下興野中野線道路改良工事事業に伴う結七島遺跡第３次発掘調査報告書
萱免遺跡 第２次調査 宅地造成に伴う萱免遺跡第２次調査報告書

敬和学園大学 人文社会科学研究所
人文社会科学研究所年報 №８
年報新発田学 創刊号

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館
特別史跡 一乗谷朝倉氏遺跡 発掘調査報告Ｘ

４２



［富山県］
富山県埋蔵文化財センター
特別展 縄文土器の静と動
富山県埋蔵文化財センター年報 平成２１年度
埋文とやま 第１１１号
埋文とやま 第１１２号
埋文とやま 第１１３号

［福井県］
福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館
特別史跡 一乗谷朝倉氏遺跡 発掘調査報告Ｘ

［山梨県］
笛吹市教育委員会
車地蔵遺跡・石動遺跡・北中原遺跡・中新居遺跡 一宮町末木地区畑総事業に伴う埋蔵文化財発掘調査事業
（笛吹市文化財調査報告書 第１１集）

塚田遺跡 一宮北部地区畑地帯総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 （笛吹市文化財調査報告書 第１３集）
物見塚遺跡 農林業魚要揮発税財源身替農道整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 （笛吹市文化財調
査報告書 第１２集）

南アルプス市教育委員会 文化財課
祈りのよこがお
南アルプス市埋蔵文化財ガイドブック第２集Ver２ 堤の原風景
南アルプス市埋蔵文化財調査報告書 第１７集 山梨県南アルプス市 豊小学校遺跡（第Ⅱ地点） 豊小学校
屋内運動場改築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
南アルプス市埋蔵文化財調査報告書 第２４集 山梨県南アルプス市 平成２０年度埋蔵文化財試掘調査報告書
各種開発工事に伴う埋蔵文化財試掘調査報告書
南アルプス市埋蔵文化財調査報告書 第２５集 山梨県南アルプス市 桝形堤防 堤防遺跡の埋蔵文化財確認
調査報告書
山梨県南アルプス市 文化財年報 平成２１年度

山梨県立考古博物館
第２８回特別展 発掘された女性の系譜

山梨県埋蔵文化財センター
年報２５ ２００８年度（平成２０年度）
発掘調査のてびき 集落遺跡発掘編
発掘調査のてびき 整理・報告書編
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第２６５集 八幡神社遺跡
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第２６６集 山梨県内分布調査報告書（平成２１年１月～１２月）
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第２６７集 県指定史跡甲府城跡 平成２１年度調査・整備報告書
埋文やまなし 第３３号
埋文やまなし 第３４号
埋文やまなし 第３５号

［長野県］
長野県埋蔵文化財センター
長野市の埋蔵文化財第１２５集 浅川扇状地遺跡群 吉田町東遺跡� 駒沢新町遺跡�
長野市の埋蔵文化財第１２５集 小島柳原遺跡群 水内坐一元神社遺跡� 中俣遺跡�
長野市埋蔵文化財センター所報 №２０

［静岡県］
伊東市教育委員会
伊東市埋蔵文化財調査報告静岡伊東市 市内遺跡試掘・確認調査報告書

磐田市教育委員会
特別史跡 遠江国分寺跡 平成２１年度発掘調査のあらまし
平成２０年度 国庫及び県費補助事業に伴う市内遺跡発掘調査等事業 静岡県磐田市 市内遺跡確認調査報告書
平成２０年度 丁子遺跡発掘調査報告書

［愛知県］
一宮市博物館
企画展 お釈迦様のものがたり 涅槃図から読本・草双紙まで
くらしの道具今と昔（かいせつカード）
茶の湯の浸透 茶進上仕りたく 解説書
一宮市博物館だより No．４６

［滋賀県］
栗東市教育委員会
栗東市埋蔵文化財調査報告 ２００８（平成２０）年度 年報

滋賀県教育課員会事務局文化財保護課
平成２０年度 滋賀県文化財年報
ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書３７�１ 肥田城遺跡 肥田西遺跡 鶴田遺跡 彦根市肥田町
ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書３７�２ 金貝遺跡 東近江市野村町
ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書３７�４ 開津遺跡Ⅲ 大津市関津１丁目 第１冊分
ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書３７�４ 開津遺跡Ⅲ 大津市関津１丁目 第２冊分
ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書３７�４ 開津遺跡Ⅲ 大津市関津１丁目 第３冊分
開津遺跡Ⅲ 付図

�滋賀県文化財保護協会
シリーズ 近江の文化財００１ 甲賀郡中惣の政界 神と城そして武士

４３



第２２回濱田青陵賞受賞式
シリーズ 近江の文化財００２ 関津遺跡 近江の南の玄関口
シリーズ 近江の文化財００３ 琵琶湖の港と船
シリーズ 近江の文化財００４ 縄文人のエコロジーとエコノミー 琵琶湖の貝塚・粟津湖底遺跡が語る秘密

［京都府］
京都府教育委員会
京都府埋蔵文化財調査報告書

立命館大学考古学論集刊行会
立命館大学考古学資料集第１冊 韓国無文土器時代の石器
立命館大学考古学資料集第２冊 韓国新石器時代土器編年概説
立命館大学考古学資料集第３冊 鹿角製刀剣装具
立命館大学考古学論集Ⅴ ２０１０

［大阪府］
岸和田市教育委員会
平成２１年度発掘調査概要

［兵庫県］
姫路市埋蔵文化財センター
発掘調査速報２０１０

［奈良県］
田原本町教育委員会 文化財保存課
唐古・鍵考古学ミュージアム「ミュージアムコレクション」 Vol．３

［鳥取県］
鳥取県埋蔵文化財センター
「調査研究紀要」３

三朝町教育委員会
町内遺跡発掘調査報告書
名勝及び史跡 三徳山 発掘調査報告書Ⅲ

［島根県］
島根県埋蔵文化財調査センター
「久城東遺跡・若葉台遺跡・久城西Ⅰ遺跡・草城西Ⅱ遺跡・原浜遺跡」一般国道９号（益田道路）建設予定
地内埋蔵文化財発掘調査報告書６
「古代文化の郷出雲 史跡出雲国府跡」風土記の丘地内遺跡発掘調査速報№９
「志谷Ⅲ遺跡・安神本遺跡」中国横断自動車道尾道松前線埋蔵文化財調査報告２０
「庄遺跡・深坪遺跡」（仮称）宍道駅南団地開発に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
「砂原車廻古墳群・砂原Ⅰ遺跡」一般県道多伎インター線建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
「大志戸Ⅱ鈩跡 分析篇」中国横断自動車道尾道松前線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書１７
「堂々ノ内Ⅰ遺跡・堂々ノ内Ⅱ遺跡・堂々鈩跡」中国横断自動車尾道松前線建設予定地内埋蔵文化財帖佐報
告書１９
「堂ノ上遺跡」一般県道久城インター線久城工区地域活性力基盤創造交付金（改良）事業に伴う埋蔵文化財
発掘調査報告書
「梨ノ木坂遺跡・庵寺古墳群・庵寺遺跡Ⅱ」一般国道９号仁摩温泉津道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査
報告書３
「道休畑遺跡」一般国道９号（浜田・三隅道路）建設予定地内発掘調査報告書１
「山陰の近世・近代遺跡」山陰史跡ガイドブック５
「山持遺跡 Vol．６」国道４３１号道路改築事業（東林木バイパス）に伴う埋蔵文化財発掘帖佐報告書８
石見路の言伝 特別号④
島根県教育庁埋蔵文化財調査センター年報１８

島根大学ミュージアム
島根大学旧奥谷宿舎
ニュースレター「ＳＨＩＭＡＤＡＩ ＭＵＳＥ」
平成２１年度 島根大学ニュージアム年報

［岡山県］
総社市教育委員会
総社市埋蔵文化財調査年報１９
総社市埋蔵文化財調査年報２１

津山市教育委員会
県営ほ場整備（久米地区）に伴う試掘確認調査報告書」津山市埋蔵文化財発掘調査報告第８０集
津山城だより №１４
年報 津山弥生の里 第１７号
山根地Ａ遺跡・下石屋遺跡」津山市埋蔵文化財発掘調査報告第８１集

［広島県］
広島県教育委員会事務局管理部文化財課
平成２０年度広島県内遺跡発掘調査（詳細分布調査）報告書

�広島県教育事業団
「ひろしまの遺跡」第１０３号
財団法人広島県教育事業団発掘調査報告書第３１集 曽川１号遺跡（Ｌ・Ｍ地区）
財団法人広島県教育事業団発掘調査報告書第３４集 国営備北丘陵公園整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報
告書 浅谷山西古墳・浅谷山１号遺跡・小深遺跡
年報３
年報４

４４



福津市文化財調査報告書 第２集 「手光於緑遺跡第２地点」
年報５
年報６
ひろしまの遺跡 第１０４号

広島県立歴史博物館
広島県立歴史博物館ニュース 第８３号
広島県立歴史博物館ニュース 第８４号
広島県立歴史博物館ニュース 第８５号

［香川県］
香川県埋蔵文化財センター
一般国道１１号道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告別宮北遺跡・別宮北古墳群
香川県埋蔵文化財センター年報 平成２１年度
弥生時代の大集落 －旧練兵場遺跡の発掘調査－

［高知県］
高知県教育委員会
高知県埋蔵文化財年報 ７ 平成２０年度
埋文こうち 第２３号

［福岡県］
福津市教育委員会

［熊本県］
熊本県立装飾古墳館
秋季企画展「茨城県の装飾古墳～建借間命が遺したもの～」展示図録
春季企画展「原口文庫」解説書

熊本県文化財資料室
熊本県文化財調査報告第２５０集 太郎丸遺跡 西屋敷遺跡 瀬萩遺跡 九州新幹線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告
熊本県文化財調査報告第２５１集 舟渡城跡 一般県道相良人吉線単県道路改良事業に伴う埋蔵文化財調査
熊本県文化財調査報告第２５２集 瀬田池ノ原遺跡 国土交通省立野ダム原石山事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告
熊本県文化財調査報告第２５３集 小園遺跡 九州新幹線新八代・博多間建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告
熊本県文化財調査報告第２５４集 八代平野干拓遺跡群 高田手旧堤防・四百町開旧堤防 宮地小畑遺跡・宮地観光寺遺跡 九州新幹線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査
熊本県文化財調査報告第２５５集 上小田宮の前・養寺遺跡 県道瀬川玉東線緊急地方道路整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査
熊本県文化財調査報告第２５６集 二本木遺跡群Ⅲ 熊本合同庁舎Ａ棟新営工事に伴う二本木遺跡群春日地区第８次埋蔵文化財発掘調査報告書
熊本県文化財調査報告第２５７集 小野原遺跡群 黒川広域基幹河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査 第１分冊
熊本県文化財調査報告第２５７集 小野原遺跡群 黒川広域基幹河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査 第２分冊
文化財通信熊本 第２８号 平成２２年３月

［鹿児島県］
鹿児島県立埋蔵文化財センター
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１４６ 宮の上遺跡 南薩縦貫道（川辺道路）建設に伴う埋蔵文
化財発掘調査報告書Ⅲ
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１４７ 尾付野山遺跡 向井原遺跡 国道５０４号（薩摩道路）整
備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１４８ 油免・本寺遺跡 国道２２６号特殊改良工事（万世拡幅）
に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１４９ 芝原遺跡１ 中小河川改修事業（万之瀬川）に伴う埋蔵
文化財発掘調査報告書Ⅴ
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５０ 神水琉遺跡４ 中小河川改修事業（万之瀬川）に伴う埋
蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ 縄文時代前期末から中期前半・補遺篇 第１分冊
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５０ 神水琉遺跡４ 中小河川改修事業（万之瀬川）に伴う埋
蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ 縄文時代前期末から中期前半・補遺篇 第２分冊
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５１ 渡畑遺跡１ 中小河川改修事業（万之瀬川）に伴う埋蔵
文化財発掘調査報告書Ⅵ
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５２ 狩俣遺跡 建山遺跡 西原段Ⅰ遺跡 東九州自動車道建
設（曽於弥五郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅴ
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５３ 定塚遺跡・稲村遺跡 東九州自動車道建設（曽於弥五
郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ 第１分冊
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５３ 定塚遺跡・稲村遺跡 東九州自動車道建設（曽於弥五
郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ 第２分冊
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５３ 定塚遺跡・稲村遺跡 東九州自動車道建設（曽於弥五
郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ 第３分冊
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５３ 定塚遺跡・稲村遺跡 東九州自動車道建設（曽於弥五
郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ 第４分冊
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５３ 定塚遺跡・稲村遺跡 東九州自動車道建設（曽於弥五
郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ 第５分冊
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５３ 定塚遺跡・稲村遺跡 東九州自動車道建設（曽於弥五
郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ 付図
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５４ 加治木堀遺跡 宮ノ本遺跡 椿山遺跡 柿木段遺跡 野方
前段遺跡Ａ地点 東九州自動車道建設（曽於弥五郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５５ 栫城跡 南九州西回り自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ＸＸＸ 第１分冊
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５５ 栫城跡 南九州西回り自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ＸＸＸ 第２分冊
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５５ 栫城跡 南九州西回り自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ＸＸＸ 第３分冊
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書１５５ 付図
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９ 講演会要旨

� 秋季講演会『ぼくとわたしの考古学
－麦わら帽子の記憶－』

講師：菅本啓子氏（三田市生涯学習課）

１ はじめに 自己紹介より

兵庫県三田市生涯学習課の菅本です。今回の講

演では、三田市が取り組んでおります資料（考古

資料、民俗資料）の活用方法として

１ 箱地図プロジェクト

２ 学校博物館

３ ぼくとわたしの考古学

の３つについてお話しさせていただきます。

迷いながらも進めているわたしたちの取り組み

をみなさんに知っていただき、ご意見をいただけ

たら、また新しい資料の活用方法があるかと思い、

お引き受けしました。拙い話ではありますがどう

ぞよろしくお願いいたします。

みなさんの中には三田市という名を初めて聞か

れる方もいらっしゃると思います。そこで少し三

田市の紹介をさせていただきます。

三田市は兵庫県南東部に位置し、現在、人口約

１１万人で「人と自然がかがやくまち」をスローガ

ンにしています。

江戸時代には、中国の青磁にも遜色をとらない

といわれた三田青磁を生み出した町でもありま

す。残念ながら三田青磁は昭和初期に途絶えてし

まいましたが、発掘した登り窯を三輪明神窯史跡

公園として整備し、体験学習施設では青磁の伝承

体験をおこなっています。

市の中央を武庫川が流れ、市街地が広がってい

ます。また２９年前にニュータウン（大阪駅までＪ

Ｒで約５０分）が開発され、人口増加率も全国１位

になりました。それに伴い、遺跡の調査も急増し、

古代の三田市の姿も少しずつ明らかになってきま

した。

しかし、現在では大規模開発も少なくなり、圃

場整備なども一段落、何年にもわたるような大規

模調査はなくなりました。専門職員の数が減り、

コンテナ約７０００箱分の遺物が残りました。

この遺物コンテナを前に苦悩した結果、今回の

講演に呼んでいただけるきっかけとなりました箱

地図プロジェクトが生まれます。

２ 箱地図プロジェクト－遺物活用の模索－

「このコンテナどうする気や」

２００８年私は、屋敷町遺跡で発掘された遺物整理

を行っていました。ある日生涯学習課長がやって

きて、コンテナの中に埋もれるように仕事をして

いる私を見て、「このコンテナどうする気や」と

聞いたのです。彼は三田市立有馬富士学習セン

ターの創設に関わり、センターを県内有数の集客

数を誇る施設にしています。今度は文化財を何と

かするぞ！との思いでやって来られたのでした。

「どこでもコンテナ使ってるやろ。集めたらお

もしろいやろなぁ」「考えろ！」。考えてみると、

発掘には欠かせないコンテナの中には遺物を収納

するとともに発掘担当者の思いも入っているに違

いありません。

「コンテナを展示するのでコンテナの中にあな

たの思いを詰めてください。」とこんな依頼文を

全国に送ることとなりました。卒業以来会った事

もない友人や知り合いのそのまた知り合いとかを

紹介してもらいお話ししていきました。こちらの

調査部長の西田茂さんが夫の大学の先輩で、西田

さんから藤井さん（展示室担当）を紹介していた

だきました。不安でいっぱいながらも最終的には、

全国３０都道府県から４０個のコンテナが集まりまし

た。

集まったコンテナを前に、皆さんの遺跡・遺物

への思い、そして地域への愛着を強く感じました。

だれもが自分が住んでいる地域の事を知ってもら
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いたいし、その方法を考えているということです。

【各地のコンテナから】

各地のコンテナからは地域色豊かな香りがしま

す。山口県下関市人類学ミュージアムからは「砂

に守られた遺跡」というタイトルの文章と弥生人

骨を守った砂を送っていただきました。沖縄県名

護市から、発掘された貝殻とメッセージが寄せら

れました。また東京都埋蔵文化財センターからは、

今すぐ授業ができそうなセットにして送られてき

ました。そして、北海道埋蔵文化財センターから

は貴重な白滝産の黒曜石です。

発掘道具にも地域性があり、思わず「うまい！」

と言ってしまったような工夫の凝らされたものも

あり、調査員、作業員、補助員の方々の苦労の末

の道具であることがよくわかります。

【コンテナで日本列島をつくる】

これらのご協力で集まったコンテナを使って日

本列島のモデルを作ります。実際にはコンテナの

大きさにも違いがあり、なかなかうまくいきませ

ん。富士山をつくって高低をつける、川の位置を

書くなど試行錯誤の末になんとか形にできまし

た。

【造形作家との連携】

「箱地図プロジェクト」のもう一つの試みは、

三田市内の造形作家との連携です。今回は４名の

作家と神戸芸術工科大学教授山崎均氏にコーディ

ネーターとして参加していただきました。「考古

学」の世界（遺物・遺跡）を違う目で見てみたら、

それはどんなものになるだろうか。作家の目を通

して形にしてもらい、その作品を通してより多く

の人を引き付けたらそれも考古学へのきっかけの

一つになると考えました。

【箱地図プロジェクトの反省と展開】

「箱地図プロジェクト」は平成２１年１０月１日か

ら１０月３日の３日間開催しました。三田祭りの日

と合わせＪＲ三田駅前の商業施設を展示場所と

し、多くの人にきていただきたいと願いました。

期間中５００人の来場者がありました。

祭り当日の初日は、ワークショップを開催した

事もあり多くの来場者がありましたが、それ以降

は伸び悩みました。展示方法については、説明文

を極力少なくした事もあり、スタッフが説明しな

いとよく意味が解らないというのが本音のようで

した。来場者の多くが私達との会話の中で、「あっ、

そーかぁ」「すごいねぇ」と、発見していきまし

た。しかし、この方法ではどこまで広く伝わるの

かという不安は残りました。特に子どもたちには

難しいとおもわれました。

展示を片付けながら次の活用法を考えます。全

国各地からいただいたコンテナを、学校で子ども

達向けに展示してみたいと考えました。

３ 学校博物館

コンテナの日本列島を前にして、ますます、三

田市出土の遺物を活用しなければと考えました。

収蔵センターで待っているだけではだめ、学校の

出前授業を宣伝してもさほど需要があるわけでは

なく、やっぱり待っているだけではだめなようで

す。積極的に出て行こう！先ずは学校へというこ

とになりました。

ニュータウン開発が一段落し、人口も落ち着い
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た三田市の小学校には、「余裕教室」ができはじ

めました。そこで教室を利用した資料の活用方法

として学校博物館を提案しました。

【学校博物館のオープン】

学校博物館は平成２１年１１月３０日、三田市立つつ

じが丘小学校新校舎２階に開館しました。

つつじが丘（ガーデンタウン）は三田市北部に

位置し、車で５分も走れば日本六古窯の一つであ

る立杭焼の里、丹波市今田町に隣接しているニ

ュータウンです。

つつじが丘小学校は１９９１年に開校し１９９７年度に

は、児童数が１３００人を超えたマンモス校でした。

しかし、近年では３８０人前後の児童数になってい

ます。当然余裕教室ができていました。

学校博物館は新校舎と呼ばれている別棟のプレ

ハブ校舎で、内部は当時流行だったオープン教室

になっています。廊下が教室と同じ広さで、間仕

切りをとるとより広いスペースが確保できました。

【学校博物館のご案内】

学校博物館は大きく４つのコーナーで構成され

ています。

� 「昔の暮らし」体験コーナー

夏休み中に考古資料と民俗資料を運び込み、何

年も使われていなかった教室を掃除すると、部屋

の広さが気になりました。そこで、先ず有馬富士

学習センターに展示されていた８畳の部屋を移築

して昭和初期の部屋を再現しました。

内部の資料は市民から寄贈された生活用具で

す。ちゃぶ台を囲み、ご飯をよそい、電話を回し

たりと、当時の人々の生活を実感し、知恵や工夫

を発見してほしいです。季節にあわせて、展示内

容の変更もしています。例えば、２月からは３年

生の「昔の暮らし」に対応した内容になります。

� つつじが丘小学校ってどんなところ？

壁画と階段画でアピール

次は学校の許可を得て壁に直接絵を描くことに

しました。スタッフが壁や窓を大きなキャンバス

に見立ててどんどん書いていきます。学校だけれ

ども、ここからは違う世界が始まるんだという、

わくわく感を増すために階段には大きな勾玉が出

現します。

つつじが丘周辺は平安時代の一大窯業地帯で

す。大きな登り窯を書き、その下に灰原出土の土

器をつんでみました。自分達が進学する中学校、

利用する市民センターの場所が１０００年前にはこん

な風景でした。そして当時の人がさわった焼き物

ですよ。１０００年前の人が手にとったものを今あな

たがたがまた手にとっている。過去が現在と繋

がっている事を実感してほしいのです。

「そっとさわってみてください」のキャプショ

ンは千葉県埋蔵文化財センターからいただいた、

関東ローム層の土をニカワでといた「縄文絵の

４８



具」で書きました。ある日保護者が来られて「さ

わらないでください」という注意書きはみた事が

あるけれども、触ってくださいというのは知らん

なぁといわれました。

� １４０００分の１の日本地図

この校舎には広い廊下があります。この廊下に

日本列島を書いてしまおう。そうすれば箱地図プ

ロジェクトもできるし、授業にも使えます。

でも、日本地図を書いただけではおもしろくな

い。やっぱりパズルをつくったらどうだろう。そ

のパズルを三田市指定のゴミ袋で作成することに

しました。破れてもすぐに再生可能です。収納場

所もとりません。作成時には子ども達も手伝って

くれました。限られた予算とスタッフで絞り出し

た知恵と工夫です。

� 発掘調査事務所

発掘調査の現場事務所も教室内につくってみま

した。当初の間仕切りを残し、アングル棚に資料

を並べてコンテナと作業机を置きました。私たち

の作業もこの調査事務所でしています。先生との

打ち合わせもこの場所で行いますが、夏は暑くて

とてもこの事務所にはいられません。

【学校博物館始動】

１１月３０日いよいよオープンです。オープニング

イベントとして「古代の暮らし体験」と題し、土

器でご飯を炊き子ども達に試食してもらいまし

た。それは火やご飯が炊ける匂い、そして土器が

道具だったんだと実感することに繋がってほしい

と思いました。

開館日は火・木・金で９：００～１６：４５としまし

た。学校の子ども達は２０分休みと昼休みにやって

きます。子ども達の学びを深める施設であるので、

利用は事前申し込み制とし、学校と地域の団体の

みの利用としました。

【活動報告―真の連携を目指して―】

� つつじ焼

自然クラブの子ども達が、担当の先生に「これ

粘土？」と土を持ってきた事が始まりです。子ど

も達は学校の裏山探検に行って「この土は？」と

感じたのでしょう。先生から預かった土は２００グ

ラムほどの粘土のような土でした。試しに作って

それを消防訓練の時に焼いてみると、うまく焼け

たのです。「さすが１０００年前の一大窯業地帯だけ

のことあるやん！」と先生方と盛り上がりました

が、このつつじ焼が、自分達の地域を知るきっか

けとなり、さらに、つつじが丘小学校オリジナル

カリキュラムの作成へと展開していくきっかけと

なりました。

自然クラブの子ども達が発見した粘土なので、

自分達の手で焼き物を作ってもらいました。クラ

ブ活動の時間を使い作成、乾燥、焼成（校庭で野

焼き）を行いました。作る過程を大事にし、土器

が自分達と繋がっているかもしれない古代の人々

の生活の道具である事を感じてほしかったので

す。子ども達にとって、自分が発見した土が形を

変え道具となる。その中で感じたこと、発見した

事、それが体験であり子ども達による地域遺産の

再発見です。この小学校周辺の土は卒業記念品の

「土玉」にもなりました。

古代の人々が玉に思いを込めたように、私達も

それぞれの思いを伝えたいと考えました。校長先

生には「つつじ焼」の命名とデザインを考えてい

ただき、教頭先生には「卒業おめでとう」と書い

ていただきました。担任の先生にはメッセージを

書いてもらい、玉の制作と箱詰めは私達が行いま

した。私達の思いは卒業生たちに届いたでしょう

か。この土玉を見て、自分が卒業した学校、そし

て地域をいつまでも思ってくれる事を願っています。

� つつじが丘小学校校内研究テーマ（平成２２年

度）に沿ったプログラム作り

地域にある学習素材を教材化し、体験活動とし

て取り入れることから、学習への興味関心を掘り
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起こし、追求・発見していく力を身に着ける事を

目指します。そのための資料の提供、そしてプロ

グラム開発を学校博物館が担当します。先生達と

会話の中からプログラム化できそうな素材を提供

し、授業で実践してカリキュラムとして完成する

ことになります。

今までに実施した授業を紹介いたします。

「狛犬プロジェクト（学校、大学、博物館連携）」

つつじが丘小学校の校区にある大川瀬地区には

室町時代に建てられた国重要文化財の本殿を持つ

大川瀬住吉神社があります。

小学校の３年生は地域学習でこの神社を訪れま

すが、校長先生にはこの機会が子ども達の中で生

かされていないことを気にされていました。行く

だけで強く意識されることが無かったのです

三田市では三田の文化財シリーズ「三田の狛

犬」を刊行しました。この本は市内の小学校に配

布され図書室で利用されるはずでしたが、こども

達が手に取ることはなく、先生の教材にも利用さ

れませんでした。

そこでこれらを活用し、地域の文化財再発見の

きっかけ作りとするために５年生の図画工作科の

授業で「狛犬」を取り上げる事にしました。

学校博物館ができることは何か？図画工作科授

業として取り組むためには、造形的な工夫も必要

ではないかと考え、箱地図プロジェクトで知り

合った神戸芸術工科大学山崎均教授に相談したと

ころ学校、神戸芸術工科大学、学校博物館の連携

事業を実施することになりました。

その結果、ダンボール箱を使って「狛犬」を作

ることになりました。一体につき１００個（１クラ

ス一対＝２００個×２クラス）のダンボールを使い、

狛犬を制作します。見込みでは高さ約１６０センチ

メートルの大型のものになりそうです。

製作に当たり、このプロジェクトの目的を整理

しました。

１ 自分達の生活の中でも目にする事が多い「狛

犬」を題材にした造形表現を通して、地域文化

財についての理解を深めること。

２ 小学校、博物館、大学の三者連携により、単

独では成し得ない授業を行うこととしました。

この目的のもとに、三者の役割について整理し

ました。特に学校博物館の役割は狛犬についての

資料提供および三者間の連絡調整。大学の役割は

教材研究の支援及び授業内容の提案と検証という

ことになりました。

このプロジェクトの学校授業としてのねらいも

重要です。先ずは平面による表現（版画）を行い、

その次の展開として、「立体による表現」に取り

組みます。製作に当たっては過程を重視し、その

途中でのオリジナルな発見を引き出すため、狛犬

の特徴をどのような形に表現するかは各グループ

で構想させ、実現のための試行錯誤を経験させる

こととしました。

実際の作成は４回に分けて行いました。

第１回→スタイロフォームでひながたを作る

第２回→段ボールを組み立てる

第３回→装飾をする（狛犬の要素を入れる）

第４回→装飾をする。まとめ

以上の通り、地域の文化財を活かした授業を行

いましたが、今後、つつじが丘小学校にとどまら
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ず、市内各学校の校区の文化財を活用した、幅広

い授業プログラムの提案をめざしています。

「エコエコタイムスクープ」

次は箱地図プロジェクトの資料を活用した授業

例を報告いたします。小学校４年生は環境を学ぶ

ために、社会見学でゴミ処理場と水道施設に行っ

てきました。

その学びを深めるために、縄文時代・奈良時

代・江戸時代の人々の暮らしに迫ります。

学校博物館には滋賀県粟津湖底遺跡出土の貝や

千葉県の貝塚の貝があります。これらは縄文時代

の人々が残したものです。これらの遺物を使い、

今の自分達の生活を考え、そして未来へと考えて

いく授業プログラムの提案を行いました。

授業は学校博物館で行われ、子ども達はこの場

でタイムスリップしてそれぞれの時代に行くとい

う設定をしました。私達が当時の暮らしを再現し、

子ども達の質問に答えるというかたちです。

ここで私たちが伝えたかったことは、いずれの

時代の人も、エコやリサイクルを考えながら生活

をしていたわけではなく、人が生きていくための

知恵や工夫が、今となってそのように考えられて

いるだけではないのかということです。いつの時

代でもその当時の人々の知恵や工夫がある。とす

れば、もちろん現代の生活の中にも人々の知恵や

工夫を見いだすことができると思います。

第１回「縄文人の暮らし」

まだ歴史を学んでいない４年生なので、最初に

時代年表で大まかな時代を頭に入れます。

当日はトライやるウイークの中学生４名も参加

しました。これは兵庫県が行っている職場体験事

業です。中学生は小学校の仕事を体験しに１週間

来ていました。そこで彼らに体験学習の主役を演

じてもらう事にしました。

火おこし、木の実をすりつぶす、土器作り、そ

して石で魚をさばく。

火おこしは、弓きりを使います。猛練習の末に

火がつきました。

魚をさばく石は北海道の黒曜石です。埋文セン

ターから箱地図の時にいただいたものを使用しま

す。三田ではほとんど出土していませんが、子ど

も達にとって石で魚をさばくことが驚きだったよ

うです。石が道具なのだと実感してくれた瞬間で

した。

このように縄文時代にタイムスリップしている

間に、こども達の好奇心はどんどん広がります。

こどもたちは縄文時代においての亡くなった人

たちの葬り方が気になりました。授業が終わり何

人かが私のところへやってきて、そのことを質問

します。そこで「それってどこへ行ったら見る事

ができるの？」と聞いてくれました。「兵庫県立

考古博物館へ行ったらいいよ」と説明しましたが、

私にはそれがとてもうれしく思われました。子ど

も達の深い学びにつながる手助けができたと感じ

ました。

第２回「奈良時代の暮らし」

子ども達はノートと文房具を持って学校博物館

へやってきます。そこで今回は身近な文房具にス

ポットをあてました。

奈良時代の木簡の話をします。「せんとくん」

で話題の平城京出土の木簡で盛り上がりました。

子ども達にとっては木を削って再利用する行為よ

りも木を用意することが果たして自然に優しいの

かという意見がでました。自分達なりに考えたの

です。

私達が考えもしなかった質問もその時間内で次

から次へと出てきます。「犬はどこで飼っていた

のか・・家の中なのか外なのか？など、今やって

いる内容と関係ないと思ってしまうのですが、子
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ども達の頭の中ではみんな繋がっているようでした。

第３回「江戸時代の暮らし」

三田藩主、九鬼氏が住んでいた陣屋跡が今は三

田市立三田小学校になっています。この陣屋を中

心とした遺跡が屋敷町遺跡と天神遺跡です。

天神遺跡は三田の弥生時代を代表する遺跡です

が、江戸時代には武士の居住区でした。また屋敷

町遺跡は、陣屋に近く上級武士の屋敷がありました。

この天神遺跡から出土した土器を使って江戸時

代暮らしの一端を考えてみる事にしました。

使う土器は便甕です。ちゅうぎも出土していま

す。そこで便甕から江戸時代のリサイクル社会を

考える事にしました。

当時の人々はエコやリサイクルという意識では

なく、自分達が生きていく中で何を大切にし、ど

うすればそれが守れるのかを生活する中で生み出

した事、つまり知恵や工夫を伝えたいのです。

便甕から、し尿をくみ運び、野菜を育て、・・

というサイクルを再現したのですが（子ども達は

「トイレ」「便」というと違うように盛り上がる

のではと先生方と話していたのですが・・）子ど

も達は、自分達でリサイクルの絵を描いていきま

した。今回、出土品を使いアカデミック（校長先

生の評価では）に描く事で、子ども達は触れたい

けど触れたくないような世界にストレートに入る

事ができたと感じました。ホンモノ（出土品）が

もっている力を強く感じることができました。

「遺跡の土で土器つくり」

天神遺跡とならぶ三田市の弥生時代の代表的な

遺跡である三輪・餅田遺跡の土は真っ黒で粘土質

です。その土で土器を作ってみよう。つつじ焼で

土器作りに目覚めた私達は考えました。

遺跡から持って帰ってきた土を砕き、こして練

ります。次はいよいよ土器作りです。製塩土器風

を４０個つくりましたが、どこで焼こうかと考え、

神戸市立博物館が夏休みに実施する野焼きの時に

焼いてもらう事にしました。結果は博物館が作成

した土器（こども達作成）約６０個は全滅で、三田

の土器はすべて焼きあがりました。原因は乾燥不

足ではないかと思われましたが、不思議なことに

神戸の粘土が、野焼き用として業者から購入した

もので、とてもきめが細かくて作りやすい粘土

だったことも要因にあったようです。

土器が焼けました。次は私達の生活に欠かせな

い塩作り（製塩土器）をしてみようということに

なりました。三田市内からは古墳時代と奈良時代

の製塩土器片が出土しています。

海がない三田でどのように塩を手に入れていた

のでしょうか。校庭で塩作りを行い、今の生活の

中に当たり前にあるモノや食品をじっくり見る

きっかけ作りになって欲しいと思いました。夏休

み中に土器を焼き、保護者にも協力いただいて塩

水を手に入れ、２学期に向けて試作します。これ

は５年生の授業に取り入れてもらうように準備中

です。

【学校博物館の課題と今後の展開 学校博物館活

用のひろがり】

現時点では、他校がつつじが丘小学校学校博物

館に来館して、体験学習を行った事はありません。

学校博物館のプログラムは市内小・中学校に公開
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していますが、つつじが丘小学校のためだけの施

設かという声が聞こえてくるのも現実です。

プログラムが充実し、授業にも取り入れられる

事が増えればふえるほど、そんな声がでてきます。

しかし、私達ができる事は、学校や先生の「地域

の歴史を中心にして、過去の学習から自分の住む

地域に愛着を持つ、そこから自分の未来や地域の

未来を見通す子ども達を育てたい」という声に答

え、学校と共に子ども達の学習を支え学ぶ意欲に

火をつける。教師の教える意欲と楽しさを深めて

もらう。そんなプログラムを共に作って行くこと

が学校博物館活用のひろがりにつながると考えて

います。そのために柔軟性のあるプログラムを開

発し、学校との真の連携を目指していきたいと考

えています。

４ ぼくとわたしの考古学

～おかあさんの考古学・おっちゃんおばちゃ

んの考古学・ぼくとわたしの考古学～

これらは三田市が発行している本のタイトルで

す。「考古学」をこれまでのものとは異なった視

点で語った内容となっています。

「おかあさんの考古学」はその名のとおり、整

理員・補助員さんとなったお母さんの目から見た

「考古学」を描いています。

私がもう一度考古学の仕事をするきっかけと

なったのが「おかあさんの考古学」です。家の本

棚でたまたま見つけ、読み終わるとすぐに三田市

文化財課に電話しました。このような視点で考古

学を捉えている、こんな本を作った人達と仕事が

したい。そんな思いでした。

「おっちゃんおばちゃんの考古学」は作業員さ

んにスポットをあてました。いずれも好評をいた

だいております。

３冊の中で「ぼくとわたしの考古学」がこれか

ら刊行される予定のものです。私が編集を担当し

ております。今回は間に合いませんでしたが、

「おっちゃんおばちゃんの考古学」に登場する女

の子が主人公です。少女の目を通して見た考古学、

少女の成長とともに考古学を取り巻く状況の変化

とリンクさせながら、大人となった未来の少女か

ら見た考古学を描いています。

その中では箱地図プロジェクトや、学校博物館

活動などお話しさせていただいた資料の活用、地

域文化財の再発見などもとり入れる予定です。ど

うぞご期待ください。

５ おわりに

迷って悩んで、それでも何かを行わないといけ

ないという、強迫観念にも似た感情で毎日本当に

走っています。

そんな中で少しずつですが、先生達にも受け入

れられ、部外者扱いされなくなった今、これから

が正念場だと思っています。

子ども達がどこかの博物館に行って、「この土

器の土の色ってつつじとちがうなぁ」などと言っ

てくれたらどんなにうれしいでしょうか。

旅行で訪れた地で「狛犬」を見てきたよ！と教

えてくれたら感激です。

三田市ではこれからも、子ども達が地域の歴史

に目を向けるきっかけ作りができる、資料の活用

方法を考えていきます。そして皆様にまた新しい

ご報告ができるようにがんばっていきます。

最後まで私の拙い話にお付き合いいただきまし

てありがとうございます。

また、このような機会を与えて下さいました北

海道埋蔵文化財センターの皆様に感謝いたします。

本日はありがとうございました。
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� 冬季講演会「北海道埋蔵文化財行政
の黎明期－苫小牧市－」
講師：佐藤一夫 氏（元 苫小牧市埋蔵文化財

調査センター所長）

１．苫小牧市の概要

苫小牧市の地球上の

位置は、北緯４２度３７分

５３秒、東 経１４１度３６分

３４秒。札幌市は、北緯

４３度ライン。ミュンヘ

ン、札幌、ミルウォー

キー。北半球でビール

が美味しいと有名な都

市が、この北緯４３度ラ

インに並んでいる。苫小牧市と同じ北緯ラインに

並ぶのは、トルコのイスタンブール、イタリアの

ナポリで、世界の中で気候条件が良いといわれて

いる都市があげられる。苫小牧市は、南北が２３㎞。

東西が約４０㎞。横に長い。面積は５６０㎡。あまり

大きな面積ではない。

苫小牧の地名は、「ト」＋「マコマイ」と合わ

さったアイヌ語が語源。「ト」は「沼」のことを

指し、「マコマイ」は「山の方にむかって流れて

いる川」という意味。あわせて、「沼から出てい

る川が山の方にむかって流れていく」という意味

で、苫小牧の名前がつけられた。

気温が、年平均７度。湿度が、年平均８０％。湿

度が高いけれど、温度があがらない。空を見渡し

て、雲がなく晴れ渡っている「快晴日」は、年間

５０～６０日しかない。１年の内、ほとんどが曇って

いる、もしくは雨が降っている街といえる。その

理由は、苫小牧が太平洋岸に位置していることに

よる。ここで寒流と暖流がぶつかって、「ガス

（霧）」が発生するためだ。霧の都といえば、北

海道では釧路、世界ではロンドンだが、苫小牧も

これからの時期、２月の終わりから３月にかけて

と４月から７月にかけての２回にわたり、海から

「ガス」がかかり、陸上を覆ってしまう。気象条

件が非常に悪いがゆえに、大きな開発もされず、

昭和の半ばまで、大湿原が広がる街として残され

たのだ。

２．苫小牧の歴史

『日本書紀』

苫小牧市が歴史上に登場してくるのは、『日本

書紀』。６５８（斉明天皇四）年に、「阿部臣比羅夫

が１８０艘の船団をひきいて、蝦夷を伐った」とい
い ぶ りさえ

う記述がある。さらに、翌年には「津軽や胆振�
の蝦夷を集めて、饗宴をした」とある。

「津軽」は今の青森地方であると考えられるが、

問題になるのは、「胆振�」の地名解釈。江戸時
代から諸説を出されており、そのひとつに、河野

広道などが提唱した苫小牧の勇払地域を指すとい

う見解がある。この記事以前に、「ししりこ」や
し り べ し

「後方羊蹄」などの地名が出ており、「ししりこ」

は千歳に該当する地名、「後方羊蹄」が羊蹄山付

近だとすると、「胆振�」は、羊蹄山南部の地域
となるのではないかというものだ。この内容は、

阿部比羅夫が北海道を治める役所をおいたという

くだりに出てくる。

『吾妻鏡』と『新羅之記録』

次に歴史書に登場するのが、鎌倉時代の歴史書

『吾妻鏡』と、松前藩の記録書である『新羅之記

録』。両書に鎌倉や京都で犯罪を犯した罪人を、

蝦夷ヶ島に流したという記録がある。蝦夷ヶ島と

は、鎌倉時代の「北海道」を指す言葉。この流さ

れた罪人は、西方余市、東方鵡川、石狩低地帯の

南側に居住したという記載がある。苫小牧市は、

東方鵡川の西手前になるため、その当時から人が

住んでいた可能性がある。苫小牧市の発掘調査の

なかで、鎌倉時代の資料とはっきり位置づけられ

るものは、残念ながらまだ出土していない。

「シコツ」の弁天社

江戸時代となり、松前藩がいろいろな記録を残

すようになる。１７８０（安永９）年、松前広長が『福

山秘府』を記した。蝦夷地の神社について記述し

た部分に、「シコツ」（今の千歳市）に弁天社を立

てたという記録がある。この弁天社は、道南地方

を除いた石狩低地帯では一番古い神社となる。

シャクシャインの戦い

１６６９（寛文９）年に、シャクシャインの戦いが

おきる。この時に勇払の近くの真小牧で、船が襲

われ、鷹匠が殺されるという記述が出てくる。
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鷹匠の仕事は、鷹狩りを行うことだけではない。

北海道は、鷹の産地として有名だったが、その中

でも一番良いとされたのが、「マコマイ」のもの。

当時、真小牧周辺は、鬱蒼たる森林地帯で、そこ

に鷹のオスとメスがペアになって巣をつくる。そ

の巣を管理するのも、鷹匠となる。鷹匠が管理す

る場所を鷹場というが、オス、メス、ペアリング

して巣ができると、巣めがけて木によじ登り、自
こ づか

分の刀の小柄を巣の中にいれる。鷹の巣の所有を

証明するため。鷹の子がかえると、松前藩に「ど

こどこの鷹の巣で、雛がかえった。それは自分の

所有する物」と申請し、巣から飛び立つ直前に捕

まえて、松前藩に売る。松前藩は、その鷹を各大

名に売ったり、将軍家に献上したりした。それが

金と並ぶ松前藩の大きな財源となった。

八王子千人同心

その後、１８００（寛政１２）年に、八王子千人同心

が苫小牧に入植してくる。戦国大名だった武田家

は、織田信長の時代から隆盛を極めたが、徳川の

世になり、滅んでしまう。その際、徳川家康は、

優秀な武田の家来をまとめ、普段は百姓をしなが

ら生活し、有事の時は武士になることとし、八王

子市の近くに住まわせることにした。

ところが、徳川幕府は２６５年の世となり、はじ

めのうちはよかったが、後半は、屋台骨が揺らい

できた。長男は、家督を継ぐことができたが、次

男、三男以下は、生活が立ちゆかなくなり、婿養

子になるものがあらわれた。江戸八百八町、吉原

や下町で悪さをするのは、八王子千人同心だとい

う事態になり、原半左衛門という、その当時の組

頭が、風雲急をつげていた蝦夷地に開拓、警備に

でようという提案をした。そのような状況下で原

半左衛門とその弟の原新助という２名が、１００名

の子弟を連れて勇払に入植する。その頃の勇払原

野は、百姓をやろうと入植し、コメやイモを植え

てみても、全く実らない土地であった。そのため、

さらに鵡川の汐見に移住した。そこは大きなアイ

ヌのコタンがあり、ある程度成功し、アイヌの人

たちとも仲良くなるが、３年かからずして、失敗

に終わる。現在、苫小牧に残っているのは、蝦夷

地移住隊士の墓という２０基ほどの墓碑だけで、そ

の中で千人同心のものは６基ほどしかない。

王子製紙の進出

明治時代、開拓使が国の事業として、ビール工

場、麻工場、マッチ工場などの事業展開をし、こ

のような官営事業と並行して、王子製紙の工場が

苫小牧につくられた。支笏湖から流れる千歳川。

ここに第１から第４までの水力発電所をつくり、

電気エネルギーを作り出し、樽前山、風不死岳、

恵庭岳の周辺には、エゾマツ、トドマツの原生林

がつづいている。その木材を原料にし、広大な敷

地に工場を建てた。明治４３年に王子製紙が作られ、

苫小牧市の経済的基盤が安定したといえる。

苫小牧工業港

次の画期となったのは、苫小牧工業港である。

昭和になるまで、苫小牧には「港」がなかった。

普通、川は海に近づくと河口が開いていくが、苫

小牧の場合、とくに勇払川の河口は、砂堤列が９

本連なっていた。川が砂堤列にぶつかると、左か

右にふれていく。勇払川の場合には、右側にふれ

ていき、現在の苫小牧工業港に向かって平行に流

れている。江戸時代には、そこに千石船が停泊し、

天然の良港だった。

大正の頃、日本海と太平洋をむすぶ運河をつく

ろうという事業がもちあがる。最近は、いくつか

わかってきているようだが、江戸時代には陸路と

いうものがほとんどない。探検家や旅行者は、多

くの場合内陸に入ると川を利用した。勇払の河口

からさかのぼり、美々川を通って、陸路を少し歩

き、千歳川をくだると、日本海側に出ることが可

能。これが江戸時代の主要な内陸水路で、いわゆ

る千歳越え、「ユウフツ越え」とよばれていたも

のである。これになぞるわけではないが、大正後

期から昭和初期にかけて、北海道庁技師・林千秋

により、石狩炭田の石炭積出港として計画された

「勇払築港論」が登場した。しかし、日清、日露

戦争や、第２次世界大戦の影響で計画が頓挫する。

戦後、昭和２６年になり、改めて苫小牧工業港を

つくる計画がでる。下は泥炭層、上は樽前山、恵

庭岳の火山灰層という２層構造になっている勇払

原野を掘り込み港をつくる、内陸掘り込み式とい

う工法により港をつくろうという遠大な計画が持
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ちあがったのだ。昭和２６年から工事を開始して、

昭和３８年の９月には第１船がはいるので、かなり

の急ピッチで工事がすすめられたことがわかる。

この港をつくるために掘りあげた土が、イオンな

どの商業施設がある明野地区の埋め立てに使われ

た。苫小牧工業港は、当初から工業用に造られ、

それに合わせてトヨタやいすゞの工場が周辺にで

き、現在は、工業都市のイメージが定着している。

天然ガス

現在の苫小牧を代表する事業となっているの

は、天然ガスである。火山灰層と泥炭層の下、地

下４０００ｍから５０００ｍの所、地球の核にあたる花崗

岩の中に、天然ガスが大量に含まれている。苫小

牧から穂別までは、戦前、戦時中は、油田も掘削

していたが、現在は、油田よりも天然ガスが重視

され、さかんに掘られている。ボーリングで５０００

ｍ掘り進んで花崗岩に穴をあけ、そこから吹き上

げてくる天然ガスを回収している。札幌の天然ガ

スは、ほとんどが苫小牧からパイプラインで運ば

れたもの。王子製紙や他の企業もエネルギーを天

然ガスに切り替え始めており、これからの苫小牧

は、天然ガスで動いていくだろう。

３．考古学的調査における苫小牧

苫小牧で考古学的に歴史がわかりはじめるの

は、大昔の人たちが使った土器や石器のことにつ

いて、書かれている史料に拠る。

「覚生（オボップ）」

１８４５（弘化２）年に、松浦武四郎が蝦夷地を探

検する。松浦は三重県出身。「北海道」の名付け

親。北海道を６回探検しており、１回目の探検の

際、苫小牧付近、勇払を回っている。この時の記

録『初航蝦夷日誌』に、樽前から錦岡の間に「覚

生（オボップ）」という記述がある。「オボップ」

とは、アイヌの人たちの「槍（オブ）がみつかっ

た場所」といういい伝えがあり、その地名がつけ

られたといわれている。苫小牧における最初の考

古学的記述が松浦武四郎による「覚生」の記述と

いうことになる。

坪井正五郎の北海道調査

１８８８（明治２１）年、東京帝国大学人類学教室坪

井正五郎先生が、北海道へ調査にくる。坪井は、

人類学教室に所属しているが、考古学の大先生で、

当時、日本人の起源について研究をされていた。

アイヌの伝説のなかにコロポックルについての

話しがある。コロポックルとは、アイヌ語で「蕗

の下に住む小さな人」という意味。この伝説に出

てくるコロポックルこそが日本人の起源だと坪井

先生は考えられたわけだ。

明治２１年９月、坪井先生は、北海道調査の感想

を自らが主催する『人類学雑誌』に「石器時代の

遺物遺蹟は、何者の手に成たか」というタイトル

で報告する。このなかに「�胆振国勇払郡苫小牧
アイヌの酋長の話」という項があり、「苫小牧坊

主山に直径２間ほどの丸い竪穴が２つあり。コロ

ポックルカムイというものの住いし跡という。こ

のカムイは、小さい人にて、蕗の葉一枚の下に十

人もおりしという。アイヌが増殖するに随ってい

ずこへか移り往けり。諸地方のアイヌに聞きて見

れどそのゆくえ知りたる者無し」とある。

苫小牧坊主山に竪穴住居跡が２軒あったという

記述があるが、擦文時代のものではなく、縄文時

代だと考えられる。この坊主山とは、現在の王子

製紙の裏にある、王子製紙所有の山のこと。今ま

でに発掘調査は行われていないが、分布調査では

縄文時代中期の土器が出土している。

明治、大正、昭和の初期の考古学に関すること

は、どこの町のどこから、どのような遺物が出て

いると記した『遺跡地名表』が重要な情報源であっ

た。坪井がこの記録を残したおかげで、『遺跡地

名表』に苫小牧坊主山の記載が昭和初期まで記さ

れていた。これがモース以降の近代的な考古学的

報告としての記録といえる。

美々貝塚の調査

大正７年の話だが、苫小牧東尋常小学校の校長

先生で田中正太郎という人がいた。この方は、そ

の後町長を経て、市制最初の市長になった人。田

中と、後に小学校の校長先生になった酒井仁之進

とは、若い頃、小学校に郷土研究部をつくり、い

ろいろな調査をされた。『東尋常小学校郷土研究

叢書』という本の「苫小牧町史 考古序論」のな

かで、「美々貝塚の調査、土俗考」という報告が

ある。現在、美々貝塚は、千歳市の管轄となって

５６



おり、その後の調査は千歳市によって行われてい

るが、一番最初の調査は、苫小牧市の人によって

行われているのである。

大正１２年から１５年、苗穂と沼ノ端を結ぶ北海道

鉄道の札幌線の工事がなされ、それに際して貝塚

が発見されたのではないかと考えていたが、それ

以前の大正７年に調査されていて、苫小牧では有

名になっていたというわけである。１９４０年になる

と、田中、酒井の執筆により『苫小牧町史』が刊

行される。この中に、先史時代という章があり、

タプコプ遺跡についての記述もみられる。

４．戦後の発掘調査

文化財保護法の成立

昭和２５年に、文化財保護法ができる。この法律

ができる前は、大昔の土器や石器は、何の許可も

なく、いわば自由に掘ることができた。

ところが、松前城の火災や、法隆寺の火災など

がつづき、既存の文化財をまもらなければならな

いという気運が高まったり、議員立法で文化財保

護法ができたわけである。この法律がつくられた

時に、はじめて埋蔵文化財という言葉が使われる

ようになった。埋蔵文化財とは、文字通り埋まっ

ている文化財のことを指し、土の中、川、海の底

などに埋もれているものをいう。

文化財保護法という法律ができることにより、

許可がない調査ができない状況となった。

苫小牧市文化財保護条例の制定

文化財保護法に関連して、各都道府県で条例が

つくられるようになり、北海道は、昭和２８年７月

に北海道文化財保護条例が、その２年後の昭和３０

年には、苫小牧市文化財保護条例ができた。この

条例で、いろいろな文化財を保護して、活用しよ

うという動きになったである。

本格的な考古学的調査が行われるのは、昭和２８

年の北海道学芸大学の河野広道先生の平田遺跡の

調査からである。

タプコプ遺跡の調査

その後、昭和３０年につくられた苫小牧文化財保

護条例に合わせて発掘調査を行ったのは、昭和３８

年、北海道大学の大場利夫先生によるタプコプ遺

跡の調査になる。

遺跡の位置は、国道３６号線を千歳から苫小牧に

向かって走ると、植苗駅にまがる交差点があり、

その右手の小高い山の上になる。「タプコプ」と

は、「たんこぶやま、円山」という意味。ここを

国道の工事に関連して大場先生にお願いして、発

掘調査をしていただくこととなった。

苫小牧市へ奉職

昭和４１年に、私が苫小牧に奉職した。これには

少しいきさつがある。私は函館生まれの函館育ち。

大学を卒業した後、地元に戻り、博物館に出入り

していた。その後ある保険会社に入社したが、そ

の理由は新聞広告で東京に半年間研修に出しても

らえるという特典をみつけたからだ。東京へ行き、

仕事の他に時間をみつけては、上野の東京国立博

物館や母校明治大学の博物館に顔を出していた。

研修後、地元函館に戻り、２年間は保険会社に勤

務をしていた。そんなおり、当時市立函館博物館

長だった武内収太さんと同館学芸員だった吉崎昌

一さんに「やはり大学で専攻した考古学の仕事が

したい」とお願いしたところ、ちょうど苫小牧市

で、開基８０周年をすぎ、新しい博物館をつくると

いうプロジェクトが動き出し、あたらしく人を採

用するという話をもらった。これぞ渡りに船とば

かりに応募し、採用となった。

図書館付属郷土博物室

最初の勤務地は、図書館付属郷土博物室。そこ

では、毎月１回、樽前や静川、支笏湖の近くの丸

山などへ、本を１００冊もっていき、地域住民にみ

せる巡回文庫という仕事をしていた。当時は、ま

だ運転免許をもっていなかったので、教育委員会

公用車の運転手さんにのせられ、各集落をまわっ

ていた。本を届けて、住民にみてもらいはじめる

と、周りの野山は、だいたい遺跡なので、土器や

石器を求めて、歩き回っていた。

沼ノ端丸木舟の発掘調査

私が苫小牧に就職して、一番最初に歴史に残る

仕事といったら、少しおおげさかもしれないが、

最初に取り組んだ仕事が、丸木舟の引き上げ作業

になる。戦後、春日井、藤田先生など北海道教育

大の地質学研究室の方々が、勇払原野の地質調査
ねん

を行っている際に、勇払川にかかる稔橋の８０ｍ下
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流の河岸に丸木舟の一部分の見え隠れする状況が

確認されたものである。地元の人たちは、この舟

は樽前山の噴火により埋もれたアイヌの人たちの

丸木舟だろうという予想をしていた。水が増える

と消え、水が涸れると見える状況が続いていた。

私が昭和４１年に奉職した年が、一番水が少なく

なり、舟が河岸から１ｍほど見える状態になって

いた。このままの状況で放置しておくと、この舟

は流されてしまう危険性が出てきたため、市から

私に調査の指示が出たわけである。

そのとき、私は大学をでて２、３年の頃なので、

発掘調査担当者をする資格がなく、担当者は、タ

プコプ遺跡を担当された大場先生にお願いした。

最初は、８ｍのグリットを設定して、火山灰層

を掘って、すんなり舟を掘りあげようと計画した。

ところが、発掘調査を開始した翌朝から、雨が

シトシト降り出し、最後には舟が見えないどころ

か、土手の上まで水があがる水位になってしまっ

た。このような状況では、発掘調査を継続するこ

とができず、３、４日、調査を中止して、様子を

みることになった。当時、私の上司だった方は、

「これは川の神を鎮めなければならない」と、お

酒を用意して、一升瓶をもって川にはいり、お願

いを試みた。その効果があったのかはわからない

が、翌日から徐々に川の水も減り、舟の姿が見え

る状況になってきた。天候が回復してから、発掘

調査を再開するが、スコップで掘り進めようとし

てもなかなか作業がすすまない。一番深いところ

は、あとでわかったのだが、４ｍほどの深さに達

していた。そこで、作業の応援に潜水夫を依頼す

ることになった。

翌日からは、毎日、潜水夫に手動で空気をおく

るポンプを押す作業が続いた。潜水夫は、川にも

ぐるとジェットポンプをつかって、舟の周りの火

山灰層を水流でよけていく。３艘の作業は、無事

終了することができた。その次にとりかかった４

艘目が、舟の縁に穴があけられ、側板（舷側版）

がつづられたイタオマチップ（板綴舟）だった。

この作業は、勤労奉仕隊が担当していたが、非常

に苦戦した。もう１艘は、潜水夫が川の中で作業

中にみつけたもので、のちに０号艇と名付けられ

た一番大きなもの。舟は、釧路市や旭川市などで

も発見されているが、川のなかから掘りあげられ

たのは、これが最初の例となった。

舟を押す櫂には、アイヌの人たちの刻み目（イ

トクパやシロシ）が施されており、その調査結果

が明らかになると、連日、新聞、テレビ、雑誌の

対応に追われることになった。

調査が終わり、川から図書館まで舟を運ぶこと

になった。当時の運び方では、クレーンでつりあ

げ、トレーラーで運ぶという方法がとられること

になったが、仕事をひきうけることになった業者

も、このような仕事をされるのは初めてだった。

そこで運ぶ職員と、作業記録を残す撮影担当職員

が参加し、作業が進められた。

舟の保存処理作業

無事図書館に移動された舟は、４年間かけて保

存処理を行った。保存処理を担当されたのは、慶

応大学教授の清水潤三先生。清水先生は、それま

でに千葉で同じような埋没舟の保存処理を担当し

ていた。千葉の場合は、うまくいかなかったが、

苫小牧のものは、うまく処理を行うことができた。

苫小牧の舟に使用したのは、床磨きに利用するリ

ンレイワックスだった。私の毎日の仕事は、ガソ

リンをつかってワックスを溶かす作業からはじま

り、溶かしたワックスを気化する直前に、舟に振

りかけて作業をつづけた。

この丸木舟の発掘調査が、苫小牧市における埋

蔵文化財の行政発掘調査の最初、私の苫小牧市で

の最初の調査ともなったわけだ。

勇払墓地、美々缶詰所の調査

昭和４９年には、勇払墓地の調査を行った。前述

した八王子千人同心の墓地で、日本ヒューム管の

工場敷地内にある。事業が拡大して、ヒューム管

を置く場所がなくなったため、勇払の共同墓地を

別の場所に移転して欲しいという話しになった。

衛生課が中心となり、高丘にできた市民墓地に移

築することになった。墓のうわものは、そのまま

移築したが、墓については調査が必要だった。

発掘調査の結果、遺体は３０体ほどみつかったが、

八王子千人同心の墓の下からは何も出てこなかっ

た。どうやら千人同心の墓は、記念碑だったよう
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だ。

同年に、美々の鹿肉缶詰所を調査した。苫小牧

市にあった官営工場は、この鹿肉缶詰工場だけ。

北海道のシカは、大雪山系で２つに分かれ、大雪

山の南西部に生息するシカは、冬、雪の少ない日

高地方に移動して、夏は後志・胆振地方へ戻ると

いう移動生活を繰り返している。秋口になると、

シカの大群が新千歳空港のあたりをとおって日高

の方に移動する。そこでウサクマイや蘭越のアイ

ヌの人たちは、そのシカをねらって狩猟をしてき

たわけだが、このシカを見込んで、開拓使は缶詰

工場をつくったのだ。

もうひとつの理由として、当時多くのお雇い外

国人が北海道各地で活躍していたことがあげられ

る。外国人が何を好んだかというと、ステーキと

ワイン。ワインは、瓶に詰めてもってくることが

できたが、ステーキ用の肉は、持ち込むことが難

しく、それでターゲットになったのが鹿肉だった。

鹿肉は、夏、青草を食べている間は、肉がくさ

くて食べられないが、青草を食べなくなった秋か

ら冬の時期に脂肪がのっておいしくなる。当時は、

保存する技術がないので、缶詰という方法がとら

れた。つくられた缶詰は、東京や海外で好評を博

していた。

ところが、明治１１年冬に、北海道は未曾有の大

雪に見舞われる。北海道に生息していた８割方の

シカが死滅してしまう。明治１２年も大雪で、北海

道のシカは、ほぼ全滅になってしまった。それで

春先の胆振、日高の海岸線には、シカの屍が延々

と連なっている光景がみられたそうだ。

これに目をつけて一番利益を得た職業は、鹿角

を利用した漢方薬屋さん。シカの角は、落角では

何の効果もない。生きているシカの角を粉にして

のむとが、精力剤となる。同じような効能は、オ

ットセイのペニスにもあり、これを徳川家康も愛

用したといわれている。このときに日本中の漢方

薬屋が北海道に渡ってきて、シカの角を集めたと

いう話だ。缶詰工場は、明治１４年に天皇が行幸さ

れた際には、お休み処となったが、明治１３年には

製造ができなくなり、明治１７年頃には、工場は廃

止となってしまう。

５．苫東調査始まる

昭和４８年に入り、いよいよ苫東の調査が本格化

し、昭和４８年から５０年まで３年間かけて、分布調

査を行った。苫東開発のきっかけは、田中角栄の

日本列島改造論がでてきて、高度経済成長期に

入ったときに、苫小牧工業港があり、そこそこ後

背地もあるので、ここを拠点にして、一大ナショ

ナルプロジェクトの鉄鉱、自動車工業を支える工

業地帯をつくろうという気運が生まれたことによ

る。この情報は、私が分布調査をはじめる３年く

らい前から入っていたため、苫小牧東部地域には、

どのくらい遺跡があり、遺跡の内容はどのくらい

かという確認はできていた。１万㎡のなか、この

広さは東京の山手線の内側にあたる大きさになる

が、私が調査に入る前は、この地域に１０ヵ所程度

しか遺跡は登録されていなかった。それが３年間

の分布調査で４倍くらいの数に増えた。

大規模開発に対する発掘調査のはじまり

これと平行して、新千歳空港、これより少し早

く昭和４８年くらいからは、函館空港遺跡群の調査

がはじまった。いわゆる大規模開発による北海道

の発掘調査のはしりとなった。

恵庭市柏木川の調査

昭和４５年に、恵庭市柏木川の調査が行われた。

北海道縦貫自動車道にかかる発掘調査の最初とな

る。当時は、まだ財団センターも発足しておらず、

道教委の担当者も藤本英夫さん、高橋稀一さんが

主体になっておられた。

調査団長は、大場先生。調査員が、藤本さん、

北大の吉崎先生、高橋稀一さん、そして私という

顔ぶれだった。発掘の実戦部隊としては、江別の

高橋正勝君、石狩の石橋孝夫君、道教委にいて、

現在は独立している宮塚義人君、それから標津町

の椙田光明君がいた。現場常勤は、私、高橋正勝

君、石橋君。高橋正勝君は、ちょうど僕の後輩で、

北海道教育大函館分校を出た後、考古学の夢を捨

てきれず、明治大学に編入学した努力家。卒業し

た後は、八王子市教育委員会で調査を行ったのち、

北海道に戻ってきた。その高橋君に薫陶を得たの

は、宮塚君、椙田君。柏木川調査の頃は、両名と

もまだ高校生だった。この調査の経験を生かし、
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のちに宮塚君は道教委に、椙田君は根室標津に就

職したのである。

北海道縦貫道は、現在森町鷲の木手前まで開通

しているが、柏木川の調査から４０年近くの年月が

過ぎた。函館までの開通は、未定のようだが、こ

れだけの歳月がかかっているのである。

苫東の調査

昭和５１年から調査を開始したが、当初はあまり

遺構、遺物がでない調査が続いた。出てくるのは、

落とし穴（Ｔピット）と風倒木痕ばかり。遺物が

でてきても攪乱層から出土するものが多い。その

ような状況が３年間くらい続いた。

はじめて遺構、遺物が「当った」のは、昭和５５

年の柏原１６遺跡、昭和５６年の静川２２遺跡。最初に

調査した地点は、住居跡などが多いが、その後の

地点では、墳墓、墓や貝塚などがみつかるように

なった。

ニナルカ遺跡の調査

遺跡は、苫小牧市静川に位置し、「ニナルカ」

とは、アイヌ語で「低い丘陵が連なるところ」と

いう意味。鵡川に向かう高速道路周辺、安平川を

越えた辺りから左手に連なる場所。戦前に静川小

学校を建設するときに丘陵の一部が切られてお

り、その際に発見されていると考えられる。

数回にわたり調査しているが、昭和５８年、５９年

に行った国道の改修工事に伴うニナルカの調査で

は、まず、最初に貝塚が発見された。通常貝塚と

いうのは、美々貝塚のように、現在の海岸線から

数十キロ内陸にはいっているものが多いが、ニナ

ルカ遺跡の貝塚は、海岸線から数キロしかはなれ

ていない。もう一つ重要なのは、この貝塚が営ま

れたのが、縄文時代早期、東釧路Ⅲ式の時期だと

いう点。縄文時代早期の貝塚は、あまり残ってい

る例がない。この貝塚からは、オオノガイという

北方系の貝、アカニシ、シオフキなどの暖かい所

にすむ貝、寒流系、暖流系、２種類の貝が出てき

た。縄文時代早期、ニナルカの貝塚が営まれた頃

は、冷たい海が暖かくかわっていく変わり目に

あったので、両方の貝がみつかったと考えられる。

また、オオノガイにベンガラをいれて、容器に

したもの。東釧路Ⅲ式土器にベンガラで彩色した

土器が出土している。色が施された土器としては、

初期のものに入る。

静川２２遺跡の調査

当初は、石油備蓄基地を海側につくる予定だっ

たが、その場所がいっぱいになったので、北側に

移ってきたもの。そのため、埋蔵文化財調査を行っ

たが、この場所には活断層がみつかり基地がつく

られなかった。この遺跡からは、貝塚、シカの骨

がまとまって出土したり、続縄文の墓が検出され

た。その中で、特に注目されたのは、縄文時代前

期の貝塚で、いろいろな情報を得ることができた。

静川１６遺跡の調査

昭和５７年に、石油備蓄基地関連で行われた。こ

の場所は、もともとラクヨウキノコなどもとれる、

トドマツの良い林だった。

私たちが調査することになり、山の木をすべて

きり、ブルトーザーで火山灰を除去し、包含層を

出した。そうすると、台地の縁に沿って、窪んで

いる部分が確認された。上の幅が１～２ｍ。下の

幅が５０㎝～１ｍ。深さが深いところで２ｍほど。

このような溝が延 １々３８ｍ続いてみつかった。こ

のような遺構を、考古学的な用語では、「環濠」

というが、「環濠」とは、通常、弥生時代になり、

コメつくりがはじまると、自分たちのムラを外敵

から守るために、つくられたもので、巡らした溝

の中に水をはるもの、と考えられてきた。静川で

みつかったのは、標高１３ｍくらいのところにある。

支笏火山灰層を掘り込んでつくられているため、

水をはったとしても、すぐしみこんでなくなって

しまう。溝で区切られた内側には、大きな建物跡

が２ヵ所あった。隣の台地には、竪穴住居跡が３０

数件みつかった。そのため、溝と大きな建物跡の

性格が問題となった。検討委員会もつくり、吟味

していただいたが、結論には到らなかった。縄文

時代にこのような「環濠」の例はなく、現在は埋

め戻され、１９８７（昭和６２）年１月、国の史跡となっ

ている。

このような調査が、苫小牧市の発掘調査黎明期

に私が取り組んできたものである。

６０



北海道立埋蔵文化財センター年報１２

平成２２（２０１０）年度

平成２３年４月３０日発行

編集：財団法人 北海道埋蔵文化財センター

発行：北海道立埋蔵文化財センター

〒０６９�０８３２北海道江別市西野幌６８５�１
Tel：（０１１）３８６�３２３１ Fax：（０１１）３８６�３２３８

E-mail : mail＠domaibun．or．jp

URL http : //www．domaibun．or．jp/
印刷：社会福祉法人 北海道リハビリー

〒０６１�１１９５北広島市西の里５０７番地１
Tel：（０１１）３７５�２１１６� Fax：（０１１）３７５�２１１５




